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　プロローグ　いつもの通学路──






　恋こいをした。

　彼かれのことを想おもうと、胸が痛む。

　もしかしたら死んでしまうんじゃないかと思うほど、胸が痛む。

　そして自分がその恋に気づいてしまったのはいつだったろう？

　なんてことを、少し考えてみる。

　でも、それはもう、覚えてないほど昔だ。

　彼の家の隣となりに引っ越こしてきて。

　彼と一いつ緒しよに遊ぶようになって。

　いつの間にか。

　本当にいつの間にか、彼の姿ばかりを目で追うようになっていた。

「…………」

　もちろんわかっていたけれど。

　そんなことになっちゃ絶対にだめだって、わかっていたけれど。

　でも、だからといってそういう気持ちは、自分の思う通りになってくれるものじゃないらしい。

　だから彼かの女じよはため息をつく。

　小さく、寂さびしく、ため息をつく。

「……あ～あ」

　と、そう言ってから、時雨しぐれ遥はるかはかわいらしい唇くちびるを開いて、少しだけ吐と息いきを漏もらした。

　綺き麗れいな黒くろ髪かみのミディアムに、黒目がちな大きな瞳ひとみ。チェック柄がらのプリーツスカートと、宮みや阪さか高こう校こうのセーラー服。

　ごく普ふ通つうの女子高生に見える彼女は、しかし、普通の女子高生とは少し違ちがう部分を持っている。

　たとえば定期的に、記き憶おくを失う。

　いや、真実を忘れる、と言ったほうがいいかもしれない。

　自分がなんのために生まれて、なんのために存在しているのかという真実を、忘れてしまう。

　理由は監かん視し対象に、自分が監視者だと気づかれないためだ。

　お隣の家に住む、幼おさな馴な染じみの鉄くろがね大たい兎とに、自分が監視者だということを気づかれないためだ。

　ずっと一緒に遊んで。

　ずっと一緒に笑って。

　いつの間にか好きになってしまった相手に、自分が実は、あなたを監視するためだけに生みだされた人間でした～って、気づかれたりしないためだ。

「…………」

　だからほとんどの時間は、ただの、普通の、なんの変へん哲てつもない女子高生だと、自分でも思っている。

　記憶がないから。

　一番大切な、真実の部分の記憶がないから、純じゆん粋すいに幼馴染みの大兎のことが好きで、一緒にいるだけで幸せで、十二のころから、彼のお嫁よめさんになるのが夢の、平へい凡ぼんな女の子。

　普通の女の子。

「…………」

　なのに突とつ然ぜん、思いだしてしまうのだ。

　自分を造りだした主人が、必要だと思ったときに突然、思いだしてしまうのだ。




　──おまえは監視者だ。




　──おまえは《最古の魔女ラミエル・リリス》の力をその身に隠かくした鉄大兎を、監視するためだけに生まれた監視者だ。




　──任務を全まつとうしろ。




　それを彼女は突然思いだして、ああ、と、思う。

　ああ、そうだった、と、思う。

　だからこんなに胸が苦しいんだ、と、そう思う。

　自分は好きになっちゃいけない相手を好きになってしまい、そしてその彼を日々、裏切り続けている。

　ほんの数分前までは彼が笑いかけてくれるだけで幸せになったのに、いまは彼に笑いかけてもらえる資格なんて、自分にはないということに気づいてしまう。

　それは最悪の気分だった。

　大兎に申し訳ないという気持ちと、そして自分が、

「…………」

　自分が、ひどく汚よごれた人間のように思えてしまって、吐はきそうになる。

　周りに人がいないときは、泣いて、叫さけんで、なんで私はこんなふうに生まれたんだろうと怒ど鳴なりたくなることすらある。

　なんで。

「……なんで自分は、人に恋するように造られたんだろ……」

　と、そう、彼女は小さく呟つぶやいた。

　そしてセーラー服の上から、胸を押おさえる。強く押さえる。

「こんな……こんな苦しい思い、したくないな」

　と、そう呟く。

　彼女は泣きそうな顔で空を見上げる。すると空はうんざりするほど明るく、晴れ渡わたっている。それを見つめて彼女は、笑え顔がおを取り繕つくろってみる。でも記憶が戻もどってきているときは、なかなかそれもうまくいかない。

　本当に自分は、悲しいくらいに普通の女の子で。

　自分の感情をコントロールすることなんかできない、普通の女の子で。

　だからいつも。

　この記憶が戻るたびにいつも、泣きだしそうになる。

「…………」




　とそこで突然、視界に黒い闇やみが膨ふくらんでいくのが見えた。

　それは通学路。

　彼女の家と、宮阪高校の間にある、大きなお屋や敷しきの塀へいにはさまれるように延びた、狭せまい道。

　その塀の上に闇が膨らみ、闇の中に、一人の男の子が現れる。

　自分と同年代くらい、十五、六歳さいの一人の男の子。

　漆しつ黒こくの髪に、感情のない、鋭するどい瞳を持った男の子。

　その男の子の顔を、遥はるかは見上げる。するとその彼の顔には、見覚えがある。いま目の前にいる男の子は、彼女の学校の生徒会長をしている男子と、まったく同じような顔をしているのだ。

　だが。

「…………」

　彼がその、宮阪高校の生徒会長である、紅くれない月げつ光こう君ではないことも、彼女にはわかっている。

　だから彼女は彼の顔を見上げて、言った。

「……あなたが天てん魔まの遣つかい？」

　するとその男の子はやはり感情のない、冷たい瞳でこちらを見下ろして、言う。

「そうなるね」

　顔と同様、声も冷たい。

　その彼を見上げて、彼女は聞く。

「……私を、殺しにきた？」

「いいや」

「違うの？」

「違う」

「じゃあ」

　と、遥は言った。

「じゃあ、私に一体、なんの用だろ」

　すると男の子は応こたえる。こちらを見み据すえ、

「警告しにきた」

「警告？」

「ああ」

「どんな警告？」

　彼女がそう聞くと、彼は塀から降りる。紅月光にそっくりな顔をした、黒い、天魔の鴉からすが塀から降りてくる。

　そして彼はなにも言わないまま、彼女の背後を見つめる。ずっと向こうにある、宮阪高校のほうを見るように、遠くを見つめる。

　そして。

「……兄さんにあまり、近づくなよ」

　と、彼は言った。

　それに遥は、少しだけ微笑ほほえむ。

「お兄さんって、月光君のこと？」

「…………」

「顔、そっくりだもんね」

「…………」

「すごく仲がいいんだね」

「…………」

「でもたぶん、あなたが望むようには私、できないと思う。ごめんね」

　と、彼女がそう言うと、男の子は再びこちらを見つめ、

「……憐あわれな女だ」

　と言った。

　その目にはやはり感情がない。深い闇と、悲しみで溢あふれてしまって、その瞳には感情がない。

　だがその暗い瞳を見つめて、遥は言った。

「……なら、殺してくれる？」

　しかし彼はそれに、首を振ふった。

「殺してもどうにもならない。君は代わりのきく人形だ。君を殺したところで、月の外側の化ばけ物ものどもは、別の監視者を生むだけだろう？」

「うん」

「なら、なぜ君を殺す必要がある？」

「あはは。そうだね」

　殺す価値もないよね、と、そう言いかけて、彼女はやめる。それはあまりに卑ひ屈くつすぎる発言に思えたから。それはあまりにも悲しすぎるとそう思えたから。

　だから彼女はもう一度あははと笑ってから、

「じゃあ、私をどうするんだろ」

　と、聞いた。

　敵に。

　主あるじにとっての最大の敵の一人に、そう聞いた。

　すると彼は薄うすく笑って、

「なにも」

　と、言った。

「いや、それは嘘うそか。本当は少しは利用してやろうと思っていたけれど……やめた」

　と、言った。

　それに遥は首をかしげ、

「どうして？」

　と聞く。

　するとそれに、彼は冷たい瞳でこちらを見つめる。
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　そして、

「……そんな顔になるほど生きるのが辛つらいなら、きっとおまえは復ふく讐しゆうをするだろう？　おまえを造ったクズどもに。月の外側にいる神どもに。なら。それなら、僕ぼくが手を出すまでもない」

　なんてことを、言う。

　そのまま踵きびすを返し、再び闇の中に消える。

　すると目の前はあっさり、いつもの通学路の風景に戻ってしまう。

　普通の、平凡な、女の子の生活に戻ってしまう。

　しかしその、平凡な女の子の景色の真ん中で、彼女は独り、涙なみだを流している。

　笑顔のまま、涙を流している。

　そして思うのだ。

　胸が張り裂さけそうだと、そう思うのだ。

　理由は恋こいをしたから。

　してはいけない恋をしたから。

　だから彼のことを想おもうと、胸が痛む。

　もしかしたら死んでしまうんじゃないかと思うほど、胸が痛む。

　この恋はきっと、報むくわれないだろう。

　現実の世界では、お伽とぎ話ばなしの中に出てくるお姫ひめさまや王子さまのように結ばれて、めでたしめでたしというわけにはいかないのだ。

　でもそれなら。

　それなら、自分はなんのために生まれてきたんだろう？

　大兎を裏切るためだけに生まれてきたのなら、そんなのは悲しすぎる。なら、私はなんのために生まれてきたんだろう？

「…………」

　と、そんなことを一いつ瞬しゆん考えて、でも、その答えはもう出ている。

　彼に恋した瞬間から、もう答えは出ている。

　大兎を。

　彼を、少しでも自分から遠ざけるのだ。

　この狂くるった世界の筋書から、少しでも遠ざけるのだ。

　それは自分から。

　それはサイトヒメアから。

　それは天魔から。

　それは月の外側にいるモノたちから。

　自分の命をかけても彼を、大好きな大兎を、遠ざけようと心に誓ちか──




「…………」




　が、そこで、記き憶おくが消え始める。

　真実がするりと、頭の中から抜ぬけ落ちていこうとする。それが、わかる。大事なことがすべて、頭の中から抜けだしていく感覚。必要な情報が脳の中で眠ねむりにつこうとしている感覚。

　そしてそれを感じるたびに、嫌いやだな、と、思う。

　この真実を忘れちゃったら、また、思いだしたときに深く絶望するから。

　思いだすたびに何度も、何度も、悲鳴を上げそうになるほど深く傷付くから。

　だから私は。

　私は──

「…………」

　が、そこで遥は、黒目がちな瞳ひとみを、大きく見開く。そして自分が立っている場所をきょろきょろ見回して、

「あれぇ、私、なんでこんなところにいるんだろ」

　と、首をかしげる。

　それから自分の頬ほおを触さわって、

「うわわ、ちょ、なにこれなにこれ。私、泣いてるし」

　慌あわてて持っていた鞄かばんからハンカチを取り出し、その涙を拭ぬぐう。道みち端ばたで一人泣いてるのを御ご近所の誰だれかに見られてしまったら、けっこうな問題になっちゃいそうなので、大急ぎで彼女は涙を拭う。

　それからもう一度きょろきょろと周囲を見回す。誰もいないことを確かく認にんする。

　そしてそれに、ほっと一つ、安あん堵どの息をつく。

「…………」

　たまに、こういうことがあるのだ。いつの間にか自分が知らないところにきてしまっていて、それまでの記憶がなくなってしまっている。

　自分がいったいなにをしていたのか。自分がいったい、どうしてここにいるのか。その記憶が、ない。

　お母さんがそれを心配して、中一のときにお医者さんのところへ連れていってくれたこともあったけれど、本当にこんなことはごくたまにしか起こらないし、それにいろいろと検査をしてみたけれど、いたって健康だということで、なんとなく、うやむやになってしまっていた。

　お医者さんは思春期特有のあれかもしれませんねとか、もしかしたら虚きよ言げん癖へきがあるのかもしれないとか、そんなようなことを言っていたが、それにお母さんがうちの娘むすめは嘘なんかつきませんとか怒おこりだしそのままになってしまった。

　でも、やっぱり、

「……いきなり記憶がなくなるとか、ちょっと怖こわいよねぇ」

　と、彼女は周囲を見回す。それからどうしていま、自分がここに立っているのかを思いだしてみる。

　確か学校で突とつ然ぜん、抜き打ち避ひ難なん訓練があって、早めに帰宅することになったのだ。で、大兎がいないなぁと思いながらも学校を出て、茜あかねと、夕ゆ紀きと三人で途と中ちゆうまで帰って、じゃあまた明日あしたねーと手を振り合って別れ──

「……ありゃ、みんなと別れた直後から記憶がないや……」

　と、彼女は、少しだけ困ったように眉まゆ根ねを寄せて呟つぶやいた。そして、

「う～ん。もう一度病院いってみようかなぁ」

　そんなことを言いながら、彼女は歩きだす。

　今日は雲一つ無いよく晴れた日で。

　朝天気予報を見たときは、今日は快晴で、お洗せん濯たくにはぴったりの一日でしょうとお天気のお姉さんが言っていたから、じゃあ大兎と一いつ緒しよに教室のベランダでお弁当食べたら気持ちいいだろな、とか、そんなことを思ってお弁当を作ったりもしたんだけど。

「……今日はなんか……ちょっとだけうまくいかない日だなぁ」

　少しだけ悲しげに、彼女はそう呟いて、笑った。







　　　　　◆◆◆◆




　そしてその数分後。







　彼女は、失しつ踪そうした。









　第一章　陽ひが戻もどる






　他の生徒はもうみんな帰ってしまって、学校には誰だれもいない。

　明かりもすべて消えてしまい、教室の中はひどく暗い。

　そしてそんな暗い学校の教室で、突とつ然ぜん転校してきたハーフの美少女と二人っきり──な～んてシチュエーションになった日にはそりゃ、なんていうか、普ふ通つうの健全な高校生男子ならちょっとやっぱ、緊きん張ちようすると思う。

　おまけにさっき、その美少女に告白されて、キスまでされちゃって。

　それも初めてのキス。

　ファーストキスだよ、おい。

　そしたらもう、あれじゃん？

　今後の展開は、あれしかないじゃん？

　えーまじでー俺おれもついにそんなことになっちゃうのかよー？

　とかね、そんなことを、

「…………」

　そんなことを考える余よ裕ゆうはしかし、いまの鉄くろがね大たい兎とにはまったくなかった。

　彼はさっき突然キスしてきた美少女の手を握にぎり、暗い教室から飛びだす。

　そのまま必死に廊ろう下かを走る。

　光のない、真っ暗な廊下を走る。

　まだ午後三時にもなってないというのに、外の空には分厚い雲がかかり、陽の光は完全なまでに遮しや断だんされてしまっている。

　その代わりに空に昇のぼっているのは赤い月。

　禍まが々まがしいほどに真っ赤な月。

　そしてさらに、触ふれただけで人が死んでしまう血のように赤い雨が校庭に降り注いでいる、なんていう、もうまったくもってわけのわからないその状じよう況きようは、あきらかになんかもう、女の子とラブシーンをするようなシチュエーションでは、なかった。

　俺ってばファーストキスしたぞやったー！　みたいに喜べるような状況じゃなかった。

　ってかこれ、もうあれじゃん？　ホラーじゃん？　ホラーっていったらもう、女の子といちゃついた奴やつから順番に殺されていくって相場が決まってんじゃん？

　んでもっていま、彼は女の子の手を握って逃にげている。おまけにさっきその子に好きだと告白されて、こっちも好きだと告白して、おまけにファーストキスまでしてしまって。そしたらもうあれじゃん？　殺される順番は間ま違ちがいなく俺じゃん？

　とかなんとか馬ば鹿かなことを考えながら、大兎は走る。

　するとその背後から、かちかち、かちかちかち、とかいう、奇き妙みような虫の鳴き声のような音が上がり、その音が少しずつ、少しずつ近づいてくる。

　大兎は必死で走っているのに、その音はちょっとずつ近づいてきている。

　だが、彼は後ろを振ふり返らない。

　決して振り返らない。

　というか、振り返ってはいけないのだという。

　なぜならもしもその化け物の姿を目にしたら、普通の人間はその存在ごと消し飛ばされてしまうのだそうで。

　見ただけで存在が消えてしまうんだそうで。

「…………」

　いやいや、そんなＢ級ホラー映画の常識さえぶっ飛ばしたような化け物と、どうやって戦えと？

　なんて突つっこみを一いつ瞬しゆん入れたくなるが、しかしとりあえずいまは入れない。いまはなんとか逃げて、逃げて、逃げて、この、馬鹿みたいな状況をなんとかできそうな奴がいる、生徒会室へ逃げこむ必要があるのだ。

　なぜなら、約束したから。

　いま、手を握って引っ張っている美少女に、絶対にこのクソみたいな状況から救いだすと約束したから。

「…………」

　とそこで、大兎はふと、自分が引っ張っている女の子のほうを見る。

　するとそこには、とても人間とは思えないほど美しい──というか、実際に人間ではない、女の子がいる。

　赤のプリーツスカートに、宮みや阪さか高こう校こうのセーラー服。絶対に人間にはありえない、光がない場所でも七色に燦きらめいているように見える薄桃ラベンダー色の長い髪かみ。陶とう器きのように白い肌はだ。ピンク色の唇くちびるに、真しん紅くの瞳ひとみ。

　その、彼女の瞳を見つめる。いつも強気で、悪戯いたずらっぽく笑っているはずの彼女の瞳を見つめる。

　するとその瞳は、いまは少しだけ悲しそうにうるんでいる。いつもの強気な瞳じゃなく、どこか困ったような、そんな瞳。

　その瞳を見つめ、

「ヒメア」

　と、大兎は彼女の名前を呼ぶ。

「ちゃんと、ついてきてる？」

　と、そう聞く。

　するとヒメアはちょっと不思議そうな顔になり、それから小さく微笑ほほえんで、

「うん。ちゃんといるよ」

　なんて応こたえる。

　しかしそれでも彼は、もう一度ヒメアの手を握り直した。ぎゅっと強く、握り直した。なぜならそうしないと彼女がまた、消えてしまいそうに見えたから。こうして手を握っていてさえ、すぐに消えてしまいそうに見えたから。

「…………」

　いや、本当についさっき、ヒメアは大兎の前から消えようとしたのだ。九年前と同じように、なんの説明もしないまま消えようとしたのだ。

　彼女は大兎を生き返らせるために力を失ってしまっていて。

　そしてそのせいで、今回の化け物は現れたのだという。力を失ったヒメアを喰くらうために、この、『テンマ』とかいう名前の化け物は現れたのだという。

　いや、そのテンマとかいう化け物が何者で、どうしてヒメアはそれに襲おそわれているのかとか、そのへんの細かい事情がどうなっているのかは説明してもらってないからいまいちわからないのだけど。

　でも、わかっていることもある。

　というか、いま、この状況で自分がわかっている必要があることは、一つだけだった。

　それは、ヒメアは俺のために力を失った、ということ。

　いやそれどころか、力を失ったことによって自分が死んでしまう、とわかっていたのに、それでもいいと思っていた、ということ。

　九年間も彼女のことを忘れていて、ずっと放置していたような馬鹿男のために、今度は命まで捨ててもいいと、彼女はそう思っていたのだ。

　その、気持ちに。

「…………」

　その彼女の気持ちに、どうやって応えたらいいだろう？

　と、大兎は思う。

　正直なところ、馬鹿で、力もなくて、おまけに恋れん愛あいとかもまるでしたことのない、ついこの間までただの普通の高校生だった彼には、見当もつかなかった。

　でもそれでも、彼女をもう独りにしちゃだめなことくらいは、わかった。

　彼女は独りになると、全部抱かかえこんで消えてしまおうとするから。大兎が知らない場所で、勝手に消えてしまおうとするから。

　だから強く手を握って、大兎は走る。

　暗い廊下を走る。

　この廊下を抜ぬければ、もう、生徒会室はすぐのはずだった。そして生徒会室にはあいつがいる。

　紅くれない月げつ光こうという名前の、俺様生徒会長がいる。

　性格が最悪で、借りを作りたくないランキングナンバー１を爆ばく走そうするような奴だが、でも、それでもこういう異常な状況について、少しくらいは詳くわしいはずだった。少なくとも自分よりは遥はるかに詳しいはずだった。

　だからあいつの助けを借りて、なんとかこの、ホラーのような状況から抜けだす。

　というか、あの生徒会室には、そのための機能があるはずだった。ありとあらゆる異世界、異次元と道を繋つなぐことができるはずだった。

　そこを抜ければ。

「…………」

　その穴を抜ければ、この、異常な化物が闊かつ歩ぽする狂った学校から、逃げだすことができるはず──

　とそこでまた、あの音が聞こえる。

　かちかちかち、かちかち、という、聞くだけで寒けを感じてしまいそうになる、化物の声が聞こえる。それももう、すぐ後ろから。彼の真後ろから。

　そして。

「…………」

　そしてふと、なにかが自分の左ふくらはぎに触ふれたのがわかった。それがなんなのかはわからない。見ることができないので、それがなんなのかはわからない。

　だが、触れられただけで、自分のふくらはぎの一部が消しよう滅めつしてしまったのが、わかる。急に左脚あしに力が入らなくなり、そのまま転びそうになる。

　それにヒメアが、

「大兎!?」

　と叫さけぶ。

「や、やっぱりだめ……追いつかれ……」

　が、それに大兎は、

「黙だまれ！　大だい丈じよう夫ぶだから！　もうすぐ、もうすぐつく！」

　と、叫ぶ。さらに強く、彼女の手を握る。引っ張る。彼女がもう、自分からはぐれたりしないように。独りで遠くへいってしまわないように。

　生徒会室の扉とびらはもう、見えていた。あと少し走れば、なんとか生徒会室に逃げこむことができる。

　だから彼は、膝ひざから先の感覚がなくなってしまった足を、無理矢理前に押おし出す。気絶してしまいそうなほどの激痛をこらえて、前に進める。

　消滅してしまったふくらはぎの再生は始まらない。もう、この十五分の間に六回死んでしまっているのだ。だからあともう少したたないと、彼の体の再生能力は戻ってこない。

　だがそれでも、彼は気にせず前に進む。足を引きずるようにしながら、ヒメアの手を引っ張る。すると今度は足首になにかが触れて、足首から先が消えてしまう。

　それにヒメアが、

「だ、だめ……やっぱり無理だった……天てん魔まの気に触れたら……大兎の体がなくなっちゃう。大兎、手を……」

　が、それに、

「放さない！」

　と、彼は叫ぶ。そのまま思いっきり彼女の手を引っ張り、前に押し出す。彼女は転ぶように彼の目の前の廊下に倒たおれる。

　そして、

「ヒメア、先にいけ！」
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　と、彼は叫ぶ。

「先に生徒会室にいって、月光を呼んでこい！」

　と、彼は叫ぶ。

　それに彼女がこちらを見上げる。するとそのときにはもう、大兎の左足と、右みぎ腕うでが消えてしまっている。バランスが取れなくなってしまい、そのまま床ゆかに倒れる。その倒れたところに、なにかがまた、触れてくる。彼の残った右脚に触れてくる。

　それをヒメアが見て、目を大きく見開く。そして、

「ま、待って！　私、抵てい抗こうしないから！　素す直なおに犯おかされるから、大兎を……彼を消さないで！」

　なんてことを、叫ぶ。大兎に触れてきている『テンマ』とかいう化物に向かって、叫ぶ。

　だがその、彼女の声をかき消すように大兎は怒ど鳴なった。

「ふざけんじゃねぇ！　ヒメアは、ヒメアは絶対に渡わたさねぇぞ！　ってかクソ月光、おまえなにやってる！　もう俺らの声聞こえてんだろうが！　ならさっさと出てきて、この化物なんとかしろよ！　じゃないとあとで、あとでてめぇの机に、犬の糞ふん入れんぞ！」

　とか、わけのわからないことを叫ぶ。ちょっともう、悲鳴にも聞こえそうなほど震ふるえる声で、思いっきり叫ぶ。

　この声が生徒会室へ届けば。あの、馬鹿の耳に届けばまだ、なんとかなるかもしれない、と、大兎は思う。

「…………」

　だが、返事はない。いや、さっき月光のケータイに電話したとき、奴は出なかったのだ。もしかしたらもう、生徒会室にはいないのかもしれない。

　いやそれどころかすでに、この、いま後ろから襲おそってきている『テンマ』とかいう化物に殺されている可能性すら、ある。

　しかし、それでも、

「いねぇのか馬鹿月光っ！」

　と、大兎は叫んだ。

　するとそれに。

「…………」

　それに、暗い廊ろう下かの先にある、生徒会室の扉が突とつ然ぜん、ガンっと大きな音を立てて、開いた。

　そしてその中から、

「……誰の机に、なにを入れるって？」

　そんなことを言いながら、ムカツクこの学校の生徒会長様が顔を出す。

　漆しつ黒こくの髪に、やはり漆黒の、宮阪高校の詰つめ襟えりの学生服。冷たい瞳に、学校中の女子たちにわーきゃー言われている整った顔だち。

　腰こしのベルトにはフェンシングの剣けんのようなものを吊つり下げていて、その剣をいつでも抜けるように、柄つかの部分に片手で触れている。

　おそらくはいまのこの、異常な状じよう況きようをこいつも理解しているのだろう。

　その月光を大兎は見上げ、にやりと笑みを浮うかべて言った。

「出てくんのがおせーよタコ。ケータイにも出ねーし」

　すると月光は薄うすく笑い、言う。

「クズからの電話は着信拒きよ否ひになるよう、設定している」

「吐ぬかせ」

「事実だ」

「はいはいそうですか～だ。んでおまえ、この状況……」

　というその言葉を遮さえぎって、月光が言う。

「俺に対処できない状況などない」

「へぇ～、そりゃ頼たのもしい限りだな。じゃ、なんとかしてくれよ」

　するとそれに、月光はこちらへと歩いてくる。

　ちなみに大兎の背後には、見ただけで人間はその存在が消し飛ばされてしまう、なんていう、とんでもない化け物がいるはずなのだが、しかし、月光はそちらを真っ直すぐに見ている。

　まるで、そこでは何ごとも起こっていないかのように、見ている。

　それに大兎は、

「おまえ、平気なのか？」

　と、聞く。

　すると月光がこちらを見下ろし、

「なにがだ？」

「えと、いや、後ろの化け物見ても、平気なのかってこと。なんだっけ？　『テンマ』？　とかいうの、見ただけで人間は消えちゃうらしいんだけど」

　が、それに月光はこちらを馬ば鹿かにするように肩かたをすくめ、

「俺は人間じゃないからな」

　なんてことを、言う。

　それに大兎は、

「ああん？　人間じゃない？　ならおまえは何者なんだよ」

「うむ。俺は……」

「って聞いたらおまえ、天才だとか馬鹿そうなこと言いだすんだろ？　それ、もう聞きあきたから。はいはい、んじゃその自己主張の激しい天才さまはどーして『テンマ』を見ても平気なのか、教えてくれま……」

　しかし、大兎の言葉はそこまでだった。

　月光が真っ直ぐこちらに歩いてきて、足を上げる。大兎の頭を思いっきり踏ふむ。

　それに大兎は、

「ぐぎゃ」

　といううめき声を上げる。

　それを確かく認にんしてから、月光が言った。

「……俺はいったい何者か？　おまえはそう聞いたか？」

「聞いてねぇし……って痛い痛い痛い痛い！」

「俺は天才だ」

「うぜぇええええ」

「そしてもう、この学校に起きた異常事態の、すべてに対する処置は終わっている。だから奴ど隷れいどもは安心して俺に仕えるがいい」

　と、そんなことを、言う。

　それに大兎は、

「へ？」

　なんて、間ま抜ぬけな声を上げる。

　それから顔面を踏まれたまま無理矢理上を向き、月光の顔を見上げ、

「すべての処置が終わってるって、ええと、どゆこと？」

　すると月光はこちらを見下ろして、

「何語でしゃべれば理解できる？　馬鹿語か？」

「殺すぞおまえ」

「死ぬのはおまえだ」

「って痛ぇえええ!?　いやまじでそんな踏んだら死ぬから、死ぬから、てめぇ、まじ……ちょっと足どけろやコラぁ！」

　と、大兎は残っている左腕で、月光の足を殴なぐろうとする。

　それに月光は大兎の顔に乗せていた足をどけ、その足の裏で大兎の拳こぶしに応戦しながら、言葉を続けた。

「おまえたちドレイどもがぴーぴーとわめいている間に、事件はもう終わった。だからもう、騒さわぐな」

　それに大兎は月光を殴るのをやめ、

「終わったって、だからどうやって？」

「馬鹿にはわからない方法でだ」

「いやだからそれ、全然説明になってねーから。ええとつまり、後ろにはもう化物はいないってことか？」

　と、そう自分で言ってみて、そういえばいつの間にか、後ろからかちかちと虫が鳴くような音が聞こえなくなっているような気がする。

　それどころか電気が消えて、真っ暗だったはずの廊下が少し、明るくなってきているような気がする。

　しかしまだ、電気がついたわけじゃない。ならこの光は、なんだ？

　と、光が入ってきているほうへと目を向けてみる。するとその光源は開かれた生徒会室の扉で。その扉から廊下へと入ってくる光が、少しずつ、少しずつその強さを増していく。

　その光はあきらかに人工的なものじゃない。

　陽ひの、光だ。

　それを大兎は見つめ、

「……空が、晴れてきてんのか？」

　と、聞いた。

　だがそれに月光は答えてくれない。

「おっまえ、ちょっとぐらいは俺の質問に答えろよなぁ」

　という問い掛かけもやはり、完全に無視されて。

「…………」

　でも、まあ、答えてもらえなくてもいいか、と、彼は思った。またもなにがどうなったのかはさっぱりわからないが、しかしどうやら、さっきから立て続けに起きていた危機的な状況は、脱だつ出しゆつできたらしい。

　なら。

「…………」

　とそこで、彼はヒメアのほうを見る。廊下の真ん中で、腰を抜かしたように座すわり込こんでしまっているヒメアを見る。

　死んでない、大兎のために犠ぎ牲せいになったりしていない、ヒメアの姿を見て、

「なら、まあ、とりあえずは、いっか」

　と、彼は少しだけ疲つかれた声こわ音ねでそう言った。

　するとヒメアがその、大兎の視線に気づく。彼女はこちらを見て、それから、

「……ほんとに」

　と、言った。

「ほんとに、生き残っちゃった……」

　と、驚おどろいたように、言った。

　それから、彼女の瞳ひとみがまた、うるみ始める。涙なみだがこぼれようとする。その涙を大兎は、拭ぬぐってやろうと思うが、いかんせん足と腕うでがなくなってしまっているので、動けない。

　だから彼女に向かって笑いかける。精いっぱい明るい顔で笑いかけて、な？　死んだりしないで、俺についてきてみてよかったろ？　とか、言おうとする。

　だからもう、あんなことしないでくれって。独りで勝手にいろいろ抱かかえこんで、死のうとしないでくれって、そんなことを言おうとする。

　が、しかしその前に、

「またおまえらは俺に助けられたな。貸し二つ目だ。一生かけても返せないほどのどでかい恩義を、俺に感じろ」

　なんてことを言ってきて。

　それに大兎はもう、あきれたような目でこの俺様野や郎ろうを見上げた。

「いや……いや別にいいけどさぁ。さっきまで超ちよう緊きん迫ぱくしてたから、おまえのそのアホな発言も余よ裕ゆうでスルーできるくらいの大人な対応を俺は見せてもいいけど……でも、あれよ？　俺ってばいま、ちょっといいこと言おうとしてたん……」

　が、それはやはり完全に無視で、月光は踵きびすを返す。そして生徒会室へと戻もどろうとする。その後ろ姿に、

「はい聞いてな～い」

　と、大兎は言う。

　だがそれにも月光は答えず、さっさと生徒会室へと戻っていく。

　いったいどうやって《テンマ》とかいうのに対応したのかとか、いまのこの学校の安全度がどれくらいなのかとか、そういう重要なことの全部をまったく説明せずに去っていってしまって。

　その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと大兎は見つめてから、言った。

「俺、まじであいつ一回、思いっきりぶん殴りたいんですけど」

　と言うと、ヒメアがそれにあははと笑った。本当に嬉うれしそうな顔で笑った。

　その彼女の笑え顔がおの中に、さっきまで広がっていた恐きよう怖ふと緊張の色がなくなっているのを見てとって、大兎はちょっとだけ安心する。

　さっきまで死のうとしていた彼女の緊張が、少しだけなくなっているのを見てとって、小さく安あん堵どの息をつく。

　そして、聞いた。

「なぁヒメア」

「うん？」

「あの、俺全然状況わかってないんだけど、《テンマ》とかいう化物は」

　するとヒメアが答える。

「消えちゃった」

「どうして？」

　が、彼女は首を振る。

「わかんない。だから、すごく驚いちゃった。でもほんとにもう、あいつらの気配を感じない……」

　そう言って、彼女は大兎の背後へと目を向ける。さっきまでかちかちと鳴く化物が迫せまってきていたほうへと、目を向ける。

　それと同時に、やっと自分の体の再生能力が復活し始めたのを、感じた。最初に死んでから、十五分経過したのだ。みるみるうちに、失われた腕と、足の修復が始まる。足が先に修復されて、立ちあがれるようになる。それから腕が治り、その手をグ、パーしてみてから。

「よし」

　と、彼は小さく呟つぶやく。

　しかしその間も、彼女はぼんやりとした目で大兎の背後を見つめていて。

《テンマ》が迫ってきていたはずの背後を見つめていて。

　そして、彼女は言った。

「……すごいね」

　と、そう言った。

　それに大兎は、

「すごいって、なにが？」

　と聞く。

　すると彼女はこちらを見上げ、

「ほんとに、大兎が言うとおりに、なっちゃった」

　と、言う。

「《天魔》を祓はらう力なんて、この世界には存在しないはずなのに……大兎についてきたらほんとに、《天魔》がいなくなっちゃった……」

　なんてことを、言う。

　それに大兎は、

「《テンマ》とかいうの追い払はらうのって、そんなすごいことなの？」

　と、聞いた。

　すると彼女はうなずく。真しん剣けんな顔で、うなずく。

「だから私……大兎が一いつ緒しよに逃にげようって言ってくれたとき、死ぬまで逃げ続けるんだと思ってた。永遠に逃げ続けるんだと思ってた。《天魔》が世界を犯おかし続けて、《毒》をばらまいていくのを見ながら、この世界が終わるまで、二人で逃げるんだと思ってた。でもまさか、《天魔》を祓っちゃうなんて……」

　そう言って、また、彼女は大兎の背後を見る。

　するとそのときにはもう、廊下はかなり明るくなってきている。陽の光が射さしこみ、さっきまでとは比べ物にならないほど明るくなってきている。

　まるでそれは、彼女の中の闇をかき消していくかのように、強い光が学校の中に入ってきていて。

　それに大兎は、言った。

「……そんなすごいことなら……あ～、月光が、一生返せないだけの恩義を感じろっていうのも……」

　わからんでもないなぁ、と、言おうとしたところで、

「ううん。すごいのは大兎だよ」

　とか、ヒメアが言う。

　それに大兎は彼女のほうを見て、

「……そう？　俺はなにもやってないけどね。わけわかんないままわーわー騒いでただけだし。それに……」

　それに結局、ヒメアを救ったのは、月光の奴やつだしなぁ──とか、思う。そして自分のあまりの力のなさと、知識のなさに、本気でうんざりする。こんなふうに立て続けにヒメアを襲おそってくる化け物がいるというのに、まるで、なんにもわからないまま、本当に騒ぐことしかできない自分の不ふ甲が斐いなさに、うんざりする。

　なのにそんなダサダサな彼のことをヒメアは見つめて、

「大兎」

「うん？」

「大好き」

　なんてことを、言う。

　彼女はいつも、そう言ってくれる。

　それに彼は、困ったように笑う。彼女が好きと言ってくれるだけの価値が自分にあるとはとても思えないのだが、彼女はそう、真っ直すぐな瞳で言ってくれるから。

　それに彼は、

「うう～んと、あ～、とりあえず、その言葉に見あう男になれるよう、頑がん張ばります」

　とか、言う。

　するとそれにヒメアは驚いたような顔になってから、いつもの悪戯っぽい瞳を大きく見開いて、笑った。

「んもぉ、大兎はかわいいなぁ」

　なんて言って、笑った。そのまま彼女はひょいっと立ち上がり、こっちに近付いてきて、小さな額を彼の胸に押おし付けてくる。

　そして、

「そんなに頑張らなくても、大兎はいっつもかっこいいよ」

「そうかな～？」

「そうだよ」

「う～ん」

「もぉ～、私が好きな人を、あんまりけなさないの」

　そう言って、彼女は手を挙げて、大兎のおでこをぺんっとたたく。

　しかしそれに、大兎はやはり声を出さないまま、う～んとうめいた。

　今回は、なんとかうまくいった。まったくもってなにがどうなったのかはわからないが、《テンマ》とかなんとかいうのを追い払うことができた。

　しかしそんなラッキーは、そうそう続かないだろう。というか、九年前は一度、彼女を守れずに奪うばわれているのだ。

　日向ひなたとかいう名前の化物に彼女を奪われ、九年もの長い間、彼女は暗くら闇やみの中に閉じ込こめられてしまっていたのだ。

　そしてもう、そんなことが二度と起こらないよう──

　強く、ならないと。

　そう、大兎は思う。それにもう少し賢かしこくなる必要もある。

　そのためには。

「…………」

　と、彼は顔を上げた。そして廊ろう下かの向こうにある、生徒会室のほうを見た。そしてその部へ屋やにいる、自分よりはちょっとだけこういう、異常な世界のことに詳くわしげな、むかつく奴の顔を頭に思い浮うかべる。

　そして、

「うえ～、あいつにちょっといろいろ教えてくださいとか、言うの？　まじで？」

　と小さく呟いて、顔をしかめる。

　するとヒメアが、

「ん？」

　かわいい顔を上げてくるが、それに大兎は肩をすくめ、

「ううん。なんでもない」

　と答える。

「とりあえず生徒会室にいこう。月光の馬ば鹿かに、どうやって《テンマ》とかいうの追い払ったのか聞かないといけないし、それに……今日、この昼休みにこの学校でなにが起きてたのかも聞く必要がある」

　そう言って、大兎はヒメアの肩を優やさしく両手で押して、自分の体から離はなす。それから歩き始める。

　すると突とつ然ぜん、廊下の明かりが点つき始める。本当にすべての事件は解決して、本格的に学校の復旧が始まったようだった。

　大兎がなにもやってないうちに、月光がすべてを解決してしまったのだ。

　それに。

「…………」

　それに彼はちょっとだけ、ふてくされたような顔になる。

　初めは俺様馬鹿の奴に無理矢理生徒会委員に任命されて、そしたら生徒会委員はこの学校に起きる超ちよう常じよう現象の対処が仕事ですとか突然言われ、校庭を飛んでるヘリくらいでかいコウモリをやっつけろとか、壁かべの中を泳ぐ蛇へびの化け物をやっつけろとか、おまえらふざけんなよ普ふ通つうの高校生にそんな悪あく魔まやら化け物やらの対処なんかできるわけねーだろがとか思っていたのだが、しかし、いざ、こうして同い年のはずの同級生に目の前で実力の差を見せつけられてしまうと、なんかこう、ちょっと、面おも白しろくなかった。

「……俺、そもそも負けるの、嫌きらいなんだよなぁ」

　と、ちょっとだけ空手をやってたときのことを思いだす。小四のときに中二の相手と組み手をして、当然負けて、でもそれがくやしくてくやしくて泣きながら家に帰ったのを、思いだす。

　で、それから半年間あほみたいに訓練をして、もう一度その中二のにーちゃんに勝負を挑いどんで、判定だったけど、勝利したのだ。

　その勝ちがめちゃくちゃ嬉うれしくて、それからどんどん空手にのめりこんでいったのだが、怪け我がして、終わり。

　そしてそれ以来なんにも頑張らないまま高校一年の今日まできてしまったのだけれど──

「……おっとこりゃ、俺ってばまた、ちょっと頑張ること見つけちゃったか？」

　と、小さく呟く。

　頑張る内容が生徒会というのも、ちょっと変な感じだけど──と思いながら、彼は自分の腕についている、生徒会の腕わん章しようを見る。最初、この腕章をつけるときは嫌いやで嫌で仕方なかったのだが、しかし、

「これ頑張ってりゃヒメアを守れるようになるよってんなら、それはちょっとおもしろいかもね」

　と、思い直す。

　で、今度はどんな化け物がきても、きちんと対処できるようになるのだ。

　もう二度と、彼女が泣いたりしないように。

　自分のことを好きだと言ってくれてる彼女が、ちゃんと誇ほこれるような強い男になれるように、頑張る。

「ってどこの漫まん画がの主人公だよ……」

　と、思わず自分で自分に突っこみを入れそうになるが、でも。

「…………」

　彼はなぜか、ちょっと楽しい気分になってきてしまっていた。

　怪我してからずっと、まるでやることが見つからなかったのに、突然また、思いっきり頑張ってやらなきゃいけないことが見つかってしまって。

　ああもうめんどくせぇなぁと思いながら、でも、なんかちょっとだけ、楽しくなってきてしまう。

　それも彼が目指すのは、最強の生徒会委員とかいうまったくもってわけのわからない職業なのだ。

　最強の生徒会委員って、

「……アホとしか思えない響ひびきだけど……」

　ぼやくように呟つぶやきながら、彼は歩を進める。

　そして生徒会室へと向かおうとする。

　するとその生徒会室から、女の子がひょいっと顔を出した。

　安あん藤どう美み雷らいという名前の、やはり生徒会委員の女の子。

　おっとりたれ目に長いポニーテール。童顔な顔だちと低い背せ丈たけから、どっからどう見ても彼女は中一、二くらいにしか見えないのだが、しかし彼女はこの、宮阪高校のセーラー服を着ている。

　というか聞いてみると、実際に年ねん齢れいは十四歳さいなのだという。

　おまけに彼女は人間ではなく、悪魔なのだという。

　いや、そんな奴に高校の入学資格与あたえていいわけ？　とも思うが、どうやらこの狂った学校の生徒会は、そんな奴ばかりが集まるところらしい。

　とそこで、彼は自分の隣となりにいる美少女を見る。

　彼女も人間ではないし、そして自分も、彼女に入れられた《毒まじゆつ》によって、十五分間に七回殺されない限りは死なない、とかいう、とても人とは思えない能力を持っている。

　で、その人じゃない奴ばかりが集まる生徒会に君臨するのはあの、人間とは思えない性格の悪さを見せ付ける紅月光君で──

　なんかもう、そんな漫画みたいな場所で最強を目指すというのは、それなりにでかい目標のような気がした。

　だって悪魔と《最古の魔術師ヴアンパイア》と俺様馬鹿より強くなるんだぜ？　そりゃ結構大変だろ、なんてことを、大兎は思う。

　するとそこで、美雷がこちらを見て、

「お～、不死身君に、ヒメちゃん！　さっきぶり！」

　それに大兎は、手を挙げる。

「はいはい、朝ぶり」

　続いてヒメアも微笑ほほえみ、

「おはよう美雷ちゃん」

　と、言う。

　それに美雷はうなずいてから、大兎のほうへと目を向け、

「でもってね、ゲッコーから不死身君に伝言～」

「伝言？」

「うん」

「なによ？」

「ゲッコーがね」

「うん」

「コーラが飲みたいって」

「死ねって言っとけ」

　という言葉に、美雷が生徒会室の中を振り返り、

「ゲッコー死ねだって～。うん。うん。あ、ええと、うん。わかった」

　と何度かうなずいたあと、彼女は再びこちらを向いて、言う。

「あたしにはピックルがお似合いだって！」

「全然俺の意見が伝わってねぇじゃねぇか！」

　と、そう大兎は言いかけて、

「…………」

　しかしやめた。

　雷インドラを司つかさどる大悪魔なのだ～とか言うわりには、見た目に中ちゆう坊ぼうにしか見えないノーテンキそうなくりくりの美雷の瞳ひとみを見つめ、

「あ～、まあ、俺も喉のど渇かわいたから買ってきてもいいけどさぁ」

　と、答えた。それからヒメアのほうを向き、

「んじゃ俺、なんか購こう買ばいの自じ販はんで飲みもん買ってくるけど、ヒメアはなんか飲む？」

　すると彼女はうんっとうなずくので、なにがいい？　と聞くと、彼女はちょっとだけ困ったような顔になってから、

「えと、わかんない。なにが売ってるの？」

「あ、ヒメア、自動販売機って、知らない？」

「うん」

「ええとね、あ～、じゃあ一緒にいって、使ってみる？」

　そう聞いてみるが、しかし彼女はなぜか、首を振る。

「ううん。ごめん大兎。ちょっとだけ私、疲つかれちゃった」

　と、言う。

　すると彼女は確かに少しだけ疲れたような顔をしていて。まあ、あんなことがあったんだから、そりゃそうかと、大兎は思う。

　だから彼はうなずき、

「んじゃ、俺と同じもんでいいかな？」

　と聞くと、彼女は急に嬉しそうな顔になり、

「それがいい！」

　と、言う。

「ほいほい。んじゃ俺ちょっと買ってくるから、ヒメアは先に生徒会室いっててよ」

　と、言う。

　そして彼は踵を返す。購買へと向かう。

　すると生徒がすべて帰ってしまって誰もいない学校の廊下は、さっきまで起きていた異常事態がまるで全部嘘うそだったかのように、静まり返っている。

　その廊下を一人歩きながら、急になにかを思い付いたように彼は後ろポケットから財さい布ふを取り出して、

「やっべ、人数分のジュース買うだけの金、あったっけ？」

　なんてことを、呟いた。









　第二章　漆しつ黒こくと真しん紅く






　その、大たい兎との後ろ姿を、ヒメアは嬉うれしそうに見つめる。

　真紅の瞳ひとみを緩ゆるめて、小さく微笑ほほえむ。

　彼のすることすべてが愛いとおしくて、見ているだけで幸せな気持ちになる。

　彼がいる場所のすべてが愛おしくて、そばにいられるだけで、幸せな気持ちになる。

　なんでこんなにも彼のことが好きなんだろう？　と、たまに不思議に思うことすらある。

　いやもちろん、理由はあるのだけれど。

　彼を選んだ理由はあるのだけれど。

　でも、それにしたってそれだけでは説明できないことが多いのだ。

　たとえば。

「…………」

　たとえばこの、胸の鼓こ動どうとか──と、彼女はセーラー服のリボンがついている、自分の胸に触ふれる。彼を見つめているだけでその鼓動が少し、速くなるのがわかる。

　それからさっき彼に触れてしまった、自分の唇くちびる。

　彼女はその唇に指で触れ、それを思いだすだけで顔が赤らんできそうになって。

「ああ、もう、なんだろこれ」

　と、小さく吐と息いきを漏もらした。

　そして、思う。

　たかが人間を相手に、自分はいったい、どうしてしまったんだろう？

　キス、というものがあるというのは、何世紀も前から知っていた。人間はそういうことをするらしい、というのを、もう、ずいぶん前から知っていた。

　でもまさか自分がそれをして、おまけにこんな気持ちになるだなんて、思ってもみなかった。

　だって、自分は人間じゃないのだから。

《最古の魔術師ヴアンパイア》という名の、永遠の孤こ独どくを約束された醜みにくい化け物のはずなのだから。

　とそこで、大兎の姿が、彼女の前から消える。彼は廊ろう下かを曲がり、姿が見えなくなってしまう。それだけで少し、寂さびしい気持ちになる。

　しかし、彼がいなくなったのを確かく認にんしてから、

「…………」

　彼女は真紅の目を、鋭するどく細めた。そして元の顔に戻もどる。永い、あまりに永すぎる年月を生きる《最古の魔術師ヴアンパイア》としての妖あやしい笑みを浮うかべ、振ふり返る。

　するともう、そこにはタイミングを計っていたかのように、紅くれない月げつ光こうが立っている。横にはその、月光を守るように、お付きの悪あく魔まの少女が胸を張って立っている。

　ヒメアはその、この学校の生徒会長の顔を見つめて、言った。

「……さてと。わざわざ大兎を追い払はらって、私に話があるのかしら？」

　すると月光は肩かたをすくめて、言う。

「おまえのほうが俺おれに、報告があるんじゃないか？」

「あは。部下の隠かくし事は全部知りたいって？」

「当然だ。奴ど隷れいにプライバシーなどない」

「……奴隷……奴隷かぁ。たかが人間の分際で、ほんとに偉えらそうだな～」

「偉いからな」

「あはは。そうなんだ」

「そうだ」

「でも、あなたがいくら偉くたって……私は大兎以外には優やさしくするつもりはないんだけれど？」

　と、彼女は手を前に突つきだす。細い指先を、月光へと向ける。するとその指先に、青白い二つの小さな火の玉が生みだされ、それが魔力を込こめた円えん陣じんを描えがき始める。

　それを見て。

「おお～」

　と、月光の横にいた雷かみなりな女の子が反応した。たれ目なのになぜか強気に見える目で主あるじを見上げ、

「ゲッコーゲッコー。なんかヒメちゃん、悪魔呼ぼうとしてるよ！」

　と、言う。

　それに月光は美み雷らいを見下ろし、

「うん？　それはつまり、おまえのような契けい約やくした悪魔、ということか？」

「うん」

「で、呼びだされる悪魔はおまえより強いのか？」

「んと、それは呼びだされてみないとわかんないけど……でもでも美雷はほとんどの悪魔より強いスーパーエリートになるってママが……」

「おまえの腐くされたママの話など聞いてない」

「ママの悪口言うなぁあああ!?」

　と、叫さけぶ美雷を無視して、月光は続ける。

「が、まあいいだろう。つまりは俺と闘やるつもりか？　サイトヒメア」

　そして彼は腰こしの剣けんに手で触れる。少しだけ、抜ぬく。

　それを、

「…………」

　ヒメアは見つめる。

　月光の腰にある、剣。

　細く鋭い、刃はのない剣。

　漆黒の刀身に、月を殺すための呪のろいがかけられた柄守カツプガード。

　あの剣がちょっとだけまずいな～、と、ヒメアは思う。月光自体の動きはまだ、たいしたことはない。ついこの間襲おそってきた紅日向ひなたとかいう化物はこの男の弟らしいのだが、あのヒナタと比べてしまうと、彼はまだ、ずいぶんと見み劣おとりする。

　それでも彼が持っているあの剣。

　凶剣スペル・エラーとかいう名前のあの剣は、少しだけ、まずい。

　だがあの剣の対応を呼びだした悪魔に任せ、そしてアンドゥのミライとかいう名前の雷神インドラの娘を魔法で拘こう束そくしてしまえば、まあ、なんとかなるだろう。

　いまの、ほとんど魔力を失ってしまっている私でも、

「……たかが人間と二流悪魔ごときに、遅おくれはとらない」

　と、彼女は言う。

　言いながら、ちょっとだけ自信ないけど……と、心の中で呟つぶやく。本当に、ほとんどの力を失ってしまったから。

　大兎を不死身にするために、一度。

　世界の理ことわりを捻ねじ曲げて、大兎を生き返らせるために一度、力を失った。

　それで、あれほどあった力が、ほとんどなくなってしまった。

　だが、後こう悔かいはしていない。力を失っていいと思えるほどに、彼のことが大切だから、後悔はしていない。

　それに、きちんと戦略を立てればそれでもなんとかなるはずだった。なにせ《最古の魔術師ヴアンパイア》は、無限といってもいいほど多くの魔法を使うことができるのだから。

　ヒメアは悪魔を呼びだす魔法を完成させようとする。それと同時に、さらに四つ、この学校の廊下の中に魔法を起動させようとする。

　そして戦せん闘とうは始まろうとした──

　瞬しゆん間かん。

「うあ～っ!?」

　美雷が突とつ然ぜん、なにかを思いだしたかのように声を上げた。

　もちろんヒメアも月光もそんなのは無視で戦闘に入ろうとするが、さらに美雷が両手をばたばた振って、

「たんまたんま～、ヒメちゃんたんま～！」

　と、叫ぶ。

　それにヒメアはちょっとだけうろたえて、

「えっと、たんまって……ちょっと待ってってことだよね？」

　すると美雷がうんうんうなずく。
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「そうそう！　たんま！」

「ええと、なにを待つの？」

「うんと、ちょっと待ってね！　あたしゲッコーに話があるから」

「話？」

「うん！」

「じゃあ、ええと、それ終わってから、戦うってこと？」

「そそそ。待っててね」

　と、美雷は完全なまでに無防備に、あっさりと後ろを向く。いま、魔法を使おうとしていたヒメアに対して、背中を向ける。

　それに、

「…………」

　ヒメアは困ったように、眉まゆ根ねを寄せる。戦闘直前の緊きん張ちようした場面でいきなりその緊張を断ち切られてしまって、なんかちょっと、魔法を使おうと上げていた手のやり場に困ってしまう。

　しかしそんなことはまるでおかまいなしに、美雷が言う。

「ねねねゲッコー」

　すると月光のほうもヒメアと同じ気持ちなのか、鬱うつ陶とうしげに美雷を見下ろし、

「なんだ」

　と言う。

　すると美雷が、

「さっきゲッコー、ヒメちゃんと戦うかもしれないから、戦闘が始まったらヒメちゃんの動き止めろって、言ったじゃん？」

　なんてことを、言う。

　それに月光はますます顔をしかめ、

「この馬ば鹿かペットが……それを大声で言ったら……」

　が、その言葉を遮さえぎり、美雷が得意満々な顔で胸を張ると、

「ちゃんと動き止めたよ～！」

　と、言う。

「さあやっていいよ！　動かなくなったヒメちゃんを説得するって言ってたもんね！　ほら、いま動いてないよ！」

　とか、言って。

　それに月光はもう、うんざりしきったような顔になってから、

「……おまえ、あれで動きを止めただと？……ああくそ、ガキに期待した俺が馬鹿だった……」

　と、言う。それからこちらを見る。どこかちょっとだけ恥はずかしそうな様子で月光はこちらを見つめ、

「……と、まあ、少し手順は狂ったが、俺はおまえと殺し合うつもりはない」

　なんてことを言った。

　それにヒメアはしかし、やはり指先を月光へと向けたまま、言う。

「……信じられない」

　すると月光はあっさりうなずき、

「だろうな。だからおまえを殺す寸前まで状じよう況きようを持っていって、殺さないでおいてやる──という発言をしたかったのだが、この馬鹿ペットがトイレのしつけもままならないせいで台なしだ」

　と言う。

　すると美雷が顔を真っ赤にして、

「トイレくらいでき……」

「おまえは黙だまってろ」

　月光が美雷の口を手で塞ふさぐ。彼女はそれでももごもごとしばらく抵てい抗こうしているが、そんなことはどうでもいい。

　というか、悪魔であるはずの美雷が、たかが人間の手などはねのけられないわけがないのだが、しかし彼女はそうしない。もう、月光に虐しいたげられるままになっていて。

　しかしその、美雷の気持ちが、ちょっとだけヒメアにも、わかる。

　きっと女の子には、そういうおかしなところがあるのだろう、と、彼女は思う。

「……自分も含ふくめて、だけど」

　と、小さく微笑む。

　だからその、わーわーうるさい美雷のほうは無視して、月光を見る。ヒメアのことを殺すつもりはないと言ってくる、人間を見つめる。

　騙だますつもりはない。

　殺すつもりはない。

　君の力になんか興味はないよ。

　大だい丈じよう夫ぶ。我々は君を保護するためにきたんだ。

　人間どもはいつも、彼女を見るたびに、そう言った。

　そしてその、すべてが、

「嘘うそよ……人間はとても嘘つきだと、知っている」

「そうか？」

「そうよ」

「なら別に信じなくてもいいが、話は聞け」

　が、彼女は首を振る。魔法を起動させたままの手を少しだけ高く掲かかげ、

「……《天てん魔ま》と取り引きした人間の言葉を、私に聞けと？」

　と、彼女は言った。

　するとそれに、月光は鋭するどい目をさらに細め、

「…………」

　しかし、なにも言わない。

　だがもうそれだけで知りたいことはすべてわかってしまった。

　彼は世界を売ったのだ。

　彼はこの世界を、あの狂った化物に売ったのだ。

　ヒメアはそれに笑って、

「……なるほど。それで《天魔》が帰ったんだ。異お常かしいと思ったのよ。あんなに私を消したがってる《天魔》どもがあっさり手を引くなんて……」

　そう言って、彼女は指先に造りだしていた悪魔を呼びだすための円陣を消す。それから別の世界の術じゆつ式しきの呪じゆ言ごんを描き、小さく呟く。

「＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝」

　おそらくは、人間には聞きとれないほどの高い音程で、彼女は呪文を詠うたう。

　すると指先から小さな黄色い光で出来た目玉が生まれる。そのお尻しりの部分に生えた尻尾しつぽが、彼女の頭に刺ささり、そして目玉のほうがキーと鳴き、すごい勢いで飛びだす。それは美雷の頭上を越こえ、月光の横をすり抜けて、生徒会室の中へと飛び込こむ。

　と、同時。

　ヒメアの脳裏に、目玉が見た光景が送りこまれてくる。

　破は壊かいされ尽つくした教室。ホワイトボードが割れ、机が砕くだけ、床ゆかにまで穴が空いている。おそらくはここで、激しい戦闘があったのだろう。

　だが、ヒメアが知りたいことはそんなことじゃなかった。彼女が知りたいのは、ここが、この、ありとあらゆる世界、次元、時空に繋つながることができる、《聖地》と呼ばれているこの場所が、ついさっきまでいったい、どこと繋がっていたか、だ。

　意識を集中して、彼女は目を操あやつる。すると黄色い光で出来た目玉は視線を動かし、生徒会室の一番奥おく。白いコンクリートでできた壁かべを見る。部屋の中のそこだけが、戦闘の被ひ害がいを受けずに、綺き麗れいなまま保たれている。

　というよりもおそらくは、そこから敵はやってきたのだろう。つまり、戦闘が行われていた間は、その壁には《道み程ち》が開いていたのだ。

　その《道み程ち》が、いったいどこに繋がっていたのか？

　それを彼女は調べようとしたところで、

「やめろ。《聖地》に触ふれるんじゃない、サイトヒメア」

　と、目の前の月光が言った。

　それにヒメアは、片眼を閉じる。右眼で目の前の月光を見つめ、閉じた左眼で生徒会室の中の調査へ意識を集中させる。

　そして、

「……触れるな？　結局、調べられると困ることを隠してるんだ？」

　と、笑えみを浮うかべて言った。

　しかし月光は真剣な表情のまま、

「違ちがう。ここはおまえが知っているレベルの《聖地》じゃないんだ。契約者以外が無理矢理侵しん入にゆうしようとすれば……」

「……どうなるのよ？」

「死ぬ」

「あはは。嘘がヘタねぇ。私を誰だれだと思ってるの？　《聖地》の操作ぐらい、何度もしたことが……」

　そう言いながらも、彼女は目玉に命じて《聖地》に侵入を試みる。確かに《聖地》は契約者以外の言うことはなかなか聞こうとしないが、それにもいくらでも抜け道はある。

　所しよ詮せんは《最古の魔術師ヴアンパイア》よりも新しい種が造った魔法だ。彼女に解けないはずが……

　が、そこで突然、白い壁の中央に、穴が空いた。そしてその穴の中央からなにかよくわからない、黒色のなにかが飛びだしてきて、

「え？」

　と、ヒメアは言う。

　だが、それがなんなのか、目玉で確かく認にんする前に、目玉から送られてくる映像が消えた。なにが起きたのかはわからないが、彼女が生みだした瞳ひとみの魔法の反応が消えてしまい、

「へ？　ちょっと……」

　と、言う。

　すると月光が、

「早く魔法を解け、サイトヒメア。本当に死ぬぞ」

「え？　え？　ちょっと待って……いまのいったい……」

　そう言いかけたところで、今度はかすかな音が聞こえてくる。チチチチチという、火花が散るような音。それが近付いてくる。まるで糸電話のように、目玉からヒメアの頭へと伸のびる、映像を映しだすための神経を伝ってチチチ、チチチチチと、黒い火花が彼女に迫せまってきて。

「なに、これ？」

　と、彼女は言う。彼女が過去に見たことのある、《聖地》が使ってくる侵入者防止のための魔法とは、あきらかに違うなにかが迫ってきていた。

　というよりも、すでに《聖地》にかけられていた結界を、彼女は解除したはずだった。なのに、なにかよくわからないものが発動してしまっていた。

　なにかよくわからない術式の、よくわからない魔法。

「……まずい」

　と、彼女は呟つぶやく。目玉の神経を、自分の頭から切り離はなそうとして、

「……ん」

　しかし、それが外れない。それどころかその神経は、まるでなにか別の力に操られているかのように動きだし、ヒメアの頭深くに侵入してこようとして、

「ちょ、嘘……待って……」

　ヒメアはその神経を両手で押おさえる。そのまま迫ってくる黒い火花を見つめる。

　そして慌あわてて、火花と、そして逆に操られてしまっている神経の、両方に対応できる魔法を唱えようとするが──

　そこで。

「馬鹿が」

　と、月光が言って、走りだす。一直線にこちらに突とつ進しんしてきて、腰の剣に手をかける。

　だが、ヒメアは動くことができない。

　火花と神経への対応で手て一いつ杯ぱいで、もう、動くことができない。

　火花が迫る。

　神経が脳に侵入してこようとする。

　さらに月光の剣が抜かれる。漆黒の剣。ありとあらゆる魔を祓はらうことができる、凶剣スペル・エラーが彼女の上に振ふり上げられ。

　その、すべてへの対応は、さすがにできそうになかった。どれかを犠ぎ牲せいにする必要がある。

　そこでヒメアは、脳に突つき刺ささろうとする神経から、手を離した。おそらく脳の修復は、あとでできるだろう。そして火花も無視することにした。あの火花がなんの魔法によるものかはわからないが、たいていの魔法は、触れることさえできれば、彼女の中にある知識の泉の中から解かい呪じゆ法ほうを引きあげる自信が彼女にはあった。

　それだけの量の知識を、彼女は貯ためこんでいる。この永い年月の中で。永遠に続くんじゃないかと絶望するほどの歳さい月げつの中で、彼女はそれだけの魔を貯めこんでいる。

　だからこそ彼女はすべての魔術の源。

　すべての魔法の根元《最古の魔術師ヴアンパイア》と呼ばれているのだ。

　だからヒメアは、その火花も無視して月光への対応をしようとした──

　その、瞬間。

　月光が剣を振るった。

　それに彼女はまた、

「え？」

　なんて間抜けな声を上げてしまう。

　なぜなら月光は、あきらかに届かない場所で凶剣スペル・エラーを振るったから。

　そして、

「この魔を祓え、凶剣スペル・エラー」

　と、呟く。

　すると剣は、ヒメアの脳へと侵入してこようとしていた目玉の神経をあっさり切り裂さいてしまう。しかし彼の動きは止まらない。その目玉の神経から飛びだしてきてヒメアを襲おそおうとした黒い火花を、今度は素す手ででつかむ。刹せつ那な、ジュっという、彼の手が焼け焦こげるような音がする。煙けむりが上がり、嫌いやな臭においがする。月光は顔を痛みに歪ゆがめるが、しかし、決してその火を放そうとしない。

　強く、強く握にぎったまま、

「……この女を排はい除じよしようとするな、《聖地》。こいつは俺の……」

　火が燃える。月光の言葉に抵抗するように、火が大きく燃えあがって、月光の腕うでを焼いていく。このままだと彼の体中を火は覆おおうだろう。なのになぜ、その火を彼が放そうとしないのか、彼女はわからない。

　だが、彼はその火を放さずに、

「……こいつは俺の、仲間だ馬鹿が」

　そう、言った。

　そしてその瞬間、火が消えた。

　もう、びっくりするくらいあっさりと火は消えた。まるでその火を月光が操っていたんじゃないかと思うほどに、彼の言うことを聞いて、消えてしまった。

　それに、

「…………」

　ヒメアは月光を見上げる。

　するとなぜか月光は、楽しげな笑みを浮かべている。そして、

「……はは、おまえがあまりに無能なせいで、図はからずも当初の目的通り、おまえの命を救う展開になったな」

　と、言う。それから剣をヒメアの首筋へと突き付け、

「俺はおまえを殺せる……が、殺さない。だから俺の言葉を信じろ」

　それにヒメアが、

「…………」

　なにか言葉を、発しようとしたところで、

「黙だまれ。おまえからはもう、喋しやべる必要はない」

　と、月光が言う。そしてそのまま剣を突き込んでくる。首に、漆しつ黒こくの剣が突き刺さる。痛みはない。だがそのまま足を払はらわれ、地面に倒たおされてしまう。剣がさらに深く、深く、首に入り、後ろに抜ぬけて、床に彼女を縫ぬいつける。

　それにヒメアは、抵抗しなかった。

　彼が彼女を殺すつもりなら、彼はもう、とっくにそうできていたから。

　だからおそらくは本当に、彼は彼女を殺すつもりがないのだろう。

　なら。

「……いったい、私を使ってなにをしようとしているの？」

　ヒメアは真紅の瞳を細めて、そう聞いた。

　すると月光は答える。

「おまえは仲間だからな」

「あは。それ、本気で言ってるの？」

　それに彼は、にやりと笑った。

「嘘うそだ」

「でしょうね。なら、早く話を進めなさいよ。こんなところを大兎に見られたら……」

「問題ないな。奴ど隷れいに文句は言わせ……」

　しかしそこで、

「黙りなさい、人間。私をどう呼んでもいいけれど、大兎をあまり侮ぶ辱じよくするようなら、許さないわよ」

　そう言って、彼女は手を伸のばす。月光の頭へと手を伸ばそうとする。

　が、それに月光が、

「美雷」

「ほい」

「こいつの両手を押さえろ」

「え～、でもなんかちょっと、これっていじめてるみたいに……」

「早くしろ！」

「は、は～い」

　と美雷が答えて、ヒメアの両手を押さえつけてくる。学校の廊ろう下かで首を生徒会長に剣けんで刺さされ、両手を悪魔に拘こう束そくされてしまう。
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　だがそれでも、ヒメアは鋭するどく月光をにらみつけ、

「……これで私を抑おさえたつもり？　私は瞳だけでも、あなたを呪のろい殺す魔法を使えるのよ？」

　と、言う。

　すると月光も、

「はっ。あいにくだな。俺もおまえを呪い殺す準備は、すでに終えている」

　そう言って、剣をくるっと返す。するとその剣の刀身の黒さが、さらに暗く、鈍にぶくなっていくのが目に入る。

　しかし月光は続ける。

「だが殺さない」

「どうして？　《天てん魔ま》に生け捕どりにしろとでも言われた？」

　が、彼は首を振って、

「《天魔》には、《魔女》を殺す方法を教えてやろう、と、言われた。世界を異お常かしくする狂った魔ま神じん……《最古の魔女ラミエル・リリス》を殺す方法を……」

　と、言った。

　そしてその言葉に。

「……ラミエル・リリス？」

　ヒメアは聞き返す。

　そしてその聞き返した自分の言葉に。

　ラミエル・リリスというその、言葉の響ひびきに。

　なぜか頭の中の奥おく深くが、ずきりと痛むのを感じた。一いつ瞬しゆん、意識を失ってしまいそうなほど強く、脳の奥が痛むのを感じた。

　それがなぜかはわからない。あまりに突然それは起こったので、なにが自分の中で起きたのか、理解できない。ただ、もしかしたらラミエル・リリスというのは、《天魔》が造りだした呪いの祝詞のりとなのかもしれない、とは思った。

　だったらまずい。非常にまずい。

　いまの痛みからすると、もう、脳の奥深くまで呪いの侵しん蝕しよくを許してしまっている。ならその、対処を始めなくては。早く対処をしなくては、と、彼女は慌てて自分の中に対呪カウンター・カースの魔法を展開し始める。

「んん」

　と小さくうめいて、高速で自分の中に魔法を展開していく。

「…………」

　しかし。

　どういうわけか、どれだけ自分の中を走査してみても、なにか呪いがかかっている、という情報は、上がってこなかった。

　そんなはずはないのだが。

　あれだけの強い痛みを受けてしまうほどに強力な呪いをかけられたのなら、まったく、なんの術式も自分の中に見つけられない、なんてことはないはずなのだが。

　しかし、やはりどれだけ探さぐってみても、呪いはかかっていなかった。

　なら。

「…………」

　と、ヒメアは思う。

　なら、いったいそれは、

「なに？」

　と、彼女は聞いた。

「ラミエル・リリスって、なに？」

　と、そう彼女は聞いた。すると聞いた瞬間にまた、頭が痛くなる。叫さけびだしてしまいそうなほどに痛くなる。

　彼女はそれを、こらえる。月光にバレないように。いま、自分の中で起きている異変が、敵にバレないように、彼女は必死にこらえる。

　するとその、必死に痛みをこらえているヒメアの顔を月光は見つめ、言った。

「知らないのか？」

「うん」

　と、答える。

「本当に、《最古の魔女ラミエル・リリス》を知らない？」

「うん」

　痛みをこらえながら、なんとか平然を装よそおって、そううなずく。

　それに月光は、

「……そうか。ならもう、《天魔》どもはおまえに興味がないそうだ」

　なんてことを、言った。そのままヒメアの首から剣を引き抜いてしまい、その剣を腰こしに収める。美雷まで彼女の手の拘束を解いてしまって。

　そしてその、月光の姿をヒメアは呆ぼう然ぜんと見あげ、

「……なに、それ？」

　と、聞いた。

「《天魔》がもう、私に興味がない？」

　するとそれに、彼はうなずく。

「ああ」

「嘘だ」

「嘘じゃない」

「でも、でもそんなこと……」

　あるはず、なかった。

　だって、もうずっと昔から、《天魔》というのは《最古の魔術師ヴアンパイア》の天敵だったのだ。

　気が遠くなるくらい昔から、《天魔》というのは《最古の魔術師ヴアンパイア》にとっての天敵だったのだ。

　力を失ったり、生きる気力を失った《最古の魔術師ヴアンパイア》の前に、まるでハイエナのように群がってくるのが《天魔》で。

　ヒメアは、もう、何度も、何度も、何度も、《天魔》どもに仲間が喰くい殺されていくのを、見ていた。

　そしてすべての《最古の魔術師ヴアンパイア》を喰らうことができれば、《天魔》は再び、本当の力を取り戻もどせるのだという。地表のすべてを覆おおいつくしてもまだ足りないほどの強大な力を。この星の、《旧支配者エルドウーイ》であったころの力を取り戻して、空に昇のぼることができるのだという。だからそのために《天魔》はせっせと、《最古の魔術師ヴアンパイア》を喰らう。この世界をかつての混こん沌とんに戻すため、《天魔》どもはせっせと《最古の魔術師ヴアンパイア》を喰らう。

　そしてもう、この世に残っている《最古の魔術師ヴアンパイア》は、ヒメアだけのはずだった。彼女が《天魔》に喰われてしまえば、再び彼らは力を取り戻し、なにもかもがだめになってしまう──

「…………」

　と、そう、彼女は聞かされていた。

　何万年も前から聞かされていた。

　だがその膨ぼう大だいな彼女の知識の中にも、ラミエル・リリス、などという言葉は存在しない。

　ましてやあれだけ《最古の魔術師ヴアンパイア》を殺すことだけに躍やつ起きになっていた《天魔》どもが、《最古の魔術師ヴアンパイア》の命に興味を失うほどのなにかなど、想像もつかなかった。

　それはいったい。

「……いったい、ラミエル・リリスって、なんなの？」

　そう、彼女は聞くが、

「さぁ？　聞いてない」

　なんてことを、月光が言う。

　それにヒメアは目を丸くして、

「はぁ？　聞いてない？　なんで聞かないのよ」

「興味ないからな」

「いや、ええと、そういう問題じゃないでしょう？　なんで興味ないのよ。すっごく大切なことなのよ？」

「知るか」

「ってあんた……」

　と、そう言いかけて、彼女はやめる。それからちょっとだけ怒いかりに震ふるえそうになって、いやいやだめよヒメア、こんな、たかが人間にいらいらしちゃだめ、と、自分の気持ちを落ちつかせる。小さく吐と息いきを漏もらし、それから息を吸って、

「よ、よし、わかった。じゃあええと、あなたの話を聞こうじゃない」

　するとやっと話を聞く気になったかこの馬ば鹿かが、という顔で月光がこちらを見下ろし、

「やっとかこのクズ」

　と、言った。

　たかが人間が、この私に向かって……

「……ん～、あ～、うん。がんばれ私」

　と、彼女は呟つぶやく。よっと小さく声を上げ、立ち上がる。そして大兎が戻ってきたときに誰かにいじめられてたんじゃないかと心配されないように、制服とスカートについた埃ほこりを払はらう。

　そして、再び月光を見つめて、

「いいわ。じゃあ、あなたの知ってることを話してみて。あなたは《天魔》と取り引きして、奴やつらを追い払った。そこまではいい？」

　が、彼は首を振ふる。

「俺は《天魔》と取り引きなどしていない」

「へ？　じゃあ、どうやって彼らを追い払ったの？」

　するとそれに月光が、

「追い払っても、いない。ほら、おまえの後ろにまだいるぞ」

　と言った。

　それにヒメアは、

「え」

　と、振り向く。

　するとそこに──




《天魔》が、いた。




「あ」

　と、彼女が声を上げる暇ひまもなかった。《天魔》が──膨ふくれあがる闇やみが体に侵入してくる。かちかち、かちかちかち、という、虫が歯を鳴らすような音が鼓こ膜まくが破れてしまいそうなほど激しく響ひびき渡わたり、無理矢理体の中に入り込こんでこようとする。

　それに、

「だ、だめ」

　と、彼女は言った。そして抵てい抗こうしようとした。

　だが、無む駄だだった。

《天魔》は目から入ってきたので、もう、なにも見えなくなってしまう。強大な力に呑のみこまれてしまい、なにも考えられなくなってしまう。

　死ぬ、と、そう思った。

　このまま《天魔》に呑みこまれて、消える、と、そう思った。

　その、あまりの突とつ然ぜんの展開に、恐きよう怖ふすら感じなかった。ただ、ああ、もう大兎に会えないや、とか、そんなことを思ったところで突然、

「…………」

　今度は《天魔》が、自分の体から飛びだした。なにもしないまま。彼女の力を喰らったり、存在をかき消したりしないまま、《天魔》が自分から出ていってしまって。

「うあ」

　と、彼女は声を上げる。《天魔》が自分の中から飛びだしていった衝しよう撃げきで、彼女はその場に尻しりもちをついてしまう。体がだるい。一瞬でも体を乗っ取られたせいか、異常に体がだるい。しかしそれでもすぐに動く必要があった。もし、いまここに《天魔》がいるなら。あの化物どもがいるのなら、すぐに逃にげる必要があった。

　ついさっき、自分から《天魔》に呑みこまれようとしたが。

　大兎を守るために、自分から《天魔》に呑みこまれようとしたが、しかし、いまは状況が変わってしまっていた。

　いま、《天魔》がいったいなにを求めて動いているのか、それがまるでわからなくなってしまったから。

　ラミエル・リリスというのがなんなのか？

　どうしていまさら、《最古の魔術師ヴアンパイア》を必要ないと言いだしたのか？

　こんな、こんななにもかもがわからない状態で呑みこまれてしまっては、呑みこまれたあと、なにもできなくなってしまう。

　なんの対処もできないままに、《天魔》がすぐに動きだしてしまう。大兎の命があるうちに、《天魔》が動きだしてしまう。

　それは、まずい。《天魔》が動けば、こんな星の一つや二つは、一瞬でその形を変えてしまうから。

　だから、彼女はがくがくと震える細い足で無理矢理踏ふんばって、

「逃げ……」

　が、それに月光が、

「逃げる必要はない。いまのはおまえの中を探っただけだ。本当におまえが《最古の魔女ラミエル・リリス》を知らないか……それを《天魔》どもは探った」

「…………」

　それにヒメアは、答えない。

　答える余力がない。

　ただ必死に、その場から逃げようとする。踵きびすを返し、後ろへ走りだそうとする。

　その彼女の後ろ姿に向かって月光が、

「だがおまえは、知らなかったようだな。おめでとう。これでおまえはもう、《天魔》から狙ねらわれることはない」

　なんてことを、言う。

　それをヒメアは、嘘うそだ、と、思う。そんなはずがないのだ。《天魔》が《最古の魔術師ヴアンパイア》を襲わなくなるだなんて、そんなことを信じられるはずが──

　が、しかし月光が言った。

「俺を信じろ、サイトヒメア。本当におまえを殺すつもりなら、とっくに殺している。だがおまえは死んでるか？」

　というその、言葉に。

　ヒメアは足を止める。必死に逃げだそうとしていた足を、止める。そして振り返る。

　すると本当に、もう《天魔》はいなくなってしまっている。ヒメアの力に手をだすことなく、《天魔》はいなくなってしまっている。

　それに彼女は、

「いったい……いったいあんたたちは、なにを企たくらんでるの？」

　と、そう言った。

　ひどく不安げな顔を、自分がしているのがわかった。

　だって、本当になにが起きているのかがまったくわからないのだ。いままでずっとわかっていると思っていたことが、いきなり根こん底ていから引っ繰くり返ってしまったのだ。

　それに、ひどく不安になる。怖こわいほど不安になる。

　だがそれに、月光は相変わらずむかつくほど自信たっぷりな笑えみを浮うかべ、

「さぁ？　《天魔》がなにを考えているのかは、俺は知らん。だが、俺は俺がやりたいようにやってるだけだ」

　なんてことを言って。

　それにヒメアは、聞く。

「あんたのやりたいことって？」

　すると月光は答える。自信たっぷりに答える。

「誰にも指図されず、指図だけして生きることだ」

　それにヒメアは思わず、

「……馬鹿じゃないの」

「天才だ」

「はぁ？　あの……」

　が、月光は止まらない。笑みを浮かべたまま、

「だから《天魔》とかいう偉そうな馬鹿どもにも指図してやった。俺はおまえらの言うとおりには絶対に動かない。だから俺の言うとおりに動け、とな。そしたら結果、こうなった」

　というその言葉に、ヒメアはもう、唖あ然ぜんとするような顔で、

「あ、あの、いまのじゃなにがどういう経けい緯いで、どういう結果こうなったのか、全然話が見えてこないんだけど……」

　と言うと、月光はまた、ため息をついた。そしてさっき、大兎に向かって「何語でしゃべれば理解できる？　馬鹿語か？」と言ったときと同じような、こちらを見下しきったような顔になり、

「なら何語で……」

　と、言いかけたところを、

「別に何語でもいいわよ」

　ヒメアは止めた。

「アラビア語でもヒンドゥー語でも、私は魔法で翻ほん訳やくしながら喋しやべってるだけだから、あなたが何語で喋ろうとかまわないけれど……でもできれば、馬鹿語だけはやめてくれないかしら？　他の人が理解できる、人語で喋ってくれると嬉うれしいな」

　と、そう言った。

　するとそれに、

「…………」

　月光が少しだけ、黙だまる。そして、

「……一から話すのは面めん倒どうだが……」

「話さないなら、フリダシに戻もどるわよ」

　と、彼女は手を掲かかげる。そして再び、悪魔を呼びだすための青白い二つの火の玉を生みだす。そして、

「……おまけに次は、あなたたちが勝つとは限らない……」

　と、彼女が言うと、それに月光は心底鬱うつ陶とうしげな顔になって、

「１、化け物が突然、生徒会室へ侵しん入にゆうしてきた。

　２、その化け物と戦せん闘とうになったが、思いの外手て強ごわく、奴らの世界へ拉ら致ちされた」

　とかなんとか、まるで個か条じよう書がきのように突然説明を始めて、本当に彼は他者とコミュニケーションをとるつもりがないのだと、ヒメアは思う。

　まあ、説明してくれるのならなんでもいいけれど。

　月光が、続けた。

「３、化け物がよくわけのわからないことを言い始めたが、化け物と付き合うときの心構えの基本は主導権を取られないことだと知っているので、基本話は聞いてやらなかった。だからおまえの話も基本聞かない方針だ」

「ってあんた……」

　しかし月光はさらに続ける。

「４、奴らは《天てん魔ま》と名乗った。

　５、《最古の魔女ラミエル・リリス》を殺す方法を教えてやりにきたと奴らは言った。

　６、そんな出で前まえを頼たのんだ覚えはない。なにを勝手に教えようとしている。嫌いやがらせか？　と答えた。

　７、『おまえが《最古の魔女ラミエル・リリス》を殺さなければ、我らはサイトヒメアを殺すぞ』とか言いだしたので、どうぞお好きに。だがうちの学校の生徒に手を出して、ただですむと思うなよ？　と答えた。

　８、だが《天魔》どもはおまえら同様頭が悪いのか、俺の言葉に反応しなかった。《最古の魔女ラミエル・リリス》の殺し方を教えてやる。見つけたら殺せ、見つけたら殺せ──と繰り返し言ってきた。

　９、だから俺も繰り返してやった。馬ば鹿かどもが、うちの学校に手を出した他ほかの神や悪魔がどうなったのか、教えてやろうか？　一つずつエピソードを上げておまえの腐くされた脳のう味み噌そにもわかるように話してやろうか？　と繰り返し言ってやった。

　10、やがて俺の偉い大だいさに折れた《天魔》どもは、俺の話を聞き始めた。そして最後に、いずれおまえの学校を《最古の魔女ラミエル・リリス》が襲おそうだろうから、そのときにおまえが彼女を殺してくれるのなら、力を貸そうと言ってきた。

　11、それはおまえらが俺の奴隷になるということか？　と聞くと、奴らはそうだと答えた。

　12、奴隷になるなら力を貸してやろう。《最古の魔女ラミエル・リリス》とやらの殺し方を教えろ。そしてその代わり、俺の持ちものに手を出すな、と、俺は言った。

　13、《天魔》はわかった、と、言った。

　とまあ、つまりこんな具合で、俺の持ちものであるおまえの安全は、保たれたわけだ。わかったか？　わかったなら、命を救ってくれた救い主様に、一生かけて恩返ししろ」

　なんてことを、月光は一気に言った。

　そして最後に、

「……まったく、長々と喋ったら喉のどが渇かわいた。コーラを買いにいった馬鹿は、まだ戻らないのか？」

　そう言って、彼は踵を返す。生徒会室へと戻ろうとする。

　その、後ろ姿を見て、

「…………」

　本当にこいつは、なんなの？　と、ヒメアは思う。

《天魔》を相手に、彼は偉そうな態度で交こう渉しようしてきたというのだ。

　あの、《天魔》を相手に。

「…………」

　この世界の、かつての支配者を相手に、たかが人間が偉そうに交渉してきたというのだ。

　それはひどく、危険なことだった。いや、彼がどれほど愚おろかだろうと、それは肌はだで感じたはずだ。人のレベルでは抗こうすることができない、圧あつ倒とう的な力を《天魔》は持っているのを感じたはずだ。

　なのに彼は、交渉した。

　それも。

「……わざわざ、私に手を出さないようあいつらに頼んでくれたの？」

　そう、ヒメアが聞くと、月光は振ふり返り、

「そうだ。ありがたすぎて涙なみだが出るだろう？」

　とか言ってくるが、しかし、

「なんで？」

　と、彼女は聞く。それは純じゆん粋すいな疑問だった。

「なんであなたはそんなことするの？　人間は、人間は自分のことしか考えられない生き物なはず……」

　という言葉に、月光の横にいた美雷が応こたえた。なぜかにまにまとした嬉しそうな顔で、

「あのね、あのね、ゲッコーってばすごいんだよ！　ヒメちゃんを差しだせって《天魔》が言ったときに、ゲッコーなんて言ったと思う？」

　なんてことを言った。

　それに月光が、珍めずらしくなぜかちょっと慌あわてたような顔になり、

「黙れっ」

　と言うが、美雷は黙らない。もう、楽しくて仕方ないと言わんばかりの顔で、

「なんと！　ゲッコーってばこーんな真顔で、『あいにくだな。俺は二流な弟と違ちがって、仲間は裏切らない主義……」

　が、そこで、

「馬鹿が黙れと言っている！」

　月光が突とつ然ぜん、美雷の顔面を蹴けった。

　それに、

「ぎゃぁああ～♪」

　と、美雷は吹ふっ飛ぶ。もう、普ふ通つうの女の子なら死んでしまうんじゃないかという勢いで廊ろう下かの壁かべにあたり、転び、床ゆかに倒たおれた状態でしかし、人間の蹴りなどまったく効いていないような様子で彼女は続けた。

「えっへっへ～♡　ゲッコーってばテレちゃ……」

「……そうか。なるほど。そろそろお仕置きの時間ということか」

「って、え？　あ、ちょ、待ってゲッコー。わわわわ、たんまたんま！　黙る！　黙りま～す♪」

　と、剣けんを引き抜ぬこうとした月光を見て美雷は跳とびあがり、慌てて両手で口を押おさえてみせる。しかしそれでも目は、にやにやしている。

　その美雷を、月光はあとで殺すぞと言わんばかりににらみつけ、それからバツが悪そうにこちらを向いて、
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「……こいつが言ったことは、全部嘘うそだ」

　などと、いまさら言った。

「それにそろそろ生徒会の仕事が増えてきたからな。書類仕事やらなにやらを押し付ける人材が、必要だ。つまり、いま、部下を横取りされると面倒だと思っただけだ」

　とか、いまさら言った。

　それに美雷が、ぷぷっとか笑って、それを月光は再び蹴ろうとする。

　美雷はその蹴りをあっさりよけて、こちらを見る。くりくりな顔で笑う。

「ヒメちゃん、あたしたちなかまなか～ま」

　とか、嬉しそうに言う。

　それに月光は顔をしかめ、そのまま無視して、

「とにかく、おまえらは俺に助けられた。その恩を返すことだけ考えればいい。わかったか？」

　と、そう言ってから、再び生徒会室へと戻っていく。

　それに美雷も、まるで犬のようにひょこひょこついていく。

　その、二人の姿を見つめ。

「…………」

　仲間などいないはずの《最古の魔術師ヴアンパイア》に、勝手に仲間だと言ってくる奇き妙みような生徒会長と悪魔の女の子の後ろ姿をヒメアは見つめて、

「……なに、あれ？」

　と、言った。

　するとそこで、

「あれ、なんでヒメア、まだ廊下いるの？」

　突然、後ろから声がする。

　それに彼女は、振り返る。するとそこには大兎がいて。

　その彼の姿に彼女は笑顔を作ると、

「えと、大兎のこと、待ってた」

　と言う。

　すると彼はまた、いつものように困ったように笑って、

「え～、中にいてくれていいのに。ほいヒメア、ファンタね」

　と、缶かんのようなものを放ほうってくる。それを彼女は受けとる。手に冷たい感かん触しよくがして、

「冷たい」

　と、言うと、大兎はこちらを見て、

「あれ、あったかいほうがよかった？」

　が、彼女は首を振る。

「ううん。大兎と同じのがいい」

「そう？」

「うん」

「俺、ファンタ好きなんだよね～。あんま売ってないけど」

　とか言うので、彼女は、

「へ～。ふぁんたふぁんた」

　と、繰くり返してみる。ちなみに彼女が使っている『言語翻訳』の魔法の中には、ふぁんた──という言葉が登録されてなくて、ちょっと奇妙な音に響ひびくのだが。

　彼女はその、ふぁんたを振りながら、

「これ、どうやって飲むの？」

　と聞くと彼は慌てて、

「あ、そんな振ったらだめだよ。炭酸入ってるから溢あふれちゃう。ええと、あ～、俺のファンタと交こう換かんしよ。んで、生徒会室戻ってから飲もうぜ」

　そう言って、大兎は彼女からふぁんたを奪うばい、

「今度は振っちゃだめだからね」

　と念ねん押おししながら、もう一本のふぁんたを渡わたしてくる。それを彼女がまた振ろうとすると、彼は慌てて、

「あ～だからだめだって！」

　と、言った。

　それにヒメアは、

「びっくりした？」

　と、悪戯いたずらっぽく笑う。すると大兎はからかわれたのがわかったのか、顔をしかめ、

「もぉ～」

　と言った。

　その彼の、もぉ～の顔を見て、ヒメアはまた、笑う。

　そして、少しだけ心が落ちつくのを、感じる。彼の笑顔を見て、いま、この廊下で起きていたいくつかの奇妙な出来事で昂たかぶってしまっていた気持ちが、落ちついてくるのを、感じた。

　そして少しだけ、冷静になる。

《天てん魔ま》が生徒会長と取り引きをして、ヒメアに手を出さないと、決めたらしい。

　まあ、それが本当なのかどうかはわからないけれど、でも、もし本当なら。

　本当なら。

「……私、死なないんだ」

　と、小さく彼女は呟つぶやいた。

　それは信じられないことだった。大兎を生き返らせたときに、もう、自分の命は終わるんだとそう思っていたから。力を失った《最古の魔術師ヴアンパイア》は、《天魔》に喰くわれる。それがあたりまえで、もう、自分は消えてしまうんだと、そう思っていたのに。

　どういうわけか、彼女は生きて、そして彼の側そばにまだ、いる。

　それが信じられない。

《天魔》が襲ってきたあともまた、こんなふうに大兎の側にいられるなんて、思ってなかったから。

　だから、

「…………」

　彼女は、横にいる大兎のほうを見上げる。そしてじっと彼の顔を見つめる。

　すると彼は、

「どしたの？」

　と、こちらを向いて、笑いかけてくる。

　その彼の笑顔を見るだけで、自分の中に、なんでこんなふうになるんだろうと不思議になるほどの喜びが駆かけ巡めぐってしまう。

　ずっと長い間、コントロールをすることができると思っていた鼓こ動どうが、勝手に速くなってしまう。

　そして、

「ああ」

　と、彼女はまた、吐と息いきを漏もらす。どういう構造になってるのか、彼の顔を見るだけで、胸が痛くなってくる。

　そして彼女は、自分のセーラー服を着た胸をぎゅっと押さえ、

「私、大兎と一いつ緒しよにいれて幸せ」

　と、言った。

　大兎はそれに、また困ったような顔になるが、彼女はあははと笑う。

　でも、いまの言葉は本当だった。

　いや、生まれてからずっと、こんな気持ちになったことは一度もなかったから。大兎に出会うまでの間ずっと、孤こ独どくで、孤独で、孤独で、あまりに孤独で辛つらいから、消えてしまいたい、と、そう思っていたから。

　だから、彼女は彼の腕うでにそっと触ふれる。そして、

「腕組んでい～？」

「ってもう組んでるじゃん」

「あは。そーだねー」

　と言って、さらに強く、腕にしがみつく。

　大兎の腕にしがみつく。

　そして、思う。

　もう、二度とこの腕を放したくないと、そう思う。彼の腕の温ぬくもりを失いたくないと、そう思う。

　もう一人になるのは嫌いやだから。

　一人になるくらいなら、死んだほうがましだから。

　だから彼女は、彼に命を与あたえた。

　自分からもう二度と、離はなれたりしないように、永遠の命を与えた。

　ずっと二人で一緒にいるために。

　永遠に彼が、自分の側で笑っていてくれるように。










　そのせいで──







　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆

　　　　　◆









　第三章　鴉からすと兎うさぎ






　そのせいで、《最古の魔女ラミエル・リリス》は狂ってしまった──




　と、《天てん魔ま》が言ったのを、紅くれない月げつ光こうは思いだす。

「…………」

　彼は生徒会室の中の椅い子すに座すわり、なにかを考えるように押おし黙だまっている。

　生徒会室の中は、本当に滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　美み雷らいのラクガキで埋うめつくされていたホワイトボードは割れ、ちょっと気に入っていた机は粉々に砕くだけ、愛用のティーセットなど、もうどこにあるのかすらわからない。

　その、破は壊かいし尽つくされた部屋の中で、彼は座っている。破壊されていない椅子は一つだけで、それに座ろうとすると美雷がずる～いとか叫さけんだが、そんなのはどうでもいい。王様は玉座に座ることになっている。奴ど隷れいどもは、地べたで這はいずればいいのだ。

　とそこで、その奴隷どもの声が聞こえてくる。

　外の廊ろう下か。

　やっとコーラを買って戻もどってきたのか、ノロマな奴隷と、サイトヒメアが馬ば鹿かそうにうふふあははと会話しているのが聞こえてきて。

　その声のほうへと、彼は目を向ける。

　鋭するどい瞳ひとみを向け、

「…………」

　そしてついさっき起きた、妙みような出来事を、思いだす。

　それはほんの、数十分前の記き憶おくだ。

　彼は突とつ然ぜん、なにかよくわからないものに妙な世界へと連れ去られ、その先にいた、《天魔》とか名乗る化け物と、いくつか、会話を交かわした。

　そのことを、彼は思いだす。







　　　　　◆




《天魔》はこう言った。




《あの魔女を……世界を異お常かしくする狂った《最古の魔女ラミエル・リリス》を殺すための方法を、おまえに教えにきた》




　その、《最古の魔女ラミエル・リリス》とやらが誰だれのことを指しているのか、それはすぐに月光にもわかった。サイトヒメアだ。いや、彼女を《最古の魔術師ヴアンパイア》ではなく、《魔女》と呼んだ奴やつが他ほかにもいたから、すぐにわかった。

　日向ひなたが。

「…………」

　あの、クソむかつく弟がご丁てい寧ねいなご忠告をうざいほどしてくれていたので、すぐにわかった。

　彼はその弟からの忠告を思いだす。

『サイトヒメアを飼うの、やめたほうがいいよ、兄さん。愚おろかな兄さんにはたぶん、あの狂った魔女は手に負えない……と言ってもまあ、聞いてくれないだろうから、もし、自分の分をわきまえずにあの女を飼うつもりなら、一つだけ忠告してあげよう。『月』からの侵しん蝕しよくにだけ、気を付けて……』

　狂った魔女。

『月』からの侵蝕。

　どういうつもりなのか、日向はそんなことを伝言してきた。

　狂った魔女というのは、サイトヒメアのことだろう。

　そして『月』からの侵蝕というのは──

　と、彼は《天魔》に聞いた。

「なるほど。で、おまえらが『月』から侵蝕してきた奴らか？」

　すると《天魔》が、答える。




《月？　それは《最古の魔女ラミエル・リリス》を生んだ化物が棲すむ場所だろう？　だがそれはいい。おまえはあの魔女を殺すことだけ考えていればいい》




　その言葉に、しかし月光は答えた。

「……誰に向かって指図している？」




《おまえだ、黒い鴉》




「俺は鴉じゃないと言っている」




《ハハは、ははは》




　それに、

「……ちっ。気に入らないな」

　と、彼は呟つぶやいた。

　相手を馬鹿にした笑い声を上げていいのは、自分だけのはずなのだが──

「まったく、気に入らない」

　と、月光は、《天魔》を見上げて顔をしかめる。

　しかし《天魔》の姿がどうなっているのかは、やはりわからない。あまりに巨きよ大だい過ぎて、なにがどうなっているのか、わからない。だからよくわからないものを、彼は見上げて、思う。

　これはちょっとまずい、と、そう思う。

　そして宮みや阪さか高こう校こうの生徒会長になったときに《軍》から渡わたされた、歴代生徒会長がどういった理由で死んでいったか、というのが記されている『生徒会長説明書』とかいうふざけた名前の小冊子に書かれていたことを思いだす。

　ほとんどの生徒会長はその弱さや愚かさゆえに死んだのだが、たまに現れる優ゆう秀しゆうな生徒会長を殺すのは、多くの場合、生徒会室にある《道み程ち》が、運悪く、たまたま、異常なほどに強大な力を持った化物が棲すむ場所に繋つながってしまったときだった。

　それでも生徒会長になることができるだけの力を持った者たちなら、そんな凶きよう悪あくな化物が棲む場所を前にしても、適切な対処をして、生き残ることができる。

　というか、何人かは生き残って、その対処法を書き残している。

《道み程ち》を閉じる。

　化け物と交こう渉しようする。

　化け物を殺す。

　とにかく逃にげる。

　どんなに悪い状じよう況きようでも、まあ、やりようはあった。

　だが、歴代の生徒会長が口を揃そろえて書いている言葉があり、それが──




『そこに棲んでいるモノの姿の全ぜん貌ぼうが、人の目では見渡せないほど巨大なら、すぐに退たい却きやくしろ。それはおそらく生物じゃない──神だ』




　という言葉だった。

　つまり、いま目の前にいるのは。

　この、世界を埋め尽くさん勢いで広がっている目の前の化け物は、

「神か」

　と、月光は呟く。

「……で、そのお偉えらいさんが、俺おれにサイトヒメアを殺せと？」

　そう言う。

「だがあいにくだな。俺は二流な弟と違ちがって、仲間は裏切らない主義だ。もしサイトヒメアを殺したいのなら、他をあたれ」

　と、そう言う。

「…………」

　そしてそれに少しだけ、後こう悔かいする。弟にサイトヒメアを飼うのは無理だと言われたのを引きずって、少し、間違った選せん択たくをしているかもしれない。

　だがそれに、《天魔》が言った。




《いや、おまえが殺すのは《最古の魔女ラミエル・リリス》だ。サイトヒメアではない》




　と、言う。それに月光は首をかしげ、




「《最古の魔女ラミエル・リリス》というのは……」

《星を冒おかす、異形の神だ》




「ふぅん。で、それを俺に始末して欲ほしいと？」

　しかしそれに、《天魔》は答えない。だが、月光は続けた。

「はっ。化け物が化け物を怖おそれてるのか？」

　するとそれに、




《ハハ、本当にカレらに怯おびえるべきはおまえらなのだが……人はあまりに愚かだからな。その存在にすら気づかない。だから我々が……》




「代わりに怯えてくれている？」




《……対処してやっている》




「ふぅん。それはずいぶんとお優やさしいことだな」




《そうだ。我々は常に、おまえらを気づかってやっている》




「はは」




《さあ、目を見開け、鴉の左さ首しゆ。おまえに《最古の魔女ラミエル・リリス》を殺す方法を教える》




　という《天魔》の言葉に、月光はうるさい、と、そう言おうとした。おまえらの言いなりにはならない、と、そう言おうとした。

　だが、勝手に目が開き始めた。なにかよくわからない力によって、まぶたがもう、これ以上ないというほど痛いほど開き、さらに彼の漆しつ黒こくの瞳の中央にある、瞳どう孔こうが、開く。

　勝手に瞳孔が開く。

　すると瞳孔に入ってくる光の量を調節できなくなり、眩暈めまいがしそうなほど強きよう烈れつな光が入ってくる。

「…………」

　いや、入ってくるのは、光じゃなかった。ならなにが入ってきたのかと問われるとそれがなんだか、よくわからない。

　とそこで、

「……ゲッコー、大だい丈じよう夫ぶ？」

　一いつ緒しよにこの場所にきていた美雷が、不安そうな声を出す。

　それに彼は、

「……問題ない。心配するな」

　と、言ってはみたが、この状況をどう心配するなというのか、彼にも疑問だった。

　ただ、世界のすべてが真っ白になってしまい、まるでなにも見えない状況。

《天魔》とか名乗った目の前の化け物が、いったい何者なのかもわからない状況。

　しかしそれでも彼は平然を装よそおって、言った。

「貴様は俺に、なにをしている？」

　すると《天魔》が応こたえる。




《ふふ、本当に、今回の鴉からすは威い勢せいがいいな。二匹ひきの鴉に、黒くろ兎うさぎ……もしかするとなにか、おかしなことが……》




　しかしそれを遮さえぎり、

「俺は、おまえが俺になにをしているのか？　と、聞いている」




《ははは》




「殺すぞ？」




《ハハハ》




　その癇かんに障さわる笑い声に、彼は懐ふところから糸を取り出そうとする。こいつに凶剣スペル・エラーが効かないのは、もうわかっているのだ。なら、別の呪じゆ具ぐで……

　が、そこで、




《はははははははははははははははははははははははははははははははははははは》




　突とつ然ぜん、頭が、割れるような笑い声が響ひびいた。

　続いてその、呪具を取り出そうとした右みぎ腕うでが突然、弾はじけて飛んだのを感じた。

　強きよう烈れつな痛みに思わず悲鳴を上げそうになるが、その声は響かない。自分の口すら、操作することができない。

　すると今度は左腕が飛ぶ。右足あし、左足。内臓が弾け、首から下がなくなる。

　それに、

「……う、あ」

　という、うめき声を、月光は漏もらした。それと同時に目が、見えるようになる。

　その目で、自分の体を見る。

　消し飛んだ、という感覚があったはずの、自分の体を見る。

　だが、腕も、足も、すべて、まるでなにごともなかったかのようにそこにはあって。

「……幻げん覚かくか」

　彼は、うめくように言った。

　だが、たとえそれが幻覚だったとしても、彼の中には一度、自分の体が消し飛んでしまった感かん触しよくが残っている。もう、立ち直ることができないほどのダメージが、心の中に残ってしまっている。

　それに思わず、そのまま地面に膝ひざをつきそうになる。

　そしてその弱い自分に、

「……くそ、が。大たい兎との馬ば鹿かが耐たえられることを、俺が耐えられないはずないだろうが……」

　とそう、言い聞かせる。

　鉄くろがね大兎は何度も、何度も、肉片が残らないほどその体を破は壊かいされて、その度たびに蘇よみがえってきて、元気にぴょんぴょん跳はねまわっているのだ。

　あの馬鹿にできて、自分にできないはずが……

「…………」

　が、結局だめだった。

　彼は地面に、膝をつく。

　それを美雷が横から、

「ゲッコー！」

　と言って、支えようとしてくる。

　それに、

「触さわるな！」

　と、彼は怒ど鳴なるが、美雷は言うことを聞かない。そのまま彼の肩かたを支えてきて。

　彼女が支えてくれなければ。

　美雷が支えてくれなければ、そのまま倒たおれてしまいそうな自分のその姿に。そしてその月光を、心配そうに見つめてくる、部下の顔に。

「…………」

　彼は、うんざりした。

　そのまま、《天てん魔ま》を見上げる。

　まるで神のように強大な、《天魔》を見上げ、

「勝った、つもりか？」

　するとそれに、




《おまえの中に、《最古の魔女ラミエル・リリス》を殺すことができる力を入れた》




「……応こたえろ。これでおまえは、勝ったつもりか？」

　とそう、聞く。

　だが、応えがないことはもう、わかっていた。こいつにとっては、人間など会話するに値あたいするほどの価値がある生物ではないのだ。

　だから《天魔》が、淡たん々たんと言う。まるで月光の言葉など意に介かいさず、




《あとはおまえの判断に任せよう。孤こ独どくの中で狂ってしまったサイトヒメアが、再び《最古の魔女ラミエル・リリス》として目覚め、《天魔》を使おうとしたら、あの女を、殺せ》




　と、そう言った。

　それに彼は、

「……《天魔》を使おうとしたら、だと？　《天魔》は、おまえのことじゃないのか？」

　するとまた、はははと、《天魔》が笑う。笑うだけで、なにも答えない。さっきからずっと、こいつらがなにを言いたいのかまるでわからないのだが、おそらくはきちんとした説明をしてくれる気は、なさそうだった。

　いやそもそも、こいつらに人が使う常識のものさしが、理解できているとも思えなかった。

　だから月光は言った。

「……よし、わかった。いいだろう。おまえの願いは俺が叶かなえてやる。だがこれは取り引きだ。おまえが俺に頼たのんだぶんの見返りは……」




《ははは、見返りはもう、得ているだろう？　人間。我々がいなければ、おまえらの代よは、存在しない》




　などと、またわけのわからないことを言う。しかし月光は言う。

「足りない」




《ははは》




「まだ、足りない。だから約束しろ。俺はおまえの願いを叶えてやる。だからその代わり、もう二度と、俺と、俺の持ちものに手を出すな」

　と、彼はそう言った。

　するとそれに、




《……おまえの望みは、そんなことか？》




「そうだ」




《は、ははは、本当に、おもしろい鴉だ。自分がなにを言っているのか、おまえはわかっていないというのに……なのにそんな、ひどくおもしろい選せん択たくをする……いいだろう。すべてをおまえに任せてみよう。西の魔は右みぎ首くびがおもしろいと言っていたが……いやいや、左さ首しゆもなかなか……》




「ならもう、俺に関かかわらないか？」




《ああ》




「サイトヒメアにも手を出さない？」




《ああ。だがきっと、おまえが殺すだろう。あの魔女はきっと、再び目覚めておまえらを襲おそう》




「いらん心配はするな。俺は奴ど隷れいに自由は与あたえない」




《……はは。そうか。そうなるといいな。ならせいぜい頑がん張ばることだ。そしてあの魔女が自分の目的を忘れて狂っているうちは、手を出さないでいてやる……少なくとも、我々はな……》




　と、《天魔》が言う。

　それに月光が、口を開こうとしたところで、突然、

「…………」

　目の前から、《天魔》が消えた。

　いや、いま、目の前に広がっていた景色がすべて消えた。

　代わりに現れたのは、滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊された生徒会室。

　いつの間にか月光は、その生徒会室の中央に膝をついていて。彼の横で、美雷がこちらを支えながら、

「あれ、あれ」

　間ま抜ぬけそうな瞳ひとみを、大きく見開いて、

「あれ～、戻もどってきちゃった」

　などと、言う。

　それに月光は、

「……くそが」

　と、小さく呟つぶやいた。

「もてあそびやがって……」

　言って、立ち上がる。するとその立ち上がった彼の耳もとで、

「さあサイトヒメアに会いにいこう。本当にあの魔女が狂ってしまっているのか、調べる」

　声が、響ひびく。だがさっきほどの威い圧あつ感かんは感じない。聞いただけで、体が縮み上がってしまいそうなほどの威圧感は、この声からは感じられない。

　その、姿の見えない声に、

「おまえも、《天魔》か？」

　と聞くと、声は答えた。

「遣つかいだ」

「……遣い……《天魔》の使い、ね。つまり、昼に俺のところにきた、あの銀ぎん髪ぱつの化物と同じ、天使とかいうやつか？」

　という問いに、しかし声が答える。

「……そんな奴やつは知らない。それは間抜けな西の魔の遣いだろう……いいから早くいくぞ。狂ったサイトヒメアが目覚めないよう、封ふう印いんする」

「うん？　おまえはさっき、サイトヒメアには手を出さないと……」

　が、それを遮さえぎり、声が言った。

「手を出さないでいてやるための、封印を施ほどこしにいく。気安め程度だがな。彼女がこのまま狂っていてくれるのなら、それが一番いいんだが……」

　とそこで、別の声が響いた。

　それは生徒会室の外。

　廊ろう下かのほうから、奴隷の馬鹿が叫さけぶ声が聞こえてきた。

「ふざけんじゃねぇ！　ヒメアは、ヒメアは絶対に渡わたさねぇぞ！　ってかクソ月光、おまえなにやってる！　もう俺らの声聞こえてんだろうが！　ならさっさと出てきて、この化物なんとかしろよ！　じゃないとあとで、あとでてめぇの机に、犬の糞ふん入れんぞ！」

　なんていう叫び声に、月光は言う。

「……誰が俺の仲間を襲ってる？」

　すると《天魔》の遣い──天使が、答える。

「我々の仲間だ……だが、おまえとの取り引きに法のつとり、襲うのをやめよう」

「それで？」

「私がサイトヒメアの中に入って、彼女が再び目覚めないよう呪のろいをかける。いまの弱っている彼女なら、私の呪いに気付きもしないだろう。だがその前に……」

　と、天使が言う。

「その前に、おまえはサイトヒメアに聞け。《最古の魔女ラミエル・リリス》の名前を、聞け。そして彼女の意識の中に、《最古の魔女ラミエル・リリス》についての情報を、浮うきあがらせろ。私はそれを封じる」

　その、言葉に、

「…………」

　月光は答えない。だが、天使はさらに続けた。

「別に私の言うことを聞かなくてもいい。おまえが我々の手助けをしないのなら、取り引きは無効だ。サイトヒメアをこのまま殺すことも……」

　が、そこで、

「……待て」

　と、月光は言った。

「いいだろう。おまえらに手を貸す」

「そうか」

「そうだ」

「なら早くしろ。おまえの決断が遅おそければ、サイトヒメアは、死ぬぞ」

　という言葉に、彼は決断した。

《天魔》に手を貸す、決断をした。

　その決断が正しかったのか間ま違ちがっていたのか、それはわからない。《天魔》とかいう化け物どもが真実だけを言っているとも思えないのだ。

　だがそれでも、あの状じよう況きようではそうするしかなかった。

　だから。







　　　　　◆




「…………」

　月光は、思考をめぐらせるように少しだけ眉まゆ根ねを寄せて、廊下のほうを見つめる。

　廊下の外からは、ファンタは振ふると炭酸が溢あふれるだなんだと当たり前過ぎることを言いあっている奴隷どもがこちらにこようとしている。

　それに美雷が、言った。少しだけ小声で、

「……ヒメちゃん、ほんとに自分の名前、知らなかったね」

　その言葉に月光は、美雷のほうを見る。

　中身悪あく魔まで見た目ガキの彼女を見つめ、

「ああ。だが知らないことが幸せなのか、知っていたほうがよかったのか……」

　それすら、わからない、と、月光は思った。

　この、《最古の魔術師ヴアンパイア》サイトヒメアが関わってくる案件は、わからないことがあまりに多すぎる。

　少し、

「……調べる必要があるな」

　と、月光は呟く。

　そうでなくてもすでに、《天魔》とはいったいなんなのか？　それについての調査を《軍》に依い頼らいしたところなのだ。そのうちその調査資料が届くだろう。だからしばらくはそれについて考える必要はない。《軍》が用意した調査資料を基点にして、動き始めればいいのだから。

　それよりも早急に考えなければならない案件は。

「…………」

　と、彼は窓の外を見る。校庭の端はし。そこには巨きよ大だいなクスノキがあって、それがこの学校を他の組織から見えにくくするための結界の中心になっているのだが、その結界が何者かに、破られてしまった。

　いまはどうやら再び結界が発動しているようだが、しかし、

「……なにかが一度、侵しん入にゆうしてきたな」

　と、月光は呟く。

　だがそれは、《天魔》ではないことは、わかっている。《天魔》はそんな、学校に張られたちゃちな結界などまるで気にせずに、ここに侵入してきたのだ。

　学校の中でも最も強力な結界が張られているはずの生徒会室の中へと、その結界を破りもせずに、あっさり侵入してきたのだ。それほど力があるのなら、学校の結界など破る必要はないだろう。

　ならクスノキの結界を破ったのは、一体何者だ？

　なんのためにそんなことをした？

「…………」

　と、いうようなことを彼は考えようとして、しかし、いい加減寝ね不ぶ足そくでもう、頭が回らなかった。

　昨日からずっと事件続きで、寝ていないのだ。こんな状態でなにか考えたとしても、クソの役にもたたない案しか思い浮かばないだろう。

　だから──

　と、そこで、大兎とヒメアが教室の中に入ってくる。

　しかし月光はそれを無視で、ポケットからケータイを取り出し、再び《軍》へと連れん絡らくを取る。するといつもの、無機質な女の声が受話口から響く。

『はい』

「俺はもう眠ねむいから帰る」

『は？　しか……』

「しかしじゃない。俺は眠いときは働かない主義だ。効率が悪いからな」

『いえ、しかし《軍》上層部は、結界が破られたことに対する緊きん急きゆう警けい戒かい態勢を……』

「勝手にしろ」

『そんな……』

　とそこで、生徒会室に入ってきた大兎が、恩着せがましく、飲みもの買ってきたぞとばかりの顔をする。それに月光はよこせ、と手を上げる。

　すると大兎はペットボトル入りの飲みものを放ほうり投げてくる。それを月光は受けとる。

　ちなみに月光が大兎に買ってくるよう命令したのはコーラのはずなのだが、なぜか彼の手に渡されたのはけばけばしい紅色のラベルの、ドクターペッパーで。

　それを月光は、見る。

　無言で見る。

「…………」

　すると受話口では《軍》の女が、

『……あの、さっきから黙だまっていますが、なにかあったんですか？』

「…………」

『……紅月光生徒会長……援えん護ごの兵を差しむけましょうか？』

　が、それにやはり、月光は答えない。

　ただ顔を上げると、奴ど隷れいの分際で身の程ほどをまったくわきまえることを知らない鉄大兎が腹を抱かかえて笑っていて。

「それが飲みたかったんだろ？」

　とか、言う。

「おごりでいいぜ？」

　とか、言う。

　それに月光はもう一度、自分の手の中にあるものを見る。

　この、一部の熱ねつ狂きよう的なファンとテキサス州の奴らしか飲まない、伝説の飲みものを見つめる。

　そしてその、伝説の飲みものを、おもむろに彼は思いっきり振り始める。

　すると大兎はそれに、彼がなにをしようとしているのか気づいたのか、

「わ、わ、ちょ、やめろよ！　冗じよう談だんだって！　ちゃんとコーラも買ってき……」

　なんて言うが、月光はやめない。ケータイを首と耳で挟はさみ、ペットボトルの蓋ふたを開ける。と同時に馬鹿に向かって投げ付ける。

　するとドクターペッパー色した炭酸が弾はじけ、生徒会室に散乱し始める。

　大兎はそれを頭からかぶってしまって、

「ぎゃあ」

　と叫び。

　サイトヒメアはあっさりその飛び散る液体を魔法で弾はじき。

　美雷は飛んできた滴しずくをぺろっと舐なめて、

「う、う、うおおお～、なにこれなにこれ!?　すごい、すごい美お味いしいよ！」

　とか、ドクターペッパーに選ばれてしまった稀け有うな人になってしまい。

　そして最後に、

『ひ、悲鳴が聞こえますが、大だい丈じよう夫ぶですか？　援護の兵を……』

　が、それを遮って、月光は《軍》の職員の女に言った。

「……いや、問題ない。いま最後の敵を殺し終わった」

　すると大兎が、

「おま、ふざけんなよ！　やりすぎだろうが！」

　続いて美雷が、

「いまのなに～？　なんて飲みもの？」

　と、雑ざ魚こどもがうるさいので、消えろ、と手を振る。もちろん人語が通じない馬ば鹿かどもは、それで消えてくれたりはしないが。

　それを無視して、月光は《軍》との電話に意識を戻もどす。

「とにかく、いくつかの主要な事件については片付けた。もしかするとなにか妙みようなものがまぎれこんでいる可能性もあるが、俺は眠いから帰る」

『帰るって……そんなことでは困りま……』

「俺は困らない」

『上層部はすでに、会長の職権濫らん用ようについての査問会を……』

「黙れと言っておけ」

『会……』

「おまえらがやることは簡単だ。破られた結界についての調査。破は壊かいされた教室の修復。その修復が完成するのに何日かかるか俺へ報告。修復が終わるまでは休校。その旨むねを全生徒に通達。わかったか？」

『……わかりました。わかりましたが、しかし今回、敵の侵入を許したことについての釈しやく明めいを会長は《軍》にしなければ……』

「俺だからこの程度の被ひ害がいですんだ。意見するな無能ども、と、伝えろ」

『そ、そんなことは伝えられ……』

　が、そこで、例によって例のごとく、月光はケータイを閉じる。ふうっと、疲つかれたようなため息を小さく吐つく。

　するとそれに、なぜか大兎があきれるような顔で、

「……いまの、《軍》とかいう奴やつらだろ？　おまえ、ほんとに誰に対しても、そういう態度なのな」

　と、言う。

　それに月光は大兎を見上げ、

「そういう態度とは？」

「いやその、俺様な感じ」

「問題あるか？」

「う～んと」

「ないなら黙ってろ」

「ううう～んと」

　と、ドクターペッパーまみれの馬鹿が不満げにうめくが、月光は無視して、

「いいから早くコーラをよこせ、ペッパー君」

「誰がペッパー君だよ」

「いいから」

　と、言う。それに大兎がしぶしぶ袋ふくろに入っているコーラの缶かんを渡わたしてくる。そのコーラを開け、一口飲む。炭酸が喉のどを通り、少しだけ頭がすっきりしたような気がするが、しかしまだ眠い。なので、

「さて、帰って寝るか」

　と、月光は言う。

　すると大兎が、

「ええ～、それだけ？　コーラのお礼は？」

「はっ」

「いやはっじゃなくてさ……ああ、ええと、まあいいけど。ってことは俺も、帰っていいの？」

「いてくれと俺が頼たのんだか？」

「……ぶっ飛ばすよおまえ」

　と、雑魚が吠ほえる。

　それに月光はため息を吐き、もう一口だけコーラを飲んでから、立ち上がる。

「帰るぞ美雷」

　すると美雷もこちらを見て、

「お～！　でもその前にさっきの買ってゲッコー。さっきの美味しいの！」

「なんでもいいから早く帰る準備をしろ」

「うん！」

　と、美雷が生徒会室の隅すみに落ちている鞄かばんを拾いにいく。

　月光はそれを見つめ、それから生徒会室の中をもう一度見回す。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊された生徒会室。いや、ここだけじゃない。大兎とヒメアたちは他でも《天魔》と戦ってきたという。なら、被害は学校全体に及およんでいるだろう。いくら《軍》が魔術を駆く使しして復旧を頑がん張ばったとしても、数日は休校になる。

「…………」

　ならその間に、《天魔》について調べよう──と、彼は思った。

「だがいまはとにかく睡すい眠みんだ」

　そう言ってから、彼は命じる。

　生徒会室へ向けて。

《聖地》へと向けて、命じる。

「《道み程ち》を開け。自宅へ帰る」

　すると突とつ然ぜん、白い、コンクリートの壁かべの真ん中に穴が空いた。その穴の向こうに、部屋が見える。ベッドと、机しかない部屋。月光の部屋だ。

　その部屋へ向けて彼が進もうとすると、それに美雷がなぜか、

「え～！」

　という声を上げた。そして、

「穴で帰ったら、あの美味しいの買えないじゃん！」

　などと言う。

　それに月光は美雷のほうを見ると、彼女は怒おこったぞとばかりに頬ほおを膨ふくらませて、

「ゲッコー買ってくれるって言った！」

　と、まるで子供のような顔をしている。それにうるさい馬鹿と言おうとして、しかし、やめる。以前にチューペットを買ってくれと頼まれて同じことを言ったら、泣いて駄だ々だをこねられてしまいうんざりしたのだ。

　なので彼は顔をしかめ、

「……小こ遣づかいやるから近所のスーパーで買ってこい」

「やったー！」

「帰るぞ」

「うん！」

　そして月光は、家へと帰ろうとする。

　それに大兎が、

「あ、ちょっと月光、あとで話が……」

「俺にはない」

「てめ……」

　が、無視で、彼は《道み程ち》をくぐり、ベッドに倒たおれた。そしてすぐに穴を閉じる。穴の向こうで大兎がなにやら叫さけんでいたが、いまはどうでもいい。

　美雷が部屋の電気をつけようとして、

「つけるな」

　と、命じる。

「あたし暗いの嫌きら～い」

「ガキが」

「お小遣いは？」

「ポケットを勝手にあされ。俺は寝る」

　そう言ってから、彼は目を閉じる。

　部屋の中は、暗い。

　つい三日前に、カーテンを遮しや光こうのものに替かえたのだが、それがよかった。

　もし以前のままの──まだ、彼が子供のときに両親が買い与あたえてくれた自動車の模様が描えがかれたカーテンのままだったら、西日が防げずに、眠ねむるのに苦労しただろう。

　だが、遮光カーテンはしっかりと光を遮さえぎり、部屋は暗い。

　その暗くら闇やみの中、美雷が彼のポケットを探さぐり、金を抜ぬいて、

「えっと、あの美味しいの、なんて名前だっけ？」

　と、聞いてくる。それに月光は疲れた声こわ音ねで言った。

「ドクターペッパー」

「どくた～ぺっぱ～。どくた～ぺっぱ～。うん。わかった。他になにか買ってくるものある？」

「ない」

「じゃあいってくるね」

「いってこい」

「ほーい」

「鍵かぎ、ちゃんとしめろよ」

「ほいほいほい」

　そう言って美雷が部屋から飛びだしていく。それを彼は確かく認にんしてから、

「……まったく今日は、長い一日だった……」

　とそう呟つぶやき、目を閉じた。

　するとすぐに意識が深い闇の中へ沈しずんでいこうとする。少しだけその闇の中で、今日あった出来事について反はん芻すうしてみようかとも思ったが、その意識も深い闇の奥おくへと溶とけていく。




　そしていつの間にか。

　本当にいつの間にか、夢の世界へと、入り込んでいる。




　そこではすべてが平和で、光に満ちている。

　カーテンはまるでその光を遮ることがなく、まだ、生きている両親が嬉うれしそうに笑いながら、

「ほらほら、月光と日向が好きな、自動車のカーテンだよ～」

　なんてことを、言う。

　それに月光は、自動車が好きだなんて、一度も言ったことがないんだけれど、と思うが、両親がそれで楽しいなら、それでいいか、と、思う。

　そして隣となりを見ると。

「…………」

　隣にいる弟のほうを見ると、彼も同じ気持ちなのか、少し困ったような、それでいて嬉しげな顔でこちらを見つめてきていて。

　その、日向と目が合う。

　それに月光は二人だけにしかわからない、微び笑しようを浮うかべる。

　そして、思うのだ。

　みんなが楽しいなら、まあ、それでいいか、と、思うのだ。




　というそんな。

「…………」

　そんな馬鹿らしい、遠い昔の夢を一いつ瞬しゆん、彼は見た。









　第四章　時雨しぐれ遥はるかとサイトヒメア






　誰だれもいないとわかっていても、そこに忍しのびこむのは少し、ドキドキした。

「…………」

　誰もいない、職員室。

　採点途と中ちゆうのテストの紙に、飲みかけのお茶。

　通り魔まが出たとかいう理由で教師たちも無理矢理学校から追いだされてしまったせいか、いまは誰もいないのに、どこか少し、職員室には慌あわただしさが残っている。

　その、職員室の扉とびらを開き、大たい兎とは中へと入る。

　そしてそのまま周囲を見回し、

「確か狩かり野のの机は、窓ぎわだったよなぁ～」

　と小声で呟つぶやき、自分のクラスの担任の机を探す。

　その、彼の後ろから、

「なんで大兎、小声なの？」

　なんてことを、ヒメアが聞いた。

　それに大兎は、振ふり返る。

「あ、いや、なんとなく」

「なんとなく？」

「うん。ここ先生がいる場所で普ふ段だん入らないから、緊きん張ちようしちゃって」

　と、大兎は言うが、ヒメアには彼の気持ちがわからないのか不思議そうに首をかしげ、

「じゃあ私も小声にするね！」

　とか、言う。

　それに大兎はそーして～、とか適当に言い、再び机を探す。しばらくくるくると部屋の中を見回していると、それぞれの机に名札がついていることに気づいて、

「あ、こりゃわかりやすくていいや」

　とか、彼は言う。そのままいくつかの名札を見ているうちに、担任の机を見つける。

　狩野は普段から教室の清せい掃そうに厳しいので、絶対Ａ型だよね～と女子たちが噂うわさしていたが、やはりＡ型らしく、机は綺き麗れいに整せい頓とんされていた。

　その机を見下ろして彼は、

「あ～、先生ごめん。机あさります」

　と、呟く。

　そのまま机の引き出しの一段目を開く。しかしそこでは目当てのものが見つからなくて、さらに次の段を開く。だが、そこでも見つからない。

　とそこで、机をあさっている大兎の顔をのぞきこむように、横からひょいっとヒメアが顔を出してきて、

「ねねね、なに探してるの？」

　と聞いてくる。

　それに大兎は、

「名めい簿ぼ」

　と、答えた。

　そう。

　彼がいま探しているのは、宮みや阪さか高こう校こうの生徒の住所が載のっている名簿だった。プライバシーがどうのこうのとかいう最近流は行やりの理由で宮阪高校も名簿が作られていないのだが、それにしたって教師が生徒の住所を知らないわけがないので、彼はそれを探していた。

　そして三段目の一番大きな引き出しをあさっている途中で、

「あ、見つけた」

　大兎はそう、呟いた。そして引き出しの中から、宮阪高校住所録──と書かれた小冊子を取り出す。ペラペラとめくる。

「ええっと、あいつのクラスは、何組だったっけ……」

　そう言いながら、彼は、月げつ光こうの住んでいる場所を探す。すると紅くれない月光の名前は、一年九組と書かれているページの中に、あった。

　その住所を見る。そして少しだけ顔をしかめ、

「なんだよ、うちとわりと近いじゃねぇか」

　なんてことを、言う。

　それにヒメアも名簿をのぞいて、

「あ、月光のとこにいくの？」

　と、聞いた。

　それに大兎は、うなずく。

「ちょっと聞きたいことあったのに、あいつさっさと帰りやがったからさ～」

「聞きたいこと？」

「うん」

「なに？」

「ん？」

　それに、大兎は顔を上げ、そしてヒメアの顔を見る。そして、

「ええと、ちょっといろいろ」

　と答えると、ヒメアは悪戯いたずらっぽい真しん紅くの瞳ひとみをさらに輝かがやかせて、

「あ～、な～んか怪あやしいな～」

　とか言った。

「私に隠かくしごと？」

「いやいや、隠しごととかじゃないけど」

「じゃあなに～？」

「いやええと、ほんと気にしないで。たいしたことじゃないから」

「ええ～そんな隠されると、気になるよ～。ほらほら、言いなさい。私に隠しごとしても、いいことないよ～」

　なんて問い詰つめられるが、しかし、大兎は答えられない。

　というか、答えられるはずがなかった。

　だっていまから月光に。

「…………」

　あの、俺おれ様さま生徒会長な馬ば鹿かに、

『今後またこういう事件が起きたとき、ちゃんとヒメアを守るためにはどういう修しゆ業ぎようとか訓練をしたらいいか？』

　なんて恥はずかしいことを、聞きにいこうとしているのだから。

　だから大兎は慌あわててヒメアから目をそらし、名簿に書いてある月光の住所を暗記すると、再び机の中へと戻もどす。

　そして、

「……いや、ほんとになんでもないから気にしないで」

　なんてことを、言う。

　もちろんそれに、ヒメアは納なつ得とくなんかしてくれないのだが。

「……ふぅん。ふぅううう～ん。そう。大兎ってば私に隠しごとするんだ～」

「いやいやあの、ほんとになんでもないんだぜ？」

「ふぅん」

「ほんとだって」

「ふぅうう～ん。いいよ～だ。私も大兎に秘密あるし」

　なんてことを、彼女が言って、それに大兎は、

「そうなの？」

　と、聞く。というか、彼女はもう存在自体が不思議だらけなので、いまさら秘密の一つや二つあっても気にはならないのだが。

　しかし、彼女は楽しげに、

「私に秘密があったら、気になる？」

　と、聞いてくる。

　それに大兎は、

「ええと」

「気になるんだ？」

「ええっと……そうだね」

「でも教えてあげな～い！」

　やはり楽しげに、彼女はそう言う。もう、これみよがしに秘密がありますよ～という顔で胸を張って。

　それを大兎は、見る。

　彼女の薄うすく膨ふくらんだ胸と、白い首。そして、ピンク色の綺麗な唇くちびる。
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「…………」

　それが勝手に目に入ってきて、彼はなぜか急に緊張してしまう。

　なんかさっきからやたらいろんな事件が立て続けに起きまくってしまっていて忘れていたが、ついさっき、彼は彼女と、キスをしたのだ。

　それもファーストキス。生まれて初めてのキス。そういうキスを、まさかもしかしたらもう死ぬかもしれない、なんていう極限状態でするだなんて思ってもみなかったのだけど、でも。

　キスをした。

　おまけに告白されて、こちらもその、好きだとか言ってしまって。

「…………」

　なんか、これってすごく、大変なことのような気がする。

　それはたぶん、普通の高校生にとってはどんなことよりも大きな事件で。

　そしていま、彼らは学校に、二人だけだった。

　いやもちろん、《軍》の関係者は何人も投入されて教室の修復を始めているらしいのだが、この職員室の周辺にはまだ、誰もきていないので、とにかくいま、この職員室には、ヒメアと、彼の二人だけ。

　それに。

「…………」

　それに彼は、急にどぎまぎしてしまってヒメアの唇から目をそらすと、

「……え～、あ～っと、じゃあ俺、そろそろ帰るわ……」

　まるで棒読みのようなたどたどしい口調で、そう言った。

　するとそれに、ヒメアが不満そうな顔になり、

「え～!?」

　と言う。というか彼女は、大兎が帰ると言うといつもそんな顔をする。そして次に出てくる言葉は、

「じゃあ私も大兎の家に……」

　というところで、彼は止める。

「それだめ～。毎度言ってるけど、ヒメアはいろんな組織から狙ねらわれてんだから、結界が張られた学校から出たら、すぐに襲おそわれちゃうって月光に言われたろう？　だからだめだって」

　とそう言いながら彼は、その学校でさえ襲われちゃったけど……なんてことを思う。だから彼女をこのままここに、一人にしておくというのも気き懸がかりではあるのだが。

　しかしだからこそ、帰る必要があった。

　再び彼女が何者かに襲われたときに備え、とにかくなにかしなきゃ、と、そう思った。

　いや、いまの自分では、彼女の側そばにいるだけで足手まといなのだ。ただ十五分の間不死身、というだけで、ちょっと強い化物が現れるとあっさり何度も殺されてしまって、そして、彼女に助けられる。

　月光に助けられる。

　美み雷らいに助けられる。

　馬鹿みたいに助けられる。

　彼が所属している生徒会の中で、男女含ふくめて自分が一番弱いのだ。

　何年も空手に打ちこんだっていうのに、たかだか生徒会委員の仲間の中で、一番あっさり死にまくるのだ。

　そんなのちょっと、なんというか、耐たえられないなぁ、なんてことを、彼は思う。

　だから彼は、

「……それに今日はいろいろあったから、ヒメアも疲つかれたでしょ？　だから、一回休もうぜ？　俺も月光じゃないけど、ちょっと眠ねむくてさ～」

　と、言う。

　しかしその言葉にもヒメアはいつも、じゃあ一いつ緒しよに寝ねようよ～とか言いだして、それに大兎が慌てて、いやいやそれはちょっとまずいでしょいきなり高校一年でそういうことってええとああととか、そんな会話がここのところ何度も繰くり返されているのだが。

　しかし、今日は少し、違ちがった。

　ヒメアが、

「……あ」

　と、なぜかちょっとだけ怯おびえるような顔になって、言う。そして、

「……そうだよね。疲れたよね。ごめん……」

　なんて突とつ然ぜん、謝あやまってきてしまって、それに大兎は慌てて、

「あ～、ええといや、俺が言ったのはそういう意味じゃ……」

　が、彼女は首を振る。少しだけ悲しげに笑って、

「ううん。私も今日はなんか、いろいろありすぎて疲れちゃったしね。だから大兎、今日は帰っていいよ～。引き止めてごめんね」

　と言う。

　だが、もちろんそんなふうに言われてはいそーですかと帰れるはずはないわけで、

「あ、あ、やっぱ俺……」

「いいからいいから。また明日会お～」

　と、彼女は微笑ほほえむ。そしてそのままひょいひょいっと後ろに下がって、彼から離はなれていってしまって。

　それに彼はもう一度、いや、やっぱ今日はヒメアの側にいようか？　と言おうとする。あんなことがあったんだから、一人じゃやっぱ、寂さびしいよね、とか、言おうとする。

　だがそれを言うよりも先に、ヒメアが、

「私も、ちょっとやることあるし……」

　なんてことを言ってしまって。

「……あ、そか」

　と、大兎は言いかけた言葉を、飲み込こんだ。

「じゃあ、ヒメア部屋戻る？」

「うん」

「なら、俺帰るね」

「うん」

「部屋まで見送ろうか？」

　そう聞くと、彼女は笑う。大だい丈じよう夫ぶ、と言って、微笑む。

　そして、

「大兎」

「うん？」

「あのね」

「うん」

「今日は好きって言ってくれて、嬉うれしかった」

　なんてことを突然、彼女は言った。

「大好きだよ、大兎」

　なんてことをあっさり、彼女は言った。

　それに大兎は、

「あ～、うん」

　とだけ、言う。そういうことを言われたときのための心の準備がまるでできてなくて、そんな間ま抜ぬけな声しか出せない。

　そしてそんな自分にうんざりして、なにか気の利きいた答えを返そうと頭の中でいろいろ考えたあげくに、

「んと、俺も……」

　ってださすぎるだろ……という心の中の突つっこみは、もう、この際置いておくことにする。

　でもそれに彼女はあはっと笑い、

「うん！　今日はそれで十分～」

　と、言った。

「それじゃ部屋に戻るね。大兎もゆっくり休んでね」

　そう言って、彼女はこちらを向いたまま職員室から廊ろう下かへと出て、手を振ふってくる。

　それに大兎も手を振り、

「うん。じゃあまた明日ね」

「うん。明日ね」

　と、言いあう。

　そのままヒメアは去っていく。

　その姿を見送って。

「…………」

　それに少しだけ、拍ひよう子し抜けしてしまう。もう少し、帰るの大変かなぁ～とか、思っていたのだが。それもさっき、あんなことがあったばかりだから、引き留められちゃうかなとか、そんなことを思ったり思わなかったりだったのだが、

「……いや、別にいろいろ期待してたとかじゃ、なくてね」

　なんてことを、ちょっとだけ寂しげに言う。

　そして彼も動き始める。

　いろいろとあさった担任の机を綺き麗れいに元に戻し、職員室から出る。自分の教室へと戻り、鞄かばんを拾う。そのまま学校を出て、歩きながらケータイを開く。ＧＰＳに月光の住所を入力して、どこらへんなのかを確かく認にんすると、やはり彼の家からわりと近いようで、まじで近いなぁ、とか、呟つぶやく。

　そしてその、月光の家へと向かいながら、

「…………」

　さっき、職員室からあっさり去っていった、ヒメアの表情を思いだす。

『私もやることあるし……』

　と、そう言った彼女の、少しだけ疲れたような顔を思いだす。

　あきらかに彼女は、なにかを隠かくしてるようだった。

　いや、彼女はいつもいろいろ隠していて、大兎にはなにがなんだかわからないのだが。

　たとえば彼女は、死んだ大兎を、自分の命を顧かえりみずに生き返らせてしまっていた。それで自分が死ぬとわかっていたのに、そんなこと一言も言わずに毎日、大兎といれて幸せとか、言い続けていたのだ。

「…………」

　でも、それをひどいと、大兎は思わない。だって、彼女が自分にそれを相談してくれたとしても、いまの自分には。

　力のない、知識もない俺には、

「……どうにもできなかったろうし」

　だから彼女は誰にも頼たよれず、一人、犠ぎ牲せいになろうとしていた。

　最悪なことに、目の前で死んでしまおうとしていた。

　おまけにその事件が、いったいどういうふうに解決したのか？

　いやそれどころか、そもそもあの学校の廊下で、なにが起きていたのか？

　それすらいまいち、大兎にはわかっていなかった。

　もちろんいろいろ目の前で起きた出来事の断片から、うっすらヒメアが大兎を生き返らせるために力を失ってしまい、そしてそこをテンマにつけ入られた──ということはわかるのだが。

　それにしたってテンマってのはいったいなんなのか？

　ヒメアが絶望するほどの強大な化け物であるテンマを、いったい月光はどうやって追い払はらったのか？

　ほんとにもう、ヒメアは安全なのか？

　それともまだまずい状じよう況きようなのか？

　バールスクラや、あのもう一人の女の人格はなんだったのか？

　その人格を生みだしてしまった、《幸福》とかいう名前の魔ま法ほうはいったい、なんなのか？

　そこらへんもすべて、きちんと月光に聞いてみる必要があった。

　まあ、あのクソみたいな性格の生徒会長が素す直なおに答えてくれるかは、ちょっと疑問だけどね。

　しかしそれでも、ヒメアに聞くよりは本当のことが聞けるような気が、した。

　彼女はたぶん、いろいろと隠すから。大兎の負担にならないように、なんて馬ば鹿かなことを考えていろいろと隠しそうだから、彼女に聞くわけにはいかなかった。

　そしてそれに彼は苦く笑しようして、

「……俺って信用ねぇからなぁ」

　と、呟く。

「ま、力がないんだから当たり前だけど……」

　なんて言いながら、彼は交こう叉さ点を渡わたる。

　ついこの間トラックに轢ひかれ、初めて自分の不死の能力と、ヒメアの記き憶おくを取り戻もどした交叉点を渡って、商店街へと入る。

　街の景色はまるで変わらない。

　夕方の活気溢あふれる商店街に、子供のころからずっとこの街に住んでいるせいで顔見知りばかりの人波。

　だがその、すべてが今日はまるで別のもののように見えた。

　中学から高校にあがるとき、こんなにも大おお幅はばに世界の見え方が変わるとは、思ってなかったのに。もう、いま彼の周りを取り囲んでいる景色は、ついこの間までとはまるで違うものだった。

　よく高校デビューとかいうけれど、まさかここまでデビューするとは思ってもいなかったなぁ、なんて、彼は思う。

　そして。

「…………」

　彼は商店街を抜け、住宅街に入って、自分の家の前を通る。

　そのままその隣となりの、幼おさな馴な染じみの家の前でふと、足を止める。

『時雨』と書かれた、見慣れた表札を見て。それから彼女の──小六からずっと一緒で、いつも二人で遊んでいた遥の部屋を、見上げる。

　まだ、遥は家に帰ってきていないのか、部屋は暗い。

　それを見上げて、

「…………」

　本当に、こんなふうになるなんて思ってもみなかったなぁ、なんてことを、思う。
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　ずっと長い間、一番身近にいる家族以外の異性は遥で。だからなんか、あまりにもその存在が近すぎて、こう、恋こい人びとになるとか、そういうことを考えないできたのだけど。

　でも、うっすら、そういうことの全部の相手が、遥なんじゃないかと、そう思っていた。もちろん自覚していたわけじゃないけれど、そうなんじゃないかなぁと、うっすら思っていた。

　なのに、さっき、

「…………」

　彼は別の女の子とキスをした。

　もちろんヒメアを好きという気持ちはたぶん本物で。いや、まだ高校一年のガキだから、気持ちが本当に本物かどうかなんて、そんな大人なことはわからないけれど、でも、いろいろ積みかさなった上で、彼女に対して自分の中に生まれた気持ちは本物で。

　だから、彼女にキスされて、それで自分も、好きだと伝えた言葉に後こう悔かいはないのだけれど。

「……遥に、このこと言わなきゃな」

　と、彼は小さく呟く。

　するとそれに、胸の奥おくのほうが少し、痛くなってしまって、驚おどろく。

　それがいったいどんな気持ちなのか、いまいち自分で自分の心を把は握あくできない。

　いや、嘘うそだ。

　本当はできている。

　でも、なんというか、

「……人生は、甘あまくないってことだよねぇ」

　もしこのことを伝えたときの遥の顔を想像して。そのとき、彼女がどんな反応をするか、想像して。

　すると頭の中に浮うかんでくるのは、あははと笑う、彼女の顔だけだった。

　彼女は大兎の前で、いつも嬉しそうに笑っていて。なにがあっても、応おう援えんしてくれて。

　そして今回も、やったね、とか、頑がん張ばってね、とか、応援するね、とか、そんなことを、言うのだろうか？

　それとも。

　それとももしかして、泣いたりするのかな。

「…………」

　いや、遥が自分のことをきっと好きだ──なんて己うぬ惚ぼれているわけではないけれど。

　でも、あのトラックに轢かれてしまった日以来、あまりに突とつ然ぜん、いろいろなことが変わってしまったから、それを話したらきっと、遥も戸と惑まどうだろうなぁとか、彼は思う。

　そのまま彼は、暗いままの遥の部屋をしばらく見上げていてから、

「…………」

　再び歩き始めた。

　そして、いまはまだ、他にやることがあるから、そういうのを考えるのはやめよう、と、ちょっとだけ逃にげる。

　なんにしろ、自分の人生はもう、ぐるっと異お常かしくなってしまったのだ。

　悪魔やら化物やらが跋ばつ扈こする、まるでどこぞのマンガの中のような世界に巻き込こまれてしまった。

　そしてその危険で、異常な世界に、遥まで巻き込むわけにはいかなかった。

　だから。

「…………」




　だから。










　遥の家の前を通りすぎて五、六分ほど進むと、その家はあった。

　スポーツ万能、学業優ゆう秀しゆう、女の子にはモテモテ、おまけに陰かげで悪魔や化け物をぶっ飛ばしている──なんていうド派手なプロフィールの生徒会長の家としては、目の前に建っているその家は、あまりに普ふ通つうの一戸建てだった。

　小さな庭に、モルタルの壁かべ。

　もう、あまりにもごく普通の二階建ての家で。

　それを大兎は見つめる。

　遥の部屋同様、外からぱっと見ただけだと家の中に灯あかりがついているようには見えないが、

「……でも、帰って寝ねるって言ってたしな」

　そう呟き、彼は門を潜もぐる。そして短いエントランスを通り、インターフォンを押おす。

　ぴんぽーんという、これまた月並みな音が響ひびき、

「…………」

　しかし、反応がない。

　それに彼はもう一度、ぴんぽーん。

「…………」

　ぴんぽんぴんぽんぴんぽんぴん……

　と、そこで、インターフォンから、

『……うるさいっ！』

　というひどく機き嫌げんの悪い声で、月光が答えた。

　それに大兎はああごめん、起こして悪いとは思ってるんだけど、と言おうとしたが、その前に、

『うちは宗教はお断りだ。勧かん誘ゆうもお断り。宅配便は不在の届けをポストに入れとけ。次うるさくインターフォンを鳴らして俺の眠ねむりを妨さまたげたら、殺すからな。以上』

　なんてことを勝手に言って、がちゃんっとインターフォンが切れる。

「っておい月光？」

　と大兎が言ってみるが、もう切れているので、こちらの声は相手に伝わらない。

　それに。

「……いや、眠いのはわかるけど、毎度宅配便の人とかにあんな対応してるわけ？　あいつ……」

　そう言いながら、彼はもう一度インターフォンを押す。するとぴんぽーんという音が家の中に鳴り響き、再び、

「……死にたいのは、誰だ？」

　月光の声がした。

　それに大兎は答える。

「俺だけど」

「消えろ」

「いや、ちょっと相談があってさ」

「俺はない」

「おまえにあるかどうかは関係ねーんだよ」

　と言ってみるが、しかし、

「…………」

　ガチャという音が鳴って、またもインターフォンが切れる。それに大兎は、

「あんにゃろ」

　と、もう一度インターフォンを鳴らそうとするが、しかしそこで突然、家の扉とびらが開いた。

　そして中から、例の俺様生徒会長が顔を出す。服を着たまま寝たのか、少し皴しわの寄った制服に、いつもはきっちりと首の上まで締しめられている詰つめ襟えりが、今日は半分くらいまで開いている。

　あきらかに、疲つかれている表情。というよりも月光には珍めずらしく、ぼけーっとした半眼に、寝ぐせまでついている。

　その姿に大兎は、

「あ、ごめん、寝てた？」

　と、わかってたことだがとりあえずそう言うと、月光はその彼を半眼のまま鋭するどくにらみつけ、

「……入れ」

　と言う。

　それに大兎は少しだけ驚いて、

「いいのか？」

「入らないなら帰れ」

「いや、入るけどさ」

　そのまま大兎は、月光の家の中に入る。玄げん関かんは暗い。外はもう、だいぶ陽ひが落ちてきてしまっているので、家の中は暗い。

　その暗い中を、月光は灯りをつけないまま、奥へと歩いていく。

　それに大兎は靴くつを脱ぬいで、

「お邪じや魔ましま～す」

「ほんとに邪魔だ」

「その言い方なくない？　せっかく生徒会委員の仲間が家に遊びにきたんだし」

　と、言う。

　そのままきょろきょろと周りを見回しながら、大兎も月光の後に続く。

　すると月光は廊ろう下かの奥にある扉を開き、その中に入る。そしてその部屋の電気をつける。

　するとそこはダイニングキッチンになっていた。それほど広くないキッチンと、その前に置かれた食しよく卓たくテーブル。そのテーブルの脇わきに置かれた椅い子すを月光は指差し、

「座すわれ」

　と言う。それから冷蔵庫を開き、コーラを二本取り出す。一本をこちらに放ほうり投げてきて、もう一本を、開ける。

　それに。

「…………」

　大兎はコーラを受けとって、

「あ、さんきゅ」

　と、言う。

　もちろん月光は無視だが。そのまま彼は椅子に座り、コーラを一口飲んで、

「……くそ。まだ眠い」

　と、言った。

　その顔が本当に眠そうだったので、ちょっとだけ申しわけない気分になりながらも、大兎は周囲を見回して、言った。

「……あの、ご家族の方は？」

　するとそれに、月光が答える。

「いない」

「いない？」

「ああ」

「っていうと」

「死んだ。日向ひなたが殺した」

「…………」

　それに、大兎は言葉を失う。そしてちょっと前、ヒナタとかいう名の化物を前にしたときに見せた彼の憎にくしみに満ちた顔の理由が、やっとわかったような気がした。

　あと、こいつのこの、ちょっとびっくりするくらい荒すさんだ性格の理由も。

　それに。

「……あ～、こりゃ、俺なんも知らなくて……」

　が、月光はそれを遮さえぎり、

「ずっと昔の話だ。気にする必要はない」

「そう？」

「ああ」

「でもごめん」

「…………」

　それに、月光は答えなかった。もう一口コーラを飲み、眠そうな瞳ひとみのままこちらを見る。

　そして突然、

「おまえがくるのはわかっていた」

　なんてことを、言った。

　それに大兎は驚いて、

「まじで？」

「ああ」

「なんでよ？」

　すると月光は、こちらを馬ば鹿かにしたような酷こく薄はくな顔で笑い、

「あれだけなにもできず、俺やサイトヒメアに迷めい惑わくをかけ続けていて、それでものうのうとなにもしないのなら、おまえは、クズだ」

　と、言う。

　それに大兎は月光を見つめ、

「……あ～」

　と言った。そのままちょっとだけ自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮かべながら、

「やっぱ、そうだよね」

「ああ」

「……なんか、おまえのほうからそう言ってくれると、話が早くていいわ」

「おまえの行動はトロいがな」

「……はは。そうだね」

　そう言ってから、大兎もコーラの蓋ふたを開ける。飲む。するとそのコーラは冷えすぎていて、少しだけ頭が痛くなる。

「座っていい？」

「ああ」

　それに大兎は、テーブルにコーラをおいて、座る。普通の一戸建ての、普通のキッチンの食卓テーブルで、この俺様生徒会長と二人で向かいあって座るのはなんだか妙みような違い和わ感かんがあったが。

　彼は月光のほうを見つめ、言った。

「まあ、といってなにから聞けばいいかはわかんないんだけど……」

「馬鹿は自分がなぜ生きているかさえ知らないからな」

「……ああもう、ちょっとそういう茶々入れるのやめてくれっかな？」

　すると月光はまた、コーラを飲む。大兎もコーラを飲む。しかしそのコーラの味がわからなくなるほど、ひどく気まずい。

　そして、

「まあでも、一番気になることは、あれだ。ヒメアはもう、安全なのか？　ってこと」

　それがとりあえず、一番気になるところだった。

　どうやったのか月光がテンマとかいうのを追い払はらってくれたのだが、しかし、それでもう二度とテンマとかいうのはやってこないのか、それとも一時的にしのいだだけなのか？

　するとそれに月光が、

「《天魔》についてわかっていることは少ない。目下《軍》が調査中だ」

　なんて、わりと真ま面じ目めに答えてくれて、

「えと、じゃあ」

「ああ。奴やつらがもうサイトヒメアを襲おそわないつもりなのか、それともまたくるのか、それはわからない」

「ってそれ、まずいじゃん」

「ああ、まずいな。でもだからおまえはここにきたんだろう？」

　と、月光は言う。

　それに大兎は、

「ああ」

　と、うなずいた。

「そうだ。次また、ああいうことが起きたときに彼女を守れるだけの強さが欲ほしい」

「雑ざ魚こが雑魚なりに、無む駄だにあがきたいというわけだ？」

「っておまえ、ほんと口悪ぃよな」

「事実を言っている」

「そうなの？」

「ああ」

「そか。でもじゃあ俺、その無駄なあがきをしたいんだよね～」

　と、大兎は言う。

　するとそれに、月光は眠ねむそうな半眼を少しだけ開き、

「……まあ、おまえのそのしぶとい体なら、見み込こみはないわけじゃないが」

　と、そう言ってから、立ち上がる。

　そして、

「ついてこい。一度生徒会室へ戻もどるぞ」

「いまから？」

「ああ。おまえは修しゆ業ぎようがしたいんだろう？」

　という、その修業という響ひびきに少しだけ大兎は気き恥はずかしくなるが、

「うん」

　と、うなずく。

　すると月光が、

「なら、そういう場所へ《道み程ち》を繋つないでやる。おまえはそこへいって、しばらく帰ってくるな」

　なんて言われて。

「しばらくって、どれくらい？」

「さてね。なんでもかんでも人に決めてもらいたいなら、家に帰ってママにでも聞けよ」

「……おまえ、ほんと嫌いやな奴だよなぁ～」

「はは」

　と、笑いながら、月光は玄関とは反対方向へと、歩いていく。おそらくは自分の部屋へと戻るのだろう。自分の部屋に繋いでいる《道み程ち》で、生徒会室へと帰るつもりだ。

　それに大兎はついていく。

　その途と中ちゆう、いくつか部屋があるが、やはりまるで人の気配を感じない。

　家族がみんな日向に殺された、というのは、本当な……

「…………」

　本当な……

「…………」

　が、そこで、大兎は扉とびらが完全に開いてしまっている部屋があるのを、見つける。

　ベッドと、本ほん棚だなと、机という構成の、部屋。

　ベッドの上にはところせましとぬいぐるみが並び、本棚にマンガ本がぎっしりと詰つまっている。

　そして壁かべには、宮阪高校のセーラー服がかかっており、その下には、乱暴に脱ぬぎちらかされた下着が転がっ──

「って!?」

　と、思わず大兎は声を上げた。

　なぜかちょっと、ものすごく大人な光景を見てしまったような気がして、大兎は思わずそんな声を上げてしまった。そして、

「は？　え？　ちょ、月光？」

　それに、月光は振ふり返る。

「なんだ？」

「あの、あのあの、おまえ、もしかして」

「だからなんだ？」

「おまえ、女の子と暮らしてたり、する？」

　と、聞いた。

　それに月光は大兎を見つめ、それから彼が見ている下着が転がっている部屋へと、目を向ける。

　しかしそれに、彼はまるでうろたえた様子も見せずに、

「ああ、その部屋のことか」

　と、言った。

　こんなの学校にバレたら、速そつ攻こう退学処分になりかねないような状じよう況きようを同級生に見られたというのに、その、あまりの余よ裕ゆうの表情に、

「お、おまえ、ほんとなんか、そういうとこ大人なのな」

　と、大兎は言った。

　が、しかし、月光はなにを言ってるんだこいつは、と言わんばかりの顔でこちらを見つめ、

「……はぁ」

　とため息をつく。そしてまるで説明もしないまま、廊ろう下かの途中にある階段を昇のぼり始めてしまって。

「そこ説明なしかよ？」

　と聞いても、彼は答えない。

「……あ～でも、あれだよな？　宮阪のセーラー服があるってことは、うちの学校の女の子と暮らしてるってことだよな？　誰だろ。俺が知ってる女じゃ……」

　が、それに、

「おまえは本当によく喋しやべるな」

「いやでも」

「美雷の部屋だ。あいつは人間の世界に家がないから、その部屋で飼ってる」

　という、言葉に──大兎は、

「おまえ、美雷と付き合っ……」

「殺すぞ？」

　と振り向いてくる月光に、

「なんて、冗じよう談だん～。でもなんか、俺が思ってたよりおまえ、ちゃんと高校生っぽいコミュニケーション取れるのね」

　と大兎が笑うと、それに月光はなにかを言おうとして、しかし、

「…………」

　なんかもういろいろとめんどくさくなったのか、もう一度だけため息をついて、こちらを無視した。

　本当に今日は、だいぶ眠いようだ。そのまま彼は階段を昇っていく。その後ろ姿についていきながら、

「なぁ」

「…………」

「もう一つ聞きたいことあるんだけど」

「……もうおまえのおしゃべりに付き合うのは、疲つかれた」

　それに大兎は笑って、

「でも聞くけどね」

「死ね」

「はは」

　そして、大兎は聞いた。

「……ヒメアがさ、俺を生き返らせるためにだいぶ犠ぎ牲せいになって……そのせいで今回の事件が起きたって聞いたんだけど……いったい、俺が死んでる間に、ヒメアになにがあったんだ？」

　という、その言葉に、もう二度とこちらを向きたくないと言わんばかりの顔をしていた月光が、再びこちらを振り向く。

　そして、

「……それはサイトヒメアから聞いたのか？」

　が、大兎は首を振る。

「いや、ヒメアの別の人格が、言ってた。ヒメアを《天てん魔ま》から守ろうとした別の人格が……」

「別の人格？」

「ああ。バールスクラとか、名乗ってたけど。あ、バールスクラって、ヒメアのことだったのな」

　するとそれに、月光は目を細め、

「……バールスクラが、サイトヒメア……？」

　と、小さく呟つぶやく。

　それに大兎は、

「あれ、それは月光、知らなかったの？」

「……知らん。あの、魔女め……隠かくしごとばかりしやがって……」

　しかしそこで、月光は言葉を止め、

「……が、まあいいだろう。それも調べを進めればいずれわかることだ。いまはおまえを送りだして、俺は寝ねる」

「って俺の質問には答えろよ。ヒメアはいったい、俺を生き返らせるためになにを……」

　が、月光はそれに、

「それもいまから行く場所で、わかる。だからもう俺に話し掛かけるな」

　そう言って、月光はさっさと階段を昇る。昇ってすぐのところにあった部屋に入る。そこがどうやら月光の部屋のようで、さっき生徒会室に開いた《道み程ち》の向こう側に見えたものと、まったく同じ内装だった。

　ベッドと、机しかない部屋。

　その部屋に入り、月光は呟く。

「開け」

　すると部屋の壁の中央に、突とつ如じよ穴が開く。その穴は生徒会室へと繋がっている。まだ修復のすんでいない、滅め茶ちや苦く茶ちやになったままの生徒会室。

　その生徒会室へと月光はいき、さらにもう一度、

「開け」

　と、言う。

　すると今度は生徒会室に、月光の部屋へ繋がっているものとはまた別の《道み程ち》が開く。

　そしてそれを指差して、

「ここだ。ここにおまえが求めているものがある」

　と、月光は言った。

　それに大兎も生徒会室へと戻り、そしてさらにもう一つ開かれたその、穴を見る。

　すると穴の向こう側は、妙みような場所だった。

　いや、この《道み程ち》が繋ぐ場所はいつだって、異お常かしな場所ばかりなのだが。

　その、奇き妙みような穴の向こう側を、大兎は見る。

「…………」

　穴の向こうは、暗い闇やみの中を、蛍けい光こう色しよくのいまいち目によくなさそうな筋がぐるぐると宙を舞まうように渦うず巻まいている──という、本当によくわからない場所だった。

　それを見つめ、

「……これ、人間が入って生きてられる場所なのか？」

　と大兎が聞くと、月光はうなずく。

「問題ない。俺は何度も行き来してる」
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「ってことはおまえもここで修業した？」

「いや、俺は生まれたときから天才だった」

「……へぇ」

「だが生まれつき無能なおまえには、ぴったりの場所だろう」

「そうなの？」

「ああ。それに、おまえの知りたいことも、その中にあるしな」

「俺の知りたいこと？」

　そう、大兎が聞くと、月光はうなずいて、

「その中に、サイトヒメアの力を奪うばって、おまえを生き返らせた奴やつらが住んでる」

　なんてことを、言った。

　それに大兎は、

「……それって」

「たった一つだけだが、代だい償しようさえ差し出せばそいつらは大たい抵ていのものは与あたえてくれる。だからおまえもそこへいって、力を貰もらってこい。これが一番てっとり早く、クズが強くなる方法だ」

　と、そう言った。

　それに、大兎はもう一度、穴の向こうを見つめる。しかし見れば見るほどそこは眩暈めまいがしそうなほど蛍光色できらきらしていて。

「……そりゃおまえ、俺になんか代償を払はらって力を貰ってこいって、そういうことだよな？」

　すると月光はうなずく。

「そうだ」

「いやでも、あれだろ？　その代償って、すげぇ、やばいくらいでかいもんなんだよな？　なんせヒメアがあんなふうになっちゃったくらいだし」

「ああ」

「それを俺にもやれって？」

　という問いに、月光は笑った。

「おまえは女には犠牲を払わせて、自分は払いたくないと言うつもりか？」

　その、言葉に。

「……いや、言わないけどさぁ……」

　大兎も笑った。

　そしてもう一度、見つめる。穴を見つめる。ぐるぐるとなにかよくわからない力が渦巻いているように見える、その《道み程ち》の向こうを見つめ、

「……んじゃ、ちょっといってくるわ」

「ああ。さっさといけ。《道み程ち》は開けといてやるから、帰ってきたら、閉じろ、と言え。それで閉まる」

「わかった」

　と大兎がうなずくと、月光は再び部屋へと繋つないであった《道み程ち》をくぐり、

「じゃあな。なるべく、死ぬな」

　なんてことを言ってくるもんだから、大兎は笑って、

「あら、珍めずらしく心配してくれてんの？」

　と言うと、月光は馬ば鹿かな、という顔で言った。

「おまえが死んだら、《道み程ち》を閉める奴がいなくて、また開けっぱなしだったと《軍》から査問会に呼ばれる。それが嫌いやなだけだ」

「へぇ～」

「さあ、さっさと消えろ。目め障ざわりだ」

「ほいほい。んじゃ、起こしてごめんな」

「まったくだ」

　とそう言ってから、月光は閉じろ、と言う。すると月光の部屋と生徒会室を繋いでいた《道み程ち》が閉じ、彼の姿は消える。

　大兎はそれを確かく認にんしてから、

「……さて」

　と、言った。首をぐるりと回し、それから腕うでのストレッチをして、なるべく、どんな危険にも対処できるように、体をほぐす。

「ま、俺程度が対処できるような危険しかなけりゃいいんだけど、そうは問屋が卸おろさないよねぇ」

　なんて、妙に古い言いまわしで彼は言いながら、《道み程ち》をくぐる。




　すると抜ぬけた先は──









　第五章　願いと代だい償しよう






　抜けた先は、生徒会室から眺ながめていた景色よりも、さらに妙みような場所だった。

　おそらくは空であろう場所に、まるでオーロラのような七色に輝かがやく波が蠢うごめいていて、それが世界を照らしているのだが、しかし、その光だけでは世界は暗い。

　なので、視界は良好、とはとても言えない。

　見えるのはほんの十数メートル先くらいまでで、その先は暗くら闇やみに包まれている。

　そしてその、見えている景色も、異常だった。

　彼の目の前に鋪ほ装そうされた一本の道が延びていて、その道の左右は、崖がけになっている。

　大たい兎とはその崖をのぞきこんで、下を見ているが、しかし崖の底はまるで見えなくて、

「……これ、落ちたら絶対、死ぬよな」

　と、彼は呟つぶやく。

　いや、彼は十五分の間に七回死ななければ死なない──なんていう特とく殊しゆな呪のろいをかけられているので、一回落ちたくらいでは死なないのだが、だからといって、落ちてみようとは思わなかった。

　だから彼は再び顔を上げて、

「……この道を、進めって？」

　なんてことを言うが、もちろんそれに答えてくれる者などいない。それに大兎は小さくため息をつき、そして、歩き始めた。

　真っ直すぐ、光が届かなくなる闇の向こうまで延びていく道を歩いていく。

　すると景色が動く。暗い空の中を蠢いているオーロラのようなものが、ぐねぐねと動く。まるでミミズの群がのたうっているかのように、七色のオーロラが蠢く。

　そしてそれを見ていると、なぜかちょっと、気分が悪くなった。

　あきらかに。

「…………」

　あきらかにここは、人がきていい場所じゃない、というような気がしてきて、不安定な気持ちになる。

　そしてふと、帰り道がまだあるか不安になり、振ふり返る。するといつの間にか結構歩いていたのか、生徒会室とこの世界を繋つないだ《道み程ち》が、かなり遠くにあった。

　だが、その《道み程ち》がまだあるのを見て、少しだけ彼は、心の安定を取り戻もどす。大だい丈じよう夫ぶ。まだ、戻れる。

　それを確かく認にんしてから、再び前を向く。

　そして前を向いた瞬しゆん間かん、

「おわ？」

　と、彼は言った。

　彼の前に延びている道が、さっきよりちょっと、狭せまくなっているような気がして。

「ええと、あれ？　こんな感じだったっけ？」

　と、彼は呟く。そして後ろの道の幅はばと比べてみようと思い、もう一度背後を振り向き、道の幅を確認してから再び前を向くと、

「…………」

　今度はもう、あきらかに道が狭くなっていた。

　最初に道を見たときは、大兎が両手を伸のばし、横になって寝ねころがれるくらいの幅があったのだが、いま、目の前に延びている道は、人と人がすれ違ちがうことさえできないほど、細くなっている。

　それに。

「……なに、これ？」

　と、大兎は呟く。

「もしかして後ろを振り返るたびに、道が狭くなんの？」

　なんて聞いてもやはり、誰だれも答えてくれないが。

　しかし、彼は再び不安になってきて、一人喋しやべる。

「……俺、そんなの聞いてないよ？　それに、もう修しゆ業ぎようは始まっているのじゃ～、とか、そんな展開だったとしても俺、まだ心の準備できてないよ？」

　という言葉にも、もちろん誰も答えてくれない。

　だが、もう後ろを振り返るわけにはいかなかった。道が狭くなった理由が後ろを振り返ったせいなのか、違うのか、それはわからないが、もしも振り返ったせいだったなら、もう振り返るわけにはいかなかった。

　たぶん、いま二回くらい道は狭くなったのだが、いまの縮小率でもう一度狭くなられると、次はもう、子供のころに体育で使った、平均台くらいの細さまで道が縮小する可能性がある。

　そしたら絶対、

「……落ちるよな」

　そう呟いて、もう一度大兎は崖の下を見る。真っ暗で底が見えない、深い深い穴を見る。そしてごくんっと、唾つばを飲み込んで、

「と、とりあえず進もう。振り返らなきゃ大丈夫だ」

　と、自分に言い聞かせる。

　そして再び、歩き始める。どこを目的として歩いているのか、自分ではまるでわからないが、しかし、とりあえず彼は道の上を真っ直ぐ歩く。

　それからそのまま十五分くらいなにもない中を歩いていくと、今度は道の中央に、なにか黒い塊かたまりがあるのが、見えた。

　やはり光が乏とぼしいのでいまいちそれがなんなのかは見えないが、しかし大きさはわかる。

　たぶん、公園にある、ジャングルジムと同じくらいの大きさ。

　その、ジャングルジムくらいのサイズの黒い塊が、道の先におかれていて。

「なんだろ」

　と、大兎は呟く。

「あれが目的の場所かな？」

　よくはわからないが、とにかく彼は進む。すると近付いていくほど、その黒い塊の姿がはっきりしてきて。

　初めは、黒い石か炭の塊のように、見えた。しかし近付いていくほどにそれがどうも、その黒い表面はコウモリの羽のようなもので、その羽の中に閉じ篭こもるように、なにか、よくわからないものが丸まっているのが、わかった。

　それに大兎は、うえ～、もしかして、化け物？　化け物がいんの？　と、思ったが、もうそれは、声に出さなかった。

　もしいま、目の前にいるのがこちらに敵意を持っている化物なら、声を出して、こちらの存在に気づかれるわけには、いかなかった。

　しかしだからといって、逃にげるわけにもいかず、

「…………」

　彼は無言のまま、前へと進む。

　コウモリのようななにかのほうへと、向かう。

　するとその、途と中ちゆうで、

【──ニンゲンか──】

　という、声が響ひびいた。その声は目の前のコウモリの羽の中から響いてきているのだが、まるで大兎の耳もとで声が発せられたかのように、頭の中を反はん響きようした。

　それに大兎はうなずき、

「ええと……お邪じや魔ましてます」

【──アア、邪魔だな。この世界へ扉とびらを開けたままくるとは……光がまぶしい。音がうるさい。だが──】

　と、声が言う。

【──だが、おまえが犠ぎ牲せいを払はらうのなら、客だ──】

　そして大兎の前で合わせられているコウモリの羽が少しだけ、開く。そしてその隙すき間まから、なにかが、顔を出す。

　最初、大兎は出てくるのが、もう、そのまんまコウモリの顔なんじゃないかと思っていたが、しかし、出てきたのはそんなものじゃ、なかった。

　出てきたのは、人の顔だった。いや、人の顔に、似たものだった。

　紫むらさき色いろの肌はだに、ナイフで十字に切り裂さかれたように塞ふさがれた、両の目。だがその塞がれた目が、大兎を捉とらえる。そして口が、まるで獲え物ものを見つけた獣けもののように荒あら々あらしく、笑う。するとその口には、サメの牙きばのような、決して噛かみ合わさることのない、鋭するどく尖とがった刃はが現れる。

　そしてその顔が、言った。

【──おまえの望むものを、言え。ここはエデルカ。代償次し第だいで、おまえの夢を具現化しよう──】

　そう言いながら、牙が忙せわしなく動く。その牙の間から、絶えずヨダレが流れ続けている。それに大兎はびくつきながら、

「……月光からここを」

【──他者のことには興味がない。聞きたいのはおまえの欲望だ。おまえの絶望だ。さあ言え。言って冥めい訃ふの輪を潜くぐれ──】

　声が響く。

　頭の中にガンガン響く。

　それに、

「…………」

　これ、ちょっとやべーんじゃねぇの？　と、大兎は思い始めていた。いやもちろん、ヒメアをあんなふうに弱らせてしまった奴やつなのだ。当然ここにいる何者かが、やばい奴らなのはわかっていたが。

　というか、こいつにヒメアは──こんな化け物に彼女は、力を奪うばわれたのか。

「……俺なんかを、救うために」

　そう思うと、いま、目の前の化物の姿を見ただけでびくついて、いろいろ躊ちゆう躇ちよしてしまっている自分に腹が立った。

　そして彼は小さく息を吸うと、化物を見つめた。

「俺は力をもらいにきたんだ」

【──みなそう言う──】

「え？　そうなの？」

【──アア。そしておまえが欲する力は、なんだ──】

　そう、問いかけられて、彼は答えようとする。

　欲しいものは、力だと。

　ヒメアを守るための、どんな化け物に襲おそわれても大丈夫なだけの力と、どんな状じよう況きようでもうろたえずに、彼女を守れるだけの知識だと。

　あの、テンマとかいう化け物が現れても、彼女を守れるだけの能力を手に入れたい、とそう、言おうとした。

　だが、そう言う前に、目の前の化け物が言った。

【──代償はおまえの命だ。代償はおまえの大切にしているもの、すべてだ──】

　という、その言葉に、

「へ？」

　と、大兎は言う。

「え、ちょっと待って。命？　って、おまえからなんかもらうと俺、死ぬの？」

【──そうだ。ここにきた者はみな死ぬ──】

「嘘うそ～ん。それ、まずくない？　死んだら俺、ヒメアを守れな……」

　が、その言葉が終わる前に、コウモリの羽が開き始める。すると中には、なにもなかった。空と同じ七色の筋が蠢うごめき回り、その中央に、紫色をした人型の顔がふわふわと浮ういている。そしてその顔が、

【──いや、この場所に踏ふみいれたときにもう、命を失っている。おまえは餌えさだ。エサエサ──】

　牙を、鳴らす。ガシャガシャと鳴らす。

　それに、

「……お、おいおいおい、これちょっとやべぇんじゃ……」

　とそこで、その化け物の顔が、襲いかかってくる。まるでオーロラのような七色の残像を作りながら、まっすぐ彼の胸の中央に飛び込んできて、

「……が、は」

　後ろに、抜ぬける。

　それに大兎は、自分の胸を、見る。大きな穴が空いてしまった、自分の胸を、見る。おそらくは肺も、心臓も、内臓も、すべて喰くわれてしまった。

　もちろん彼は不死身なので、その胸の穴はみるみる塞がっていくが、しかし、

「……や、やべぇどころの騒さわぎじゃねぇええええええ!?」

　大兎は、叫さけんだ。

　そして後ろを振り返る。胸を通って後ろに抜けた化け物の顔を探すように、後ろを振り返る。

　すると顔はもう、すぐ目の前に飛んできていて。口が開く。サメのような牙の生えた口が大きく開く。それに、

「おわっ!?」

　とっさに身を伏ふせて、大兎はそれをよける。そしてそのまま、走りだす。元きた道を、戻り始める。

　そして走りながら、彼は思いだしていた。ここにくる直前に、月光が言っていた言葉を。あの馬ば鹿かが言っていた言葉を、思いだす。

　あいつは確か、こんなことを言っていた。

『なるべく、死ぬな』

「って死ぬだろこれ!?」

　と、記き憶おくの中の月光の言葉に、大兎は怒ど鳴なり付けた。

「いやなんなの？　なんなのこれ？　全然、代だい償しようを払って力を貰もらうとか、そういうんじゃないじゃん？　あいつ俺の話すら聞かないじゃん？」

　なんて愚ぐ痴ち愚痴言いながらも、彼は必死に走る。全力で走る。道が結構狭せまいから、ちょっと足を踏みはずしたら深い闇やみの底へ転落してしまいそうだが、しかし、そんなのはかまってられない。

　なにせ、後ろから化け物の牙の音が、迫せまってきているのだ。ガシャガシャと鳴る牙の音が少しずつ、少しずつ近づいてきて──

「……やば、逃げきれない……」

　と、大兎はうめくように呟つぶやく。

　もう、普ふ通つうの人間では不可能なほどの速さで、彼は走っているのだ。何度も足の腱けんが切れ、再生し、切れ、再生し、という、ヒメアから貰った再生能力を駆く使しして、人間の限界を超こえた速さで走っているのだ。

　だが、まるで逃げきれる気がしない。

　というか、

「……出口、なくなってね？」

　彼は全力で走りながら、自分が逃げている先を見る。だが、出口は見えない。まあ生徒会室からここに入ってだいぶ歩いたので、まだもう少し距きよ離りがあるのかもしれないが、どちらにせよ、

「……逃げきれねぇよな、これ」

　と、呟く。

　なら、どうする？

　どう行動すればいい？

　考える時間は、あまりなかった。彼には死ねる回数に、制限があるのだ。十五分以内なら、六回まで死んでも生き返ることができる。で、さっき一回死んだから、死んでいい回数は、残り五回。

　はっきり言って、自分より圧あつ倒とう的に強そうなよくわからない化物を相手にして戦うのに、五回や六回死んでもいい、なんていうのは、全然安心できる要素では、なかった。

　ちょっと油断したり、ちょっと選せん択たくを間ま違ちがえただけで、一いつ瞬しゆんにして何十回も殺されてしまう可能性だって、ある。

　だから。

「……選択しろ」

　と、大兎は呟く。

　このまま何度も殺されながら、ぎりぎり七回殺される前に生徒会室まで逃にげきるのか。

　それとも、戦うのか。

　そんなことを考えて彼は、言った。

「当然、後者だ。ここにいったいなにしにきたと思ってんだ。強くなるためだぞ？　なのに逃げてばっかで、強くなれっかよ。やれる。きっとやれる。ってかやらんとまずい。なので──」

　とそこで、彼は足を止める。振ふり返る。そして、

「やったろうじゃねぇかこの野や郎ろうっ!!」

　そう、怒ど鳴なった。

　すると目の前。

　牙の生えた顔が迫ってきていて。

　だが、その動きは対応できないほど速い、というわけでもなかった。まあそりゃそうだ。いくら彼が全力で走っても追い付かれそうなほど速い──といっても、すぐに追い付かれてしまったわけではないのだ。

　ということは、よける、ということだけを考えれば、拳けん銃じゆうを持った相手と戦うよりは、遥はるかに楽だろう。

　だから問題はそこじゃなかった。

　いま、彼の目の前に現れた問題は、そんなことじゃなかった。

　そんなことよりも、

「……なんじゃこりゃあ!?」

　と、目の前に現れた問題を見て、大兎は叫ぶ。

　いま、目の前では本当にとんでもないことが起こっていた。一度後ろを向いてから再び前を向き直してしまったせいか、道が、道の幅はばが、もう、平均台くらいの細さしかなくなってしまっていて。

「ふざけんなよ、こんなとこでどうやって戦……」

　が、もちろん敵はそんなことはおかまいなしに喰らいついてくる。それに大兎は、

「クソっ」

　とうめいて、それをよける。案の定足を踏みはずす。足と足の間の大事なところに平均台のように細い道がぶつかりかけて、それを慌あわてて手で押おさえる。

　そして彼は、恐きよう怖ふに震ふるえるような声こわ音ねで、

「……や、やばすぎる……いまの勢いで股こ間かんぶつけてたら、絶対一回死んでた……」

　と、馬鹿なことを独り言う。

　そのまま彼はすぐに立ち上がる。そして空をぐるぐると回る化け物の顔を見上げる。

「さて」

　と、言う。

「あれを倒たおしゃいいのか、それとも……」

　それから視線を下げ、道の向こうにいる、黒い羽と、その中を蠢く七色のオーロラのようなものを見つめ、

「それともあっちを倒せばいいのか……」

　と、言う。

　どちらにせよ、彼が持っている武器は一つだけだった。それもヒメアから貰ったものなのだが。

　彼は右の拳こぶしを、強く握にぎる。するとそこに、かすかな熱が生まれるのを、感じる。

　これが、彼が持っている唯ゆい一いつの武器だった。

　とそこで、彼はこの力をくれたときの、ヒメアの言葉を思いだす。確か突とつ然ぜん右みぎ腕うでが白い炎ほのおに包まれて、熱いと大兎が叫ぶと、彼女はこう言った。

『そりゃ熱いよ。貂てん界かいの火だもん。貂魔テンマ以外の生物が触ふれたらみんな一発で蒸発しちゃう劫ごう火か』

　だがそれは、ヒメアを襲ったテンマとかいう化物とはまた、別のものらしい。なんだかちょっとややこしいが、しかし、どちらにせよこれは、かなり強力な武器のはずだった。

　なにせあのとんでもなく強い、日向ひなたとかいう奴でさえこの力を怖おそれていたんだから。

　だからこの力なら、あの化け物もなんとかできんだろ。

「…………」

　と、彼はもう一度、空を見上げる。すると化け物の顔はこちらを──というよりは、彼の右腕に宿り始めた白い炎を警けい戒かいするように、なかなか襲ってこない。

　それに大兎は、

「お、やっぱこれ、効くんじゃん？」

　と、少しだけ笑えみを浮かべる。

　そして腕を上げる。そのときにはもう、拳から肘ひじまでを覆おおうように白い炎が燃え続けている。当然その火に焼かれ続けている右腕はひどく痛い。ものすごく痛い。なので早くこの火を放って、全部を終わりにしたいのだが、しかしそう簡単にコトは進まない。

　なぜならこの貂魔テンマの火とかいう魔術は、使った瞬間に、その反動で大兎の上半身も吹ふっ飛んでしまうから。

　上半身が吹っ飛んでしまえば、そりゃ、人間は死ぬ。死ねば死んでいい回数が一回減る。

　なのでこの力は、とんでもなく強力な攻こう撃げきが出来る代わりに、不死の能力を一回減らしてしまう、という代償を伴ともなう。

「まぁ、まだあと五回死ねるから余よ裕ゆうはあるけど……」

　しかし、だからと言って無む駄だ撃うちできるほどの余裕は、ない。

　だから、どちらに先撃とうかと、迷う。

　顔か、体か。

　もちろん顔は空を飛びまわっているから、襲おそってきたところを撃つ、とかじゃないと当たる気がしないが。

「じゃあ体に一発撃つか？」

　と、彼が言って前を見ると、それに反応するように、体のほうがコウモリの羽を広げたところだった。

　大兎はそれを見て、

「……やべ。飛ばれたら当たらなくなる……」

　と、慌てて右手を後ろに引き、そして貂魔テンマの火を放つ準備をする。

「逃にがさねぇぞ」

　そう言って拳を放とうとして、しかし、

「だめか」

　やめる。敵の体が思っていたよりも早く空に舞まいあがってしまい、貂魔テンマの火を当てる自信が、なくなってしまう。

　それに大兎は真っ暗な空を見上げ、

「空飛ぶなんて、ずりぃぞ！」

　と叫ぶが、当然化け物はそれに応こたえて降りてきてくれたりはしない。

　それに、

「……これを当てるのが修しゆ業ぎようとか、そういうことなのかね」

　なんて言いながら、彼は自分が立っている、ひどく足場の悪い、細い道を見る。

「なんか場所も昔テレビで見た、少林寺の修業場みたいだし……」

　それからもう一度、敵がいる空を見上げる。空では相変わらず顔と体がふわふわ浮ういていて、こちらに襲いかかってこようとしない。

　もし、ここからあいつらをなんとかするには、本当に狙ねらいを定めて貂魔テンマの火を放たなければならなそうで。

「戦うつもりがないなら、俺はやめてもいいんだけど？」

　と言ってみるが、やはり化物は答えない。よっぽど彼の拳に宿った炎が怖こわいのか──

「…………」

　と、思ったが、しかしどうやらそうでもなさそうだった。

　彼は空に浮かんでいる顔が見ている場所を、追いかけてみる。最初はその顔が、自分の右腕を見ているのだと、そう思っていた。

　だが、どうやらそうではないらしく、化け物の視線は──

「……あれ、あいつ俺のこと、見てなくない？」

　と、大兎は言った。

「じゃあ、なに見てんだ？」

　そして彼は、化け物の視線の先を、追う。

　するとその視線は大兎の右腕がある場所よりももっと右。

　もっと後ろを見ていて。

「へ？」

　と、大兎は振り返りそうになる。だがそれを、

「ってやば。振り返ったら、また道が狭くなるじゃねぇか」

　振り返るのを、すんでのところで、思いとどまる。たぶんこれ以上道幅が狭くなってしまうと、立っていることもできなくなってしまうだろう。それは、まずい。

　なので振り返ることができない。

　だが、

「…………」

　なにかの気配は、感じた。

　それももの凄すごく圧あつ迫ぱく感かんのある、なにか。

　普通の人間の、空手はやってたけど別に特とく殊しゆな訓練とかそういったものを受けたわけじゃない大兎にもわかるほど、不快な雰ふん囲い気きを持った、なにか。

　そのなにかが、右後ろ。

　いや、右下から、登ってくるのを感じる。

　底の見えない暗闇の底から、なにかが登ってくるのを、感じる。

　それに。

「……うええ冗じよう談だんだろ？　上にいるのがラスボスじゃないのかよ」

　とか、言う。もしも買ったばかりのゲームで最初っからこんなラスボス連発なゲームバランスだったらすぐにクソゲーとして中古屋に売り飛ばすところだが、

「……最悪なことにこれ、現実なんだよな……」

　うめくように言いながら、彼はまた、決断を迫せまられる。

　道幅が狭せまくなることを覚かく悟ごで後ろを振り返るか、それとも後ろを見ないまま、下から上がってくる化け物の相手を──

　が、そこで、突とつ然ぜん背中になにかが触ふれてきた。

「ってもう後ろにいるじゃねぇかっ!?」

　と、彼は叫さけぶ。

　そして後ろを振り返る決意をする。道幅が狭くなったとしても、振り返らないまま殺されてしまうわけには、いかなかった。

　だから振り返る。

　そのまま目の前を見るが、

「いねぇっ!?」

　目の前には、なにもいなかった。

　その代わり、背中の真ん中を触れているなにかが、ずずずっと、首筋まで上がってくる。

「うおうお背中に引っ付かれてるしっ!?」

　その、まるで巨きよ大だいなヒルが這はい上がってくるような感かん触しよくに、大兎は泣きそうになる。なんかもう、さっきから翻ほん弄ろうされるばかりでなんにもできない自分に、うんざりする。

　だが、背中に引っ付かれている、という状況自体は、悪くなかった。

　なぜなら彼が使う貂魔テンマの火は、放った瞬しゆん間かんに自分の体を吹っ飛ばしてしまうのだから。つまり相手が自分に密着してくれていれば、的を外しようがない。自分の体もろとも、吹っ飛ばしてしまえばいいのだ。

　だから彼は、首を這い上がってくる気味の悪い感触に顔をしかめながらも、笑みを浮かべる。

　そして、

「……死ね！」

　と、背後に向けて右腕を振ろうとする。貂魔テンマの火を、放とうとする。

　だがそれに、

「だめよぉ鉄くろがねくん。ここで、このワタシの世界で、こんな物ぶつ騒そうなものを振り回しちゃあ」

　なんていう女の声が、耳もとに響ひびいた。そのままヒルが這うような感触が、首から肩かた、肩から右腕へと伸のびてきて、その、姿を現す。

　しかしそれはヒルなんかではなく、濡ぬれた女の手だった。白い、純白といっていいほどまっ白い指。

　その指がさするように大兎の腕の上を通り、そして、つかむ。するとその手の白い肌はだから、溢あふれるように生みだされる透とう明めいな液体が、貂魔テンマの炎を消していく。
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　いや、その力を封ふうじていくように、見えた。

　それに、

「…………」

　大兎はもう、なにも言えなかった。彼にとっては唯ゆい一いつの切り札である、貂魔テンマの火すらあっさり消されてしまっては、もう、打つ手はまったくなかった。

　おまけに後ろにいる女のような声を上げるなにかは、この場所のことを、ワタシの世界と言った。

　つまり、空を飛んでるあれは、この世界の主でもなんでもなかったのだ。

　そして本当の主が現れたから、攻撃してくるのをやめたのだ。

　本当の力を持った化物が現れたから、もう、襲ってくるのをやめたのだ。

　それに大兎は、

「……お、俺の負け？」

　と、言う。

　すると女の声が、

「そうねぇ。ワタシのほうは、戦っていたつもりはないけれど……」

　と、答えた。本当に穏おだやかな、綺き麗れいな声。化物とは思えない、綺麗な声。振ふり向いてその顔を確かく認にんしたくなるような、女らしい声。

　だが、大兎は振り向くことができない。

　いや、彼にももう、わかっていた。

　本当にいま、後ろにいるのは、この世界の主なのだ。この世界のすべてを統すべる者なのだ。

　もしかしたら、神かなにかなのかもしれない、なんてことを、彼は思った。

　それほどの恐きよう怖ふを、畏い怖ふを、大兎が感じてしまうほどにそいつは、大きな力を持っていた。

　その、なにかに、大兎は言った。

　もう震ふるえだしてしまいそうな声で、

「……こ、殺すのか？」

　すると女は笑う。

「いいえ。せっかくのお客を、殺したりしないわ」

「で、でも、上のあいつらは襲ってきたぞ？」

　という言葉に、大兎の腕うでの火を消した指が、空を指す。

「あれのこと？」

「ああ」

「大だい丈じよう夫ぶ。あれにはなにもできないわ。ワタシのような神になりたいと言ったから力をあげたんだけど、その力の大きさに耐たえられなくて壊こわれちゃった。そして毎日、ワタシのマネして訪問者と問答するのよ。困るわぁ」

　なんてことを、言った。

　それに大兎は、空を見上げる。まるで怯おびえるような顔でこちらを見下ろし、動けなくなってしまっている化物の姿を見上げる。

　それに、女の声が、

「彼は自分の王国の民たみすべての命をワタシに差し出してきたのだけれど、自分が力に耐えられなかったなんて、迷めい惑わくな話よねぇ、罪のない魂たましいが何万も消えちゃってねぇ、あはははははははははははははははは」

　そんな笑い声を、上げる。

　綺麗な、明るい声で楽しげに笑う。

　そして、

「さて、鉄くんはいったい、なにを捧ささげるのかしら？　欲ほしいものを言ってみて。それに釣つり合う代だい償しようを、ワタシが勝手に奪うばうから」

　そう言って、空を指していた指が、こちらを向く。そのまま、彼の胸に触れる。するとその指は胸の中へと入ってしまい、

「さあ言って。あなたの願いを叶かなえてあげる。さあ言って。あなたの願いを叶えてあげる。さあ言って。あなたのうす汚ぎたない欲望を、すべて叶えてあげる。さあ、さあ──」

　と、女が言う。

　女の声が言う。

　大兎の胸の中を、まるでかき混ぜるかのように手で侵おかす。

　そして

「さあ、ワタシと一いつ緒しよに、冥めい訃ふの輪を潜くぐりましょうよ──」

　と、言う。

　しかしそれに、

「…………」

　大兎は、答えられない。

　いや、答えられるはずがない。

　あの、空を飛ぶ醜みにくい化け物を見たあとで、そう簡単に答えられるはずが、なかった。

　とそこで、彼はもう一度、空の化け物を見る。

　あいつは大兎と同じ、かつてここにきた訪問者だったのだ。そして力を求めた。大きな力を求めた。

　そしてその結果が、

「……あれかよ」

　と、大兎は呟つぶやく。

　いや、あいつはもしかしたらあれでそれなりに満足しているのかもしれないが、しかし、大兎にはあいつが、望んでいた力を手に入れて満足しているようにはとても見えなかった。

　おまけにこの女の言葉からすると、この女はこちらが望んだ願いに応じて、勝手に代償を奪うというのだ。

　なにを奪うのか聞きもせず、勝手に奪うというのだ。

　さらにそのせいで、何万もの人間が死んだのだというのだ。

「…………」

　いや、上にいる奴やつが、元は人間だったのかはわからないから死んだのは人間じゃなかったかもしれないが、とにかく、こいつが奪っていく代償は、それほどひどいものなのだ。

　それに、大兎は願いを言えなくなってしまう。

　もしも軽はずみになにか願いを言ってしまえば、ものすごく大変なことが起きるんじゃないか？　と、思って。

　大兎が持っている大切なものを、彼女は勝手に奪っていくんじゃないか？　と、思って。

　そして大兎は、考える。

　彼女が言った言葉を、もう一度考える。




『さて、鉄くんはいったい、なにを捧げるのかしら？　欲しいものを言ってみて。それに釣り合う代償を、ワタシが勝手に奪うから』




　それに釣り合う代償──と、彼女は言った。

　大兎が望んだ願いに、釣り合う代償、というのが一体なんなのか？　それが問題だった。

　彼はここに、力を求めてやってきた。

　ヒメアを守れるだけの力。

　どんな敵からも守れるだけの力。

　テンマとかいう化け物から守れるだけの、力と知識を、手に入れたい。

　そう言おうと思って、ここにやってきた。

　だが、もしもそれを言ったとき、いったい彼女はなにを奪う？

　それにその力を受け入れることができるだけの器うつわが、俺にはあるのか？

　あの、空を飛んでる化け物は、あまりに大きな力を手に入れようとし過ぎて、壊れてしまったのだという。なのに代償も、支し払はらわされた。もう、すべての意味で、最悪な結果しか残らなかった。

　だけど、俺の願いも。

「…………」

　と、大兎は思う。

　自分の願いも、同じような結果を招くんじゃないか？　と、彼は思う。

　ヒメアはこう言った。

『テンマを祓はらう力なんて、この世界には存在しないはずなのに……』

　なんてことを、言った。

　それはつまり、テンマをなんとかできるほどの力、というのは、それだけとんでもないものだということだ。

　おまけに大兎が、あの学校で感じたテンマの力は、この、後ろで嬉うれしそうに笑い声を上げている女と同じくらいの威い圧あつ感かんを放っていた。

《最古の魔術師ヴアンパイア》であるヒメアからも、悪魔を引き連れて襲おそってきた日向からも感じたことのないような、どうにもできないほど強大な力を感じた。

　その、とんでもない化け物を追い払うことができるだけの力をこの女に求めたら、いったい、なにを代償として奪われるだろう？

「…………」

　大兎にはそれが、想像もできなかった。

　いや、そんな大きな力を得ることと釣り合うほどに貴重なものなんて、彼は持っていなかった。

　だから、

「俺は……」

　と、口を開こうとしたところで、

「怖こわいから逃にげる？」

　まるで心の中を見み透すかしたかのように、女の声が言った。

「あははは、あなた人間のクセに、賢かしこいのねぇ。それは正しい選せん択たくよ。ここは人が触ふれてはいけない禁きん忌きの地。ここは生き物が通ってはいけない冥訃の輪。でもあなたは賢いから避さけて通れました。でも、いいこと教えてあげる」

　と、胸に入っていた指が胸から抜ぬけ、今度は顔のほうへとやってくる。人指し指が立ち上がり、それが伸のびる。ぐにぐにと伸びて、大兎の頭に触れる。

　するとその瞬しゆん間かん、どういうわけか、目の前が真っ暗になる。そしてその暗くら闇やみの中に、別の映像が浮うかびあがってくる。

「なんだ」

　と、大兎は呟くが、その映像は勝手に動き始める。まるで古いビデオテープを再生したときのように、妙みように不ふ鮮せん明めいで、ノイズの入る映像が、暗闇の中、動き始める。

「…………」

　するとその映像は、いま、大兎がいるこの、奇き妙みような場所と、まったく同じところだった。

　オーロラのように七色の光が渦うず巻まく暗い空。

　その中を延びる一本の道。

　そしてその道を三人の人間が歩いてくる。その人間は、宮みや阪さか高こう校こうの制服を着た男女と、そして、

「……ヒメア!?」

　と、大兎は叫さけんだ。

　だが、映像は勝手に動く。大兎の声などおかまいなしに、その映像は動く。

　ヒメアは、大兎の首を抱いだいている。愛いとおしそうに、大事そうに、彼の首を抱いている。

　そして、こちらを見上げる。泣きそうな顔で、こちらを見上げる。

　するとヒメアを見下ろしているなにかが、言った。

「あらあらあなた《最古の魔術師ヴアンパイア》？　これはずいぶんと大物がきたわねぇ。今日は空が綺き麗れいだったからご馳ち走そうにありつけるかなぁと思っていたけれど、これなのねぇ」

　と、例の大兎の背中から囁ささやいてくる女の声が、言った。そして大兎の視界に、長い、二ふた股またに分かれた舌が映る。じゅるりっと、舌なめずりをするような音が響ひびく。

　それにヒメアがこちらを見上げ、聞く。

「……あなたがここの主？」

「そうよ、《最古の魔術師ヴアンパイア》さん。ワタシがこの、エデルカの主」

「あなたは願いを叶えてくれると聞いた」

「そうよ。一つだけだけど、叶えてあげる」

「どんな願いでも？」

「ええ、あなたがその願いと釣つり合うだけの代償を支払えるのなら、どんな願いでも。でも《最古の魔術師ヴアンパイア》が叶えられない願いって、なにかしら。ワタシには想像できないなぁ。すべての魔術を使える《最古の魔術師ヴアンパイア》が欲する願い。ああ、ああ、きっと今日は、大切な日になる」

　そして映像に、白い手が映る。薄うす気き味み悪わるいほど真っ白な手。その手が、ヒメアの胸に、刺ささる。

　しかし彼女は抵てい抗こうしない。

「願いは、なに？」

　というその問いに、ヒメアは真っ直すぐ、こちらを見上げたまま、

「彼を……大兎を生き返らせてほしいの」

　それに視線が、動く。ヒメアの胸に抱かれた大兎の首に、映像が集中する。

　そして、

「……蘇そ生せいは安くないわよ」

　と、言う。

　するとヒメアが、

「知ってる」

　と、答える。

「それは人間の蘇生でも、ということよ？　たかが人間の蘇生でも、命を呼び戻もどすにはひどく大きな代償が伴ともなう」

「ええ」

「あはは、躊ちゆう躇ちよ、しないのね。よほどその命が大切なのかしら」

　と、聞きながら、映像はヒメアのほうへと戻る。ヒメアの、綺き麗れいな顔が画面に映る。薄桃ラベンダー色の長い髪かみに、いつも強気な、悪戯いたずらっぽい真しん紅くの瞳ひとみ。その瞳がこちらを見上げたまま、とても嬉しそうに緩ゆるむ。幸せそうな顔で、彼女は微笑ほほえむ。

　そして、言った。

　エデルカの主からの問いかけに、

「うん。彼が大切なの」

　と、あっさり、彼女は言った。

「そう。ならいいでしょう。普ふ段だんはこんな確かく認にんはしないんだけれど、まさか《最古の魔術師ヴアンパイア》が人を生き返らせたいなんて言うから、なにかの罠わなかと思って思わず聞いちゃったわ。じゃあ呼び戻しましょう。彼の命を。その人間の魂たましいを──その代わり」

　そこで、映像が少しだけ、乱れる。エデルカの主が目を半分閉じたせいか、画面の大きさも半分になる。

　そして、声が言った。

「……あなたには代だい償しようを払ってもらうわ……」

　刹せつ那な。

　ヒメアの顔が、苦痛に歪ゆがんだ。そして彼女の中に入った手が、白い手が、なにかを抜きだそうとしている。光り輝かがやくなにか。ヒメアにとって、とても大切な、なにか。

　だが彼女の瞳は、嬉しそうに緩んだまま。ひどい苦痛を感じているだろうに、彼女の瞳は、胸に抱いた大兎の首を、優やさしく見つめているまま。

「さあこれを、冥めい訃ふの輪を潜くぐり、天てん秤びんの片方に置きましょう。釣りあいがとれるように。釣りあいが取れるように」

　と、女の声が言った。

　そしてそこで。










　そこで突とつ然ぜん、

「…………」

　映像が消えた。

　そして大兎は視力を取り戻し、元の世界へ、戻った。

　そこはヒメアや月げつ光こうがいた、わりあい広めの道の上ではなく、平均台程ほどの広さの、道。

　空には首と体が離はなれた、コウモリのような化物が浮かんでいて、そして、エデルカの主とかいう蛇へびのような舌を持つ女が、彼に取り憑つくかのように、背中から抱だき付いてきている。

「…………」

　が、しかし、そのすべてが、どうでもよかった。

　それよりもいま見た映像が、あまりに衝しよう撃げき的てき過ぎて。

　ヒメアがなんの躊躇もなく、自分のことを生き返らせようとしているのを、見てしまって。

　頭のいい彼女が、《最古の魔術師ヴアンパイア》である彼女が、大兎を生き返らせたせいでいったい、どれほど大きな犠ぎ牲せいを払うことになるのか、わからなかったはずがないのだ。

　いや、実際に彼女はその代償の大きさについて聞かれ、知ってると答えたのだ。

　なのに彼女はずっと、微笑んだままだった。一瞬たりともためらうような素そ振ぶりは見せなかった。

　その、彼女の姿を見て、

「……これを見せて……ためらった俺を、馬ば鹿かにしたいのか？」

　と、大兎は言った。

　後ろにいる、エデルカの主に向かって、そう言った。

　するとそれに、

「いいえぇ。あなたを生き返らせた《最古の魔術師ヴアンパイア》が、愚おろかなのよ」

　という言葉に、大兎は、

「[image: ]？」

　と、言った。

「おまえ、言葉に気を付けろよ。誰だれが愚かだって？」

「あの、馬鹿な《最古の魔術師ヴアンパイア》よ」

「……ふざけるなよ、てめぇ。彼女は……ヒメアは馬鹿なんかじゃない」

「そう？」

「ああ」

「なら、証明しなさいな」

　と、エデルカの主が言う。

「すべてを差し出して、彼女を守りたいとそう言いなさい。そうしたらそれに釣り合う代償を奪うばってあげるから」

　と、言う。

　こちらはまだ、願いを言っていないのに、こいつは彼のなにもかもを見み透とおしているかのようで。

　しかし、それに、

「…………」

　やはり大兎は、答えられなかった。

　いや、ここでテンマをぶっとばせるだけの力をくれ、と言うのは、簡単だった。いまのヒメアの姿を見たあとで、自分だけ逃にげて安全な場所にいたい、なんて言えるはずがなかった。

　だが、ここで力を求めるのが正しいのか？　それがもう、わからなくなってきてしまっていた。

　もしここで力を求めたら。

　安易に大きな力を求めたら、それに釣り合う代償を支払うことになる。だが、それに釣り合う代償って、なんだ？

　俺にとって、大切なもの。

　それもテンマを倒たおせるほど大きなもの。

　それは──ヒメアなんじゃないか？

　と、彼は思う。

　なら、もしここで彼が力を求めたら、その代償がヒメアへ及およぶ可能性がある。おまけにせっかく代償を払はらい、さらにヒメアに迷めい惑わくをかけても、テンマをぶっとばせるほど大きな力を求めたら、いま、空を飛んでいる化け物のようにその力に耐たえられず、壊こわれてしまう可能性がある。

　それは、まずい。

　考えなしに行動して、結果すら出せないのはまずい。

　だから彼は、考える。いま、自分が手に入れたほうがいい力はなんなのか、この化物と取り引きするべきもの、それを考える。

　そして彼は、

「……俺は、楽していきなり強くなろうとかは、思ってないんだよね」

　と、言った。

「空手でもそうだったけど、やっぱ必死に練習してさ、自分で努力して強くなったほうが、強くなったときの喜びもでかいしさ」

　なんてことを、言った。

　それにエデルカの主は、

「その話は長く続く？　君と話をしたいと思ってるわけじゃないのだけれど」

「そりゃそうだ」

「そうよ」

「じゃあ、願いを言うよ」

「あら、やっぱり願うの？」

「ああ」

「あはははは、やはり人間は、愚かねぇ」

　と、女の声が言う。

「いいわ。なら言ってごらんなさい」

　その言葉に、

「…………」

　大兎は小さく、息を吸った。願いを口にするだけで、まさかこれほど緊きん張ちようすることがあるなんて思ってもみなかった。

　だがまた、決断する。

　ヒメアがしたように。いや、ヒメアが払った代償ほど大きなものは、持っていないかもしれないけれど、それでも彼は、代償を払う決意をする。

　そして、言った。

「……おまえから力を貰もらおうとは思わない。必要なだけの力は自分でなんとかするから、その、力を得ることが出来る場所を、教えてくれ」

「…………」

「努力すれば、いまより少しはマシになって、《最古の魔術師ヴアンパイア》の……サイトヒメアの横に、立っててもいいくらいの力が得られる場所を教えてくれ」

　と、そう、彼は言った。

　それに、女の、エデルカの主の声が、応こたえる。

「それがあなたの願い？」

「ああ」

「いいわ。その願いを叶かなえてあげる」

「ほんとに？」

「ええ。でも、もしもあなたが、その願いの代償が軽いと思って願ったのなら、それは大きな間ま違ちがいよ」

「え」

「あはは。後こう悔かいしても、遅おそいけれど」

　と言って、白い手が大兎の目の前で蠢うごめく。指先が胸に刺さる。心臓が握にぎり潰つぶされるような感覚が、体の中を走る。

　思わず、うめき声を上げそうになるが、声が出ない。

　ただ、女の笑い声だけが、響ひびく。歓かん喜きの声だけが響く。

「さああなたの大切なものを奪ってあげる。あなたの願いに釣り合うだけの大切なものを奪ってあげる。そしてあなたは叫さけぶのよ。どうしてこんなことをしたのだろうと。どうして自分は、こんなにもあっさり大切なものを捨てたのだろうと。その叫びが、その悲鳴が、ワタシにとっての餌えさ。さあこれを、あなたの大切なものを、冥訃の輪を潜り、天秤の片方に置きましょう。釣りあいが取れるように。釣りあいが取れるように」

　そして女の手が、大兎の胸から、なにかを抜ぬきだす。それがなんなのかはわからない。自分にとって大切なものがなんなのか。

　一番大切なものがなんなのか、自分ではわからない。

　だが、なにかが失われた。

　大切ななにかが失われた。

　そしてその代わり、頭の中に文字が浮うかんできた。大量の文字が浮かんできた。見たこともない形をした、文字。

　アルファベットでも、ハングルでも、もちろん日本語でもない、奇き妙みような文字。

　だがそれを、どういうわけか大兎は理解することができる。

　そこに書かれているのは、いくつもの地名だった。

　大兎が契けい約やくするべき魔ま物ものが棲すむ、地名。

　大兎が修めるべき魔術が隠かくされた、地名。

　大兎が見つけるべき、武器が隠された、地名。

　そんな地名が、数千個、無理矢理頭の中に送りこまれてきた。

　もちろん、その地名のどれもが発音の仕方すらわからない、聞いたこともないような場所ばかりだったが、しかし、どういうわけかその場所への行き方も、彼にはわかってしまった。恐おそらくは月光に頼たのんで、生徒会室の《道み程ち》を使えば、そこに行くのは容た易やすいだろう。

　だがそれに、大兎は少しだけ恐きよう怖ふする。

　なぜなら《軍》は。

　宮阪高校を作り、《聖地》を他の組織から見つからないよう結界を張った《軍》は、いま、大兎が手に入れてしまった情報を、ずっと調査し続けてきたのだ。

《聖地》を使ってなにか便利な、強力な呪のろいや、魔術や、武器がないか？

　それをずっと探さぐり続けているのだ。

　何十年もの間、月光を含ふくめた何人もの生徒会長の命を使って、探り続けているのだ。

　なのにその在処ありかを、あっさり大兎は知ってしまった。

　なにかを代償として支払って、その在処を、教えて貰ってしまった。

　それはとんでもなく大きな願いだった。

　彼が想像していたものよりも、ずっとずっと大きな願いだった。

　だから、彼は震ふるえる。

　恐怖に震える。

　自分が手に入れてしまった力の、あまりの大きさに。

　そしてそれを手に入れるために支払った、代償の大きさに、彼は、

「……お、俺はいったい、なにを失った？」

　と、そう聞く。

　だがそれに、女がまた、あははと笑った。

「自分の目で確かめなさい。そして、叫ぶのよ。ワタシの耳に届くほど大きな声で、絶望の声を上げるのよ」

「ま、待ってくれ。俺は……」

「さあ帰りなさい。あなたはもう、ここには用がないはず」

「待っ」

「元の世界へ戻もどれと言っている」

　そう、言われた瞬しゆん間かん。

　大兎の体は、放ほうり投げられた。景色が歪ゆがみ、体が空高くまで吹ふっ飛ばされた、と感じたのと同時、彼の体はいつの間にか生徒会室の中の、後ろにあるロッカーにめりこんでいた。

　それに、彼は顔を上げる。生徒会室の壁かべに開いた、オーロラのようなものが蠢うごめく場所へと続く穴を見つめる。

　体は、動かなかった。というよりも、ロッカーに投げ付けられた衝しよう撃げきで、骨が何個か所しよも折れてしまっていた。

　その再生が、始まっている。

　たぶんいまので、一回死んだ。

　だからあと、死んでいいのは四回だけ。

「……ま、こっちに戻ってきたら、そうそう死んだりしないだろうけど」

　そう言って、彼は周囲を見回す。生徒会室は相変わらず滅め茶ちや苦く茶ちやなままで、まだ、学校の修復は終わっていなかった。

　とそこで、骨の再生が終わり、体が動くようになる。彼はロッカーにめりこんだ体を無理矢理持ち上げ、立ち上がる。

　折れていた肩かたや腕うでをぐるりと回して、

「はぁ、疲つかれた」

　と、ため息をつく。

　そして目の前の《道み程ち》に向かって、

「閉じろ」

　と言う。すると《道み程ち》が閉じていく。よくわからない、化物ばっかしかいない世界への《道み程ち》が閉じていく。

　それを眺ながめながら、

「……月光の野や郎ろう、全然修しゆ業ぎようするとこじゃねぇじゃねぇか」

　と、疲れた声こわ音ねで言う。

　だが、収しゆう穫かくがなかったわけではなかった。本当に、すごいものを手に入れてしまったので、

「いったかいはあったけどさぁ」

　なんてことを言いながら、彼は窓の外を見る。すると外はもう、真っ暗だった。まあ生徒会室に戻ってきたのがもう夕方だったので、外が暗いのはあたりまえだが。

「いま、何時よ？」

　と、大兎は生徒会室の壁にかけられた時計を見上げる。

　すると時刻は──

「…………」

　時刻はもう、夜の十一時半だった。

　それに、

「って、なんで？」

　と、思わず大兎はそんな声を上げる。

「いやいやおかしくない？　俺がここきたの、五時ぐらいだったろ？　なのになんでもう夜中？」

　なんて聞いてもやはり、誰も応こたえてくれない、ということはわかっているので、彼は考える。おそらくは、

「……向こうとこっちじゃ、時間の流れ方が違うのか？　ってかそもそも、今日って今日なのか？　まさか浦うら島しま太た郎ろうみたいに、百年とか経たってました～なんて展開だけは勘かん弁べんして欲ほしいんだけど」

　と、言いながらも、ありうるぞおい、と思う。エデルカの主は、大兎からなにかを奪うばったのだ。大切ななにかを、奪ったのだ。ならそれは、時間を奪った、とかいう展開になる可能性は、十分にある。

　というか本当にいま、この状じよう況きようが浦島太郎状態だったなら、半はん狂きよう乱らんで悲鳴を上げること間違いなしで、あの化物はそれを喜んで喰くらうだろう。

　だから、大兎は心臓をばくばくさせながら、ポケットからケータイを取り出した。そしてそれを開き、待ち受け画面を、見る。するとそこに、彼が好きなロックミュージシャンが使っているギターの画像が映しだされ、そのギターの上に、日時が表示される。

　するとその日時は、時間こそ夜の十一時半になっているが、日付は変わっていなかった。

　それを見て、

「……あ、大だい丈じよう夫ぶだった」

　と、彼は安あん堵どの声を漏もらした。

　そしてケータイも自分と一いつ緒しよにエデルカとかいう場所にいったはずなのに、ケータイの時計は生徒会室の時計と同じで十二時近くまで回ってしまっていることから、どうやら自分が感じた、体感の時間だけがおかしかったのだ、と、わかる。

「……ったく、いったいあそこは、なんだったんだ？」

　と、彼は考えてみるが、しかし、いくら考えてもそんなのわかるはずがなかった。まるで自分の知識や常識からはかけ離はなれた世界過ぎて、もう、考えるだけ無む駄だなような気がした。

　だからいま、自分が心配するべきなのは、

「…………」

　と、彼は自分の体を見てみる。

　それからエデルカの主に指を突つっこまれていた胸のあたりをぽんぽんっとたたいてみる。

　そして、

「……いったい、俺がなにを失ったのか？　それが問題だよな」

　とそう、思った。

　本当にそれが、一番の問題だった。自分ではなにを失ったのか、それがまったく把は握あくできないのだが。

「…………」

　いったい、あのエデルカの主とかいうのは、俺からなにを奪った？

「俺がそれわかんないんじゃ、悲鳴の上げようもないだろうに……もしかしてまた、ヒメアになにか問題が起きたとかじゃねーだろな？」

　と、言ってみる。

　そして彼は、理科室がある校舎のほうへと、目を向ける。いま、ヒメアはこの学校の理科室の奥おくにある、開かずの間の向こう側で暮らしているのだが。

「……んじゃ、ヒメアの顔でも、見にいってみるか」

　こんな夜中に彼女のところを訪問してしまうと、なんか、ちょっと、まずいことが起きてしまうような気がしないようなするようなええとなんか、まあ、

「でも、やっぱ心配だしな」

　と、歩きだそうとする。そして生徒会室を出ようとしたところで、

「あ、やべ、生徒会の用事で今日も遅おそくなるって家に電話しとかないと怒おこられる……」

　と、再びケータイを取り出そうとする。




　するとそこで。

　ケータイのバイブが、震ふるえ始めた。

　それに大兎は、

「やっば。親からか？」

　と、ちょっとだけ緊きん張ちようする。

　最近月光にこき使われているせいで、毎日帰りが遅いのだ。それについて母親は少し文句があるらしく、お父さんと三人で話しあいましょう──なんてことになってしまっているのだが。

「もう勘弁してくれよなぁ。俺が悪いんじゃないんだから、月光が言い訳しろよぉ～」

　とか言いながら、ケータイを開く。

　しかし、ディスプレイに表示されている名前は、自宅、ではなかった。

　いま、画面に表示されているのは、

『遥はるかん家』

　という、文字で。

「んぁ？　遥？　こんな時間に？」

　と、大兎は呟つぶやく。

　それから急に、あれを思いだす。あ～やば、遥にあのこと言わなきゃ、と、思いだす。

　ヒメアとのことを。

　彼女と、こんなふうになってしまって、その、付き合うことになってしまったとか、そういう話をしなきゃ、いけないのだが。

「……きょ、今日は、いいよな。ちょっと疲れたし……明日。明日たぶん学校休みだから、遥ん家いって、話せばいいや」

　と、言いながら、しばらくバイブが震え続けるケータイを見つめる。

　なぜかちょっと、その電話に出るのが忍しのびなくて、でも、居留守を使うのも嫌いやで、

「あ～」

　と、大兎は言った。

　そしてそのまま、ゆっくりと親指を、電話を取るボタンへと持っていき、

「…………」

　それを、押おした。

　そして、

「あ～もしもし、遥？　どした？」

　と、大兎は言った。

　しかし。

「…………」

　しかし電話の向こうから聞こえてきた声は、遥のものではなかった。いや、遥によく似た声なのだが、しかし、少し違ちがう。

　どこか切せつ羽ぱ詰つまったような、泣きそうな声。

　その声が、言う。

「大兎君？」

　それに大兎は、

「あ、え……ええっと……時雨しぐれのおばさん？」

　その、電話の先の声の主は、遥の母親だった。

「どうしたの、こんな時間に？」

　そう大兎が聞くと、遥の母親が、言う。なぜかひどく暗い声。いつも遥に負けないくらい明るくて、笑っている姿しか見たことのない遥の母親が、妙みように切せつ迫ぱくしたような声で、

「あの大兎君、いま遥と一いつ緒しよかな？」

　と、言った。

　それに大兎は、

「え、いや、一緒じゃないけど」

「嘘うそ、つかないでね。一緒なら一緒で、怒らないから。大兎君とならなにがあっても怒らないから、嘘つかないで」

　などと、わけのわからないことを言って。彼が聞いたこともないような、きつい口調でそんなことを言って。

「いままで大兎君の携けい帯たいも繋つながらなかったんだし、一緒に、いるのよね？　そうなのよね？」

　と、すがるような声で言ってくる。

　だがそれに、彼は、

「……ちょ、おばさんなに言ってんの？　あの、全然状況が見えないんだけど……いったいなにがあったの？」

　と、聞いた。

　するとそれに遥の母親が、答えた。

　泣きそうな声で。

　震える声音で、

「……遥、帰ってこないの。もうこんな遅いのに、携帯に電話しても、繋がらないの」

　それに大兎は、時計を見る。ケータイに表示された時刻を見る。

　するともう、そこに表示されている時間は、十二時を指そうとしていて。

　そして、遥がこんな時間まで外をうろつくはずがないことを、大兎は知っていた。

　彼女の家の門限は八時半で、部活でそれを過ぎるようなら必ず家に連れん絡らくを入れていて。彼女が門限を過ぎても遊びにいっていいのは、お隣となりの、大兎の家だけのはずで。

　そして彼女は、それを守ることに、苦痛を感じていないはずだった。

　毎日楽しそうに、笑っていて。

　家族のことも好きで、いっつも母親の作るお菓か子しがすごく美お味いしいから、あんなお菓子を子供に作ってあげられるお母さんに自分もなりたいな、とか言っていて。

「…………」

　なのにその遥が、まだ、家に帰ってないという。

　それに大兎は、

「……なにか、なにか遥にあったんですか？」

　と聞いた。

　だが遥の母親は。

「わからない」

　と、言う。

「いま、警察の人にもきてもらって、それで、心当たりに電話をかけろって言われたからかけてるんだけど……」

　その言葉に。

　警察──という言葉の響ひびきに、大兎は心臓が止まりそうになるほどの衝しよう撃げきを受けた。

　本当に遥はなにか、大変なことに巻き込まれた可能性があるのだ。

　事故か、誘ゆう拐かいか、それはわからないが、遥は、なにか事件に巻き込まれた可能性があるのだ。

　それに。

「…………」

　今日、学校で見た遥の笑え顔がおを彼は思いだして。

「…………」

　大兎は動けなくなった。持っていたケータイを、落としそうにすらなった。

　心臓が脈打つ。

　吐はきそうになるほど心臓が脈打つ。

　まるで絶対に欠けてはいけない、大切なものが自分の胸からぽっかりとなくなってしまい、そのなくなった部分を必死に補おうとしているかのように、胸の奥の鼓こ動どうが速くなる。

　大切なものが。

　自分では気づいていなかった、最も大切なものの一つが、失われてしまって。

「…………」

　そしてそれに、大兎は生徒会室の、白いコンクリートの壁かべのほうを、見た。

　目を、大きく見開いて。

　もう、これ以上開けないと思えるほど、大きく見開いて……

　とそこで。

「……大兎君？」

「…………」

「大兎君、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……あ、いや……俺も、すぐそっちにいきます」

「……じゃあ、じゃあほんとに、遥は大兎君と一緒にいるわけじゃないのね」

　と言ったときの、遥の母親の声はもう、消えいりそうなほど力がこもっていなかった。

　それに大兎は、

「すみません」

　と、謝あやまる。

「一緒にいなくて、すみません。でも、俺も心当たりを探しますから」

「…………」

「すぐに、そっちにいきます」

　と、そう言って、彼はケータイを、切る。

　そしてもう一度、白いコンクリートの壁を見る。

　さっきまで、エデルカとかいう名の奇き妙みような場所に繋がっていた、白いコンクリートの壁を見る。

　そして、

「まさか……まさかおまえ、遥を奪うばったのか？」

　と、呟く。そのまま彼は走りだし、コンクリートに蹴けりを入れる。もちろんそんなことをして、《道み程ち》が再び開くわけではないのだが、しかし彼はコンクリートを蹴りつけ、怒ど鳴なる。

「ふざけんな!!　ふざけんじゃねぇ!!　なんで……」

　なんでこんなことに、と、そう言いかけて、しかしやめる。

　怒鳴ったところで意味がないから、彼はやめる。

　そしてそのまま、再びケータイを開く。電話帳の『む』行にある、『ムカツクバカ紅くれない月光』という名前を押す。しかしコールは鳴らずに、

『こちらは、留守番電話サービス……』

「あの野や郎ろう、電源切ってやがる！」

　と、怒鳴る。走りだす。生徒会室を飛びだし、階段を駆かけおり、学校から出る。

　向かうは、月光の家だ。

　もう一回。

「もう一回、さっきの場所にいく……」

　そして遥を取り戻もどすのだ。

　あの化物から、遥を取り戻すのだ。

　こんな、こんな馬ば鹿かげた異常な世界には関係ないはずの、彼女を取り戻すのだ。

　そのためなら。

「…………」

　彼女を再び、元の世界へ戻すことができるのなら、

「今度は代だい償しように、俺の命をやってもいい。だから……」




　と、そう、大兎は思った。









　プロローグ　──神かみ隠かくしの通学路






　朝。

　目を覚ますとまた、いつもと変わらない一日が始まる。

　昨日夜遅おそくまでゲームをしてたせいで起きるのが辛つらくて、ああもう、今日は学校休みて～とか言って。

　でもなんだかんだで起きて、そしたら隣となりに住んでる幼おさな馴な染じみの遥はるかが起こしにきて、もう大たい兎とまだ寝ねてるの～？　なんてことを言ってくるからうるせーうるせーとかね。

　で、寝ぼけ眼まなこで起き上がって、あーくそだりぃなぁとか言いながらも、なんだかんだで学校へ向かう。

　そんな、変わらない毎日。

　そんな、普ふ通つうの毎日が、これから先ずっと、淡たん々たんと過ぎていくんだと思っていた。

　よくある高校生活。

　なんの変へん哲てつもない、変わりばえのしない学生生活。

　そういえばちょっと前に、遥がこんなことを言っていたことがあった。

　大兎が自分のことを平凡だよなぁとか自じ虐ぎやく的に言って、そしたら彼女が、まるで自分のことのように大兎は平凡なんかじゃないよとか言いだして、いやいや平凡だぜ？　違ちがうって、違わないって、なんて──そんな馬ば鹿かなやりとりをしていたときにふと、彼女はこんなことを言ったのだ。

「う～ん。じゃあさ、じゃあ、平凡でいいじゃんってのはどう？　毎日平和で、笑ってられたらそれが一番だよ」

　と、そう、彼女は言った。

「…………」

　その言葉を大兎は思いだし、それからそれを言ったときの彼女の顔を思いだす。こちらを見つめ、優やさしそうな顔で微笑ほほえんだ、彼女の顔を思いだす。

　いや、彼が思いだす彼女の顔は、どんな場面でもいつも、優しそうに笑ってるのだが。

　小六で隣に引っ越こしてきてからずっと一いつ緒しよにいて。なにをするときもなぜか一緒で。

　笑ったり、泣いたり、喧けん嘩かしたり、いろいろあったけれど、彼女はいつも、優しそうな顔をしていて。

　まるで兄妹きようだいみたいね、と、よく言われて、こんな奴やつ俺の妹じゃねーしとか言ったら、彼女は、え～、大兎が弟なんだよ～とか、笑っていた。

　それに大兎も笑って。

「…………」

　そして、そんな毎日がずっと、続くんだと思っていた。

　朝、目を覚ましたら、いつも早起きな遥が窓の外から学校いこうよ～とか言ってきて。

「…………」

　とそこで、大兎は目を開いた。

　そのままベッドから起き上がり、周囲を見回す。

　するとそこは、彼の部屋だった。

　丸いフタのついた蛍けい光こう灯とうに、白い壁かべ紙がみ。ベッドと、勉強机。本ほん棚だなにはマンガ本ばっかり入っている。その中に二冊だけ少女マンガが入っているのは、遥が貸してくれたやつだ。

　その、少女マンガの背表紙を見て、それから、カーテンが閉まったままの窓を見る。

　時刻は朝の七時半。

　遥はいっつも七時に起こしにきて、早すぎるだろ！　と、大兎は怒ど鳴なっていたのだが、彼女がこなくなって、もう、

「…………」

　もう、二週間が過ぎていた。

　いや、彼女が失しつ踪そうしてから、と言ったほうがいいかもしれない。

　最初の三日間は、ずいぶんと騒さわがしかった。警察がきて、生徒たちに話を聞いて回り、もちろん大兎のところにも、お巡まわりさんがやってきた。

　君は彼女と仲がよかったみたいだけど。

　彼女最近、どこかおかしなところなかった？

　家族と仲が悪いとか、そういうことは？

　ただの家出じゃないのかね？

　そんなくだらないことを、何度も、何度も質問された。

　化物たちに壊こわされてしまった学校が修復され、休校が解かれてからは、学校でもこの話題でもちきりだった。遥が消えたらしい、とか。大兎があの転校してきたばかりのハーフの女の子とばっかり仲よくしてるから彼女自じ暴ぼう自じ棄きになって、とか。

　でも、そんな噂うわさ話ばなしも一週間ほどで、なくなってしまった。

　あっさりしたもので、いなくなってしまった友とも達だちの心配なんて、一週間ももたないのだ。いまではたまに「遥いったい、どうしたんだろね？」なんて会話にはなるが、その結末を想像してしまうとなにか、悲ひ惨さんな現実が待っているんじゃないか、なんて思ってしまって、話題は続かない。

　そして本当に簡単に、なんの手て懸がかりもないまま二週間が過ぎてしまった。

　大兎は初め、自分のせいで遥は消えてしまったんじゃないかと思ったのだが、それすら違った。

　大兎が力を手に入れるためにエデルカの主に願いを言ったから、そのせいで遥が代だい償しようとして捧ささげられてしまったんじゃないか？　と、そう思ったのだが、それすら違った。

　彼があまりにも騒ぐものだから、月げつ光こうがわざわざエデルカへ赴おもむき遥を連れ去ったか聞いてくれて、しかし、エデルカの主が代償として大兎から奪うばったのは遥ではなくて。

　じゃあいったい、どうして遥はいなくなったんだ？　と、また大兎は騒いだ。自分でも驚おどろくほど必死に騒いで、怒鳴って、彼女を捜さがしまわった。

　それにヒメアまで一緒に付き合ってくれて。

　なんだかんだと文句を言いながら、月光も協力してくれて。

　そしてよくわからない魔ま術じゆつや力まで使って、遥のことを捜した。必死に捜した。なのに、なんの手懸かりもないままにあっさり二週間が過ぎて。

　遥の母親なんかは、あまりに毎日泣きすぎて、入院してしまって。

　遥は平凡でいいじゃん、なんて言っていたのに、いつの間にか事件の主人公になってしまって。

　で、大兎の毎日は、黒く塗ぬり潰つぶされた。

　幼馴染みが失踪してしまって、それがもしかしたら誘ゆう拐かいかもしれなくて。いや、もっとひどいなにかかもしれなくて。

　そしてそんなひどいなにかを無視して毎日笑うなんていうのは、到とう底てい無理な話だった。

　いや、それは大兎だけじゃない。

　もう遥のことを口にしなくなったクラスメイトもみんな、少しだけ暗い雰ふん囲い気きで毎日を過ごしている。

　きっともう、今年いっぱいくらいは何ごともなかったかのように笑うことはできないだろう。

　教室の中にぽかんと空いてしまった主のいない机を見るたびに、みんな少しだけ寂さびしさを感じてしまって。

　来週あたりは、三組の生徒は全員、カウンセリングを受けるように、みたいな話まであった。

　そしてそれはなんのためだろうと、大兎は思う。

　遥がいなくなってしまい、もう帰ってこないことに耐たえられるようになるためのカウンセリングか？

　そんなの。

「…………」

　と、大兎は思う。

　そんなの、受けられるわけねぇだろうが、と、彼は思う。俺が絶対に見つけてやる。あいつがどこにいようと、俺がこの手で、絶対に見つけて救いだしてやる──

　そう信じて、ずっと捜し続けた。

　手懸かりがなくても、ずっと捜し続けた。

　時間が過ぎていくごとに、不安がどんどん、どんどんと膨ふくらんでいくが、それでもあきらめずに捜し続けていた。

　なのに手懸かりはない。

　彼女が消えた痕こん跡せきすら、見つけることができない。

　それは絶望だった。

　ひどい絶望だった。

　泣きそうになるほど必死に頑がん張ばって捜しているのに、まるで彼女を見つけることができなくて。

　彼は毎日、くそっと、うめくように言った。

　何度も何度も、くそ、くそ、くそ、くそっと、まるで自分の力のなさを罵ののしるように、怒鳴った。

　だが。




「…………」




　だがそうやって、自分を責めるのも、昨日までだ。

　今日からは違う。

　この、朝からは違う。

「…………」

　彼は立ち上がる。そして夜中まで遥を捜し続けて、着がえないまま寝てしまった制服のポケットから、ケータイを取り出す。

　そしてそれを、開く。

　するとメールがきている。月光からのメールだ。二時間前。五時半にきたメール。

　そのメールを、開く。

　そして文章を読む。




　タイトルは、こうだ。

『おまえはまた、俺に貸しができたな』




　そして本文は、こう。

『時雨しぐれ遥の足どりをつかんだ。どうやらこれは俺おれたちの仕事のようだ。人ではない、なにかが絡からんでいる。そいつらがなにかはわからないが、いる場所はすでにつかんだ。準備をして、救出へ向かう。うちの生徒に手を出したらいったいどうなるか、人の外にいる奴らに思い知らせにいくぞ。出発は七時半だ。それまでに、異界へいく準備を整えておけ』




　なんてメールが、きていた。

　もちろん、異世界へいく準備、なんていうのがいったいどんなものかそれはわからないが、どちらにせよ遥を拉ら致ちした化物のところへいくのだ。なら、体力は使うだろう、と思い、目を閉じて二時間、体を休ませていた。

　だが、あたりまえだが、眠ねむれない。

　眠れないまま二時間が過ぎて。

「…………」

　大兎は時計を見る。

　時刻はもう、約束の七時半を三分ほど過ぎている。

　するとそこで、彼のベッドの横にある壁に、突とつ然ぜん穴が開いた。

《道み程ち》だ。

　そしてその穴から、月光が顔を出して、

「いくぞクズ。準備はできてるか？」

　などと言うので、大兎はその顔を見て、

「遅おせーよ」

　と、言った。







[image: ]








　だがそれに月光は笑えみを浮うかべ、

「お礼が先だろう？」

「ああ、そうかもな。でも噂の天才様にしちゃ、見つけるのが遅すぎなんじゃねーか？」

「はっ。天才様には雑ざ魚こには想像もできない深遠な考えがある」

「へぇ」

「だがまあいい。いいからいくぞ。時雨遥を救いにいく」

　と、月光は言う。

　そして顔を再び生徒会室へと戻もどし、

「ああそうそう。今回時雨遥を見つけたのは、俺じゃない。サイトヒメアだ。だから礼を言っておけ」

　なんてことを、言う。

　そして穴の前から、月光がどく。するとその向こう側に、ヒメアがいるのが見える。

　こちらを見て、彼女はなぜか、ちょっと弱気そうな微び笑しようを浮かべ、手を振ふってくる。

　それに大兎は、

「…………」

　彼は、笑って、

「ありがと、ヒメア」

　と、言った。

　すると彼女は微笑ほほえんで、

「うん」

　と、言った。

　それに彼はうなずいてから、生徒会室へと、入る。するともう、生徒会室の壁には、別の穴が開かれている。青い空に、緑色の草が生えた、草原のような場所。

　一見そこはこちらと変わらない世界に見えるが、

「……異世界なの？」

　と大兎が聞くと、月光はうなずく。

「化物ばっかりだ。だが、運がいいことに、人間が活動できる場所のようだ」

「へぇ、そりゃよかった」

「ああ。さあいくぞ。グズグズするな、ノロマ」

　と、月光が言い。

　その、草原に見える異世界へと繋つながっている穴から美み雷らいが顔を出し、

「こっちすごいよ～、早くいこういこう！」

　なんてことを言ってきて。

　そして最後に。

　一番最後に、少しだけ遠えん慮りよがちに、

「さあ、大兎……遥ちゃんを助けに、いこ」

　と、ヒメアが言って。

　それに大兎は彼女の顔を見つめ、うなずく。

　そして彼は、

「…………」







　彼らは、こちら側からあちら側へと続く《道み程ち》を、くぐった。









　あとがき






　いやー、この超ちよう忙いそがしい中、今回はあとがきスペースがなんと十四ページもあるのですが、さて、どうしよっかな～。

　そういえば昔の偉えらい人が、

「おい、おまえら背番号を言ってみろ！」

　１！

　２！

　３！

　４！

　とか、信じられないことをしてページを埋うめた、という話も聞いたことがあるのですが、そんなひどいこと僕できないし（してるし）。

　ええと、とにかく、今回のあとがきは長なが丁ちよう場ばになります。みなさんよろしくお願いします。

　でまあ、とりあえずいつも通りのごあいさつをしますと、早くも『いつか天てん魔まの黒くろウサギ３』の登場でーす。

　いや、物語スタートからここまで隔かく月げつで一気にきたので、早くももなにもないのですが、ここでまあ、隔月刊行は一段落です。

　話の展開については、もう、これは読んでもらったほうが早いので触ふれないとして（いや、触れたほうがいいのよ？　触れたほうがページが埋まるから、そりゃ触れたほうがいいのですが、もう、なにに触れてもネタバレになりそうだから、触れません）。

　と、そんなこんなでもう書くことがないので、これにてあとがきを終わります。

　ここからはいろいろな広告がどばーっと十数ページ入ります。

　では、さようなら～。

　担当　「っておーい」

「はい、なんでしょう美少女担当Ｋさん」

「どばーっと十数ページも広告入れるわけにはいかないでしょ～」

「そうですか？」

「そうですよ～。みんな鏡かがみさんのあとがき、楽しみにしてるんですから」

「そうかなー」

「そうですよー」

「でもね、実はここで、僕は広告の載のせかたについて、ものすごい名めい案あんを思い付いたのです」

「へ？　名案？」

「はい」

「なんですか？」

「いや、いつもは広告のページ、富士見の他の作家さんの作品の広告とか、載るじゃないですか？」

「そうですね」

「しかし今回は、まったく新しい、別のことをやる！」

「ほう？」

「ちなみに今回のいつ天３を読んだ方はもう、みんなわかっていると思いますが、この本には今回、僕も好きで、さらに子供たちもみんな大好きなコーラについて、ちょっと書かれてたりするじゃないですか」

「ありますねー」

「そんなわけで、とりあえず担当さんが日本コカコーラ株式会社にいって、広告打ちませんか？　と聞く、というのはどうでしょう！」

「うわわ、なんか急に生なま臭ぐさい話になってきてません？」

「さらにちなみにいま調べてみたところによると、ファンタもコカコーラの商しよう標ひようだぜ！」

「いやだから、なんでそんな生臭い話をいきなりあとがきでしてるんですか！」

「そんなのページがうなるほど余ってるからだよ！」

「いやそーですけど」

「他にページ埋める方法があるなら、他に代案出してくれてもいいですよ！」

「う～ん」

「ほら！　ほら！　とりあえず明日、コカコーラにいきましょう！　僕、コーラ一年分でいいですよ」

「欲しいのはコーラですか！」

「え？　Ｋさんはなにが欲しかったの？　ま、まさかお金？　なんて生臭い人なんだ！」

「だからなんの話ですかもう～」

　という、担当さんとの会話でスペースを埋めても、まだ四ページだぜ！

　残り十ページ。

　七回くらい死ねるほどのページ数が余あまってるぜ！

　ええと、んじゃ～、どうしよか。そろそろ近きん況きよういく？

　近況書いたらもう、あとは次回の告知で終わっちゃいそうなのだけど、ええと、まあ、書くこともないから近況いきます。

　え～。




　原稿忙しいよ！




　って、だめだ。

　これじゃどれくらい忙しいか伝わってない。なので担当さん、字体を太字で、三倍ぐらいの大きさにしてみて。

　いくよ？

　はい、タイミング計はかって～。




　原稿忙しいよ！




　きた！

　きたこれ！

　なんかびびびと伝わってきたような気がする。そんなこんなで、近況を書き終わったところで、あとがき終了。

　ではここからどばーっと広告を、

　担当　「だから！」

「おー、美少女生臭担当Ｋさん」

「だれが生臭ですかだれが」

「人魚という設定ですか？　ナマモノ？」

「いやもう、なんの話をしてるのこの人は？」

「しかし今回はちょくちょく出てきますね～」

「鏡さんが呼ぶんでしょう」

「呼んでませんけど」

「あとがき終わろうとするじゃないですか！　それもいつもよりも短く！」

「だって～、もうこれ、五か月連続で書いてるあとがきですよ？　来月もあるんですよ？　もう書くことないって～」

「それでも頑がん張ばる！　どんな逆ぎやつ境きようにも負けずに走り続ける！　それが鏡貴也という人だっったじゃないですか！　それを思いだしてください！」

「ってそれ、どこのジャンプの設定ですか？」

「わかんないけど」

「いい加か減げんなこと言うなぁああああああ！」

「えへ☆」

　と、ここまで書いて、ちょうど半分。

　しかし、あまりに長いあとがきは、読む人も辛つらい気がするんだ。僕、そんな気がするんだ。だから一度まじで、ここで終わります。

　あとは読みたい人だけついてきてねーあとがきへと移行するので、その前に、いろいろな告こく知ちをしまーす。




　告知１。

　この本が発売されたのと同じ月に、僕のもう一つのシリーズ、『伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝説』の、コミカライズの漫画の一巻が発売されております。

　伝勇伝の長編を頭っからきちんとやっているので、伝勇伝をまだ読んでない方は、漫画を読んで、で、長編に突入してみてはいかがでしょうか？

　あと伝勇伝の４コマ漫画、『なんとなく伝説の勇者の伝説』も大好評発売中です。ソッコー重版かかったーありがとー!!




　告知２。

　来月『堕おちた黒い勇者の伝説４』が発売されます！　どんな内容かというと、このあとがきを書いてる段階ではまだ書いてないからわかりません！（ええええええ、と、主に編集部が驚きよう愕がく！）

　え、ええと、がんばります。よろしくお願いします。

　しかしこの『堕ち伝４』が、鏡貴也六か月連続刊行の締しめ括くくりになるはずです。

　すごい。頑張った！　と、来月のあとがきで書けるよう、頑張ります。




　告知３。

　この本と同時発売のドラゴンマガジンに、『いつ天』の短編３本目が載ってるよー。

　みなさんのおかげでアンケート結果も、まだ始まったばかりのシリーズなのに滅め茶ちや苦く茶ちやいいです。『いつ天』超頑張ってる！

　みんなありがとね！　今回もアンケート、よろしくお願いします。




　告知４。

『いつ天４』も、今年の中ごろぐらいにはもう発売される、と、担当さんから送り付けられたエクセルで出来たスケジュール表に書かれていたので、発売されると思われます。

　六、七月のどっちかだと思うんだけど、そのへんはもう決まったんだっけどうだったっけ？　なんか、流動的ですとか言ってたような気がするので、そんな感じらしいです。

　ぜひぜひ応おう援えん、よろしくね！




　告知５。

　いや、もうこれで終わりだった！

　と、いうわけで、みんな今回もありがとー。読んでもらえて、とても嬉しいです。

　そしてこれからも頑張っていくので、よろしくねー！

　ではでは今回はこのへんで。


鏡貴也











　あとがき２──読みたい人だけがついてくるサバイバルレースについて。






　いくのかい？

　本当に十四ページまでいくつもりかい？

　そうか。もう、ここからさきは何人生き残れるかわからないけれど、最後にここに集まった物好きな奴らの人数だけは数えておこう。

　さあ背番号を言ってみろ！

　１！

　２！

　３！

　４！

　とか、そんな最悪な内容がこっからずっと続くけど、いいの？　いいの？

　引き返すならいまのうちだよ？

「…………」

　よし、じゃあいくぜ！

　じゃあまた、近況いきます。

　それも昨日と今日の僕について、なんていう、すごくピンポイントな近況いきます。

　ええ～、昨日は朝起きて、こう叫びました。

「原稿書きたくねぇ～！」

　しかし叫びながら机つくえに座すわる偉すぎる僕。そして延えん々えん原稿を書いていきます。頑張って書いていきます。ちなみに書いてる原稿は、ドラゴンマガジンに載せる短編です。短編のはずなのに現在原稿用紙で六十枚目。五十枚くらいで、と言われていた原稿が、六十枚目あたりで、まだ、オチの部分にすらたどりついていない！　どーすんの？　どーすんの僕？

　と言いながら夜を迎むかえ、原稿を書き終わる。

　できた原稿は七十六枚。

　ありえません。あきらかに許ゆるされない枚数です。そこで担当さんに電話をかけます。ちなみにその日は休日で、担当さんはお休みで映画を見にいってるのですが無視で電話をかけ、泣き付きます。原稿、大変な枚数なんですが、どうしましょうか？

「ええええ～、な、何枚ですか？」

「五十枚です」

「え？　それ、別に問題ない数字じゃないですか」

「五十枚プラス二十六枚です」

「それを早く言えぇえええ！　ってどうしよう。減へらせる場所、ありそうですか？」

「ないぜ！」

「なんで自慢気なんですか！　ってああもう、わ、わかりました。明日私が、編集長に土下座してみます。もう次の原稿の時間もヤバイので、やってみます」

「まじっすか？」

「まじです。でも次はこんなことないようにお願いしますよ！」

「わ、わかりました。すみません」

　と、各方面に迷めい惑わくをかけながら原稿をアップし、その日は倒れるように寝ました。

　すると翌日にはもう、ゲラが届いているのです。この『いつ天３』のゲラです。そのゲラを読んでいると、昼ごろ担当さんから電話です。

「鏡さん、喜んでください！」

「え？　なんですか？」

「ページ、奇き蹟せき的てきにもらえました！　今回は短編、減らさなくていいです！」

「やったあぁああああああああ！」

　ちなみに前回の原稿もページ数がオーバーしていて、しかしそのときはスペースがなくてまるまる書きなおした、という経緯があったので、ガクガク震えてたのです。

　ああよかった。もうドラマガの編集長には頭が上がりません。

　そして、

「つきましてはサブタイトルを考えてください。あとゲラを早くください。あとがきは十四ページです。キャラクター紹介の文章をチェックしてください。堕ち伝の原稿の締切もよろしくお願いします。あと体調を崩くずさないように、休んでくださいね☆」

　と、担当さんはあきらかに一日が二十四時間以上ある精神と時の部屋に僕がいると思っている発言をしてきます。

　でももうすぐベジ●タが地球にきてしまうので、修業の時間はあまりありません。地球が滅めつ亡ぼうしないように、オラ頑張るぞ☆　と、ゲラを読み終わり、コンビニにいってそれを送り、返す刀で短編のサブタイトルを考えメールで送り、キャラクター紹介の文章をチェックして返答し、現在あとがきを書いています。

　なんとそのあとがきも、もうすぐ終わりそうです。

　やった！　これで明日から堕ち伝の原稿にとりかかれるぜー！

　って休みはいったいどこにあるんだー！




　と、言いつつ、結構ちゃんと休みもとっているので、安心してください。

　高校以来ぶりに作家さんたちとバンドを組んだので、じゃあもう一度本格的にやりなおしてみようとギター教室通ったり、ゾンビのゲームをたくさんの作家さんたちと対戦してみたりしてるので、大丈夫です。たぶん！

　とか、そんな毎日を過ごしておりまーす。

　そしてそんなこと書いてたら、十四ページもあったスペースがほんとに埋まった！

　ここまでついてきてくれたみんな、ありがとねー。

　さてさてでは、今度こそ本当にお別れです。

　伝勇伝も読んでくれてるみなさんとは、来月！

　いつ天オンリーなみなさんは、伝勇伝も読んでー！（笑）

　と言いつつ、六、七月ですね。

　あ、五月のドラマガにも『いつ天』の特集＆なんか原稿が載るから、次はそこですね。

　ではではまた～




　鏡貴也公式ＨＰ：http://www.kagamitakaya.com/

鏡貴也











いつか天てん魔まの黒くろウサギ３




神隠しの通学路
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